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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ちわわー！　橋はし本もとだよー☆　桜さくら坂ざかさんもう新しん橋ばし駅えき着いた？　先お店入ってるね、一番奥の個室で待ってるにょー。腹ペコリーナ！　→念のためお店の地図もう一度送るね☆』




　やたらとテンションの高いメッセージを確かく認にんしてスマホをしまう。ランチタイムの新橋は腹をすかせたサラリーマンで賑にぎわっていた。四月の陽気が空気を明るく染め上げている。ここ数日で急に春めいたせいか、周囲の人々の服装も防寒着と薄うす手でのシャツが混在していた。何人かは暑そうにジャケットを小こ脇わきに抱え額ひたいの汗をぬぐっている。

　振り向けば汐しお留どめの高層ビル群が陽光を照り返していた。パチンコ店にカラオケ屋、質屋、立ち食いそば屋。雑然とした繁はん華か街がいと近未来的な再開発地区が不ふ調ちよう和わのまま同居している。サラリーマンの聖地、新橋。いつ来ても独特な雰囲気だ。

　裏通りに入り飲み屋の並びを行き過ぎて目的地にたどりつく。黒塗りの壁かべがシックな趣おもむきの中ちゆう華か料りよう理り店てんだった。店員に待ち合わせだと告げ中に入っていく。一番奥の個室の柱をノックしてのぞきこんだ。

「すみません、遅くなりました」

　いえ、と答えた声は冷ややかだった。

「私が早く来すぎただけです。午前中のミーティングが予想より早く終わったものですから」

　灰はい色いろの瞳ひとみがこちらを見つめていた。マネキンのような女性が丸テーブルの向こうに座っている。細い身体からだをダークスーツに包み、さらさらの黒髪を肩に流している。肌は蠟ろう人にん形ぎようのように白く体温が感じ取れない。いや体温どころか感情や息づかいさえつかめなかった。黙だまって立っていれば本当に人形と勘違いしてしまいそうだ。

　橋本文ふみ月づき。業なり平ひら産さん業ぎよう、システム本部課か長ちよう。スルガシステムのクライアントで意思決定者、そして──

　先ほどのメールの主だった。

「どうぞお座り下さい。メニューはこちらです」

　平板な声で呼びかけられる。戸惑いから立ち直れないままとりあえず腰かけた。

（腹ペコリーナ）

　いつものことだがどうしてこうメールとテンションが違うのだろう。何か携帯を前にするとスイッチが入るのか。女の子モード・オンという感じで。

「ええっと、橋本課長はもう選んだんですか」

「はい、回鍋肉ホイコーローにデザート、あと食後のコーヒーで。ご飯は五ご穀こく米まいにします」

「腹ペコリーナですか？」

「は？」

「いえ、なんでもありません」

　怖い。

　なぜかすごく場違いなことを言った気分になる。多た分ぶん普通に聞き取れなかっただけなのだろうが、もう一度繰くり返す気にはなれなかった。

「じゃあ僕も同じのにします」

　卓上ベルを鳴らすと店員が注文を取りに来た。食後のデザートを杏あん仁にん豆どう腐ふに決めて、ついでにお茶を持ってきてもらうよう頼む。

「では」

　店員が引き揚げたのを見て鞄かばんからノートＰＣを取り出す。モバイルカードを挿入、社内にリモートアクセスして。

「始めますか、打ち合わせ」

「ええ」

　海外拠点向けＷＡＮ高速化装置の検討、それが今日きようのミーティングのお題だった。東とう南なんアジアやアフリカで新規営業所が立ち上がり国際回かい線せんのコストが増加している。ついてはＷＡＦＳなどの高速化技術を導どう入にゆう、拠点毎の帯域を絞りたいという依頼だった。

　もちろん仕事の話だから最初は業なり平ひら本社を訪問するつもりだった。だが新年度の行事で先方会かい議ぎ室しつが取れないということで急きゆう遽きよ、外で打ち合わせることになったのだ。

　途中食事を挟みつつ一通りのヒアリングを終える。うん、だいたい要件はつかめたしスルガでも構築できそうだ。「持ち帰り検討します」、ＰＣを鞄にしまうと折よくコーヒーが運ばれてきた。

「そういえば御おん社しや、新入社員って入りました？」

　橋はし本もと課か長ちようが問いかけてきた。

　テンションの変化が分かりづらいがどうやら雑ざつ談だんモードに入ったらしい。コーヒーを飲みながら視し線せんを向けてくる。

　質問の意図を補足するように解説。

「いえ、実は今日会議室が取れなかったのも新人オリエンテーションがあったからなんです。業ぎよう績せき拡大でかなりの人数を取ったようで。入社式も定員百名の大会議室を使ったとか」

「ははぁ、すごいですね」

　さすが大企業。

「全般的に景気が持ち直していますからね。今年ことしの新人は売り手市場だったらしいですよ。どこの人事も学生の確かく保ほに必死だったとか」

「バブル時代みたいですね」

「あそこまで過か熱ねつはしていませんが、一昨年おととしと比べてえらい違いだと人事がぼやいていました」

「なんか……複雑な気持ちですね。一昨年の就活生としては」

「ああ、そういえば桜さくら坂ざかさんは」

「ええ。就しゆう職しよく氷ひよう河が期き組ぐみです」

　生まれた年が違うだけでこうも状況が変わるものなのか。運命の残酷さに嘆きたくなる。とはいえ今更新卒をやり直すこともできない。よきにつけ悪あしきにつけあの地じ獄ごくの就活があったからこそ今の環かん境きよう・人間関係を手に入れたのだ。

「で」と橋はし本もとが話を戻す。

「御おん社しやも結構業務を拡大していますし、今年ことしはたくさん新人採られたんじゃないかと思って」

「いやぁ、どうですかねぇ」

　首を傾かしげる。

「言っても弱小ベンチャーですし、景気がよくなったらみんな別のところに行くんじゃないですか。僕だって就しゆう職しよく活動するまでうちの会社のことなんか知りませんでしたから」

「でもゼロということはないでしょう。採用人数の目標もあるでしょう」

「だといいんですけど。まぁ確たしかにゼロは勘弁してほしいですね。いつまでも僕一人ひとり新人ってのは辛つらいですし」

「下が欲しいですか」

「下というか戦力ですね。今ちょっとやばい状況なんですよ。お客さんに言うのもアレですけど室むろ見みがちょっと色々ありまして」

「室見さんが？　体たい調ちようでも崩されたんですか」

「体調は大丈夫なんですけど……家庭の事情で業務時間が限られているんです」

　高卒認定試し験けんを受けて一般大学に通うこと。それが七なな隈くま陣じんと約束した室見の就業条件だ。目的を果たすために彼女は週に何度か夜間の予備校に通っている。必然こなせる業務も減っていた。

　彼女の人生を考えれば当然の条件。だがその影えい響きようは自分達、他メンバーに及んでいる。もともと室見の超人的な仕事量でもっていた組そ織しきだ。主力を取られ今まで通り回るはずもなかった。ついでに言えば今日きようの引き合い以外にも大規模な提案が三つ動いている。Ｓ興こう産さんのゲートウェイ再構築、Ｇ出版のＬＡＮリプレース、ＫコーヒーのＭＤＭ導どう入にゆう。いずれも受注したら最後、四・五人にん月げつの稼か働どうが確かく実じつな案件だ。一つでも取れれば間違いなく死ぬ、破は綻たんする。

　溜ため息いきを一つ。

「ただでさえサービス開発だ子会社管理だと忙しい時に室見の穴埋めまでさせられて、そろそろ真ま面じ目めに限界なんです。人が増えないとやってられません」

「すみません、忙しい時にお呼びだてしてしまって」

「あ、いえいえ大丈夫です。ごめんなさい。お客さん相手に愚ぐ痴ちっちゃって」

　やばい、ちょっと気を抜きすぎだ。仕事で来てるんだぞ。しっかりしろ。

「まぁ橋本さんの仰おつしやる通り、新入社員ゼロってのはさすがに考えづらいですし、少しは楽になりますよ。来月くらいには新メンバーをご紹介できるかもしれません。桜さくら坂ざか二号って感じで」

「二号」

「仕事の一号、宴会の二号！」

「それ、結局桜さくら坂ざかさんの仕事減りませんよね……」

　益やく体たいもない話をしているとスマホが鳴った。自社からだ。「すみません」と断って電話に出る。

『あー、もしもし？　桜坂君？』

　採用担当だった。いつもながらの軽けい薄はくな口く調ちよう。ホスト同然の外見も相まって本当になぜ企業の人事などやっているのか不ふ思し議ぎに思えてくる。

「はい、どうしました」

　端末を持ち直し訊たずねると。

『今日きようさ、このあと戻ってくる？』

　脈絡なく訊ねられた。時と計けいを確かく認にん。

「ええっと、二時までには戻る予定ですけど」

『よかった。ちょっとさ新人教育について打ち合わせたくて』

「新人……教育？」

　うん、と肯定の声。

『社長にさぁ、新人トレーニングのカリキュラム、誰だれに任せるか相そう談だんしてたんだけど──もう随分前にだよ？　なんか忘れてたみたいで、さっき催促したら桜おう美び林りん君でいいだろうって』

「いや、いいだろうってそんな軽い調子で」

　あと自分の名前はそんな大学っぽい響ひびきじゃない。桜坂だ。

「というか、え？　新人入るんですか？　うちの会社に。本当に？」

『そりゃ入るでしょ。四月一日なんだし』

「いや、時期の話をしているわけじゃなくて」

　採用したのか、新卒を。自分の後こう輩はいを。

　とくんと心しん臓ぞうが高鳴る。先ほど橋はし本もとと話していた内容がにわかに現実味を帯びてきた。新メンバー、新たなる仲間。

『うん、じゃあ理解してもらえたみたいだからそういうことで。待ってるね』

　採用担当が勝手に得とく心しんして電話を切ろうとする。慌てて「いや、いや」と呼び止めた。

「待ってください。僕、今ものすごい量の仕事抱えてるんですよ。無む茶ちやですよ教育担当とか。藤ふじ崎さきさんには確認したんですか？　昨日きのうも仕事の分担変えられないかって泣きついたんですけど」

『そう思って事前に社長と話してたんだよ。でもしょうがないじゃん、忘れてたって言うし、実際問題新人は入ってきてるんだし。彼らを放置しておくわけにはいかないでしょ』

「それは……まぁ」

　新人に罪はない。社会人の第一歩を社内のディスコミュニケーションで台なしにするのはあんまりだ、が。

「別に教育カリキュラムとか大上段に構える必要ないでしょう。昨年度と同じ、ＯＪＴで仕事覚えてもらえば。で、室むろ見みさんなり梢こずえさんについてってもらう感じで」

　あくまで逃げ腰に構えていると低い溜ため息いきが返ってきた。

『いやまぁ、新人が一人ひとりや二人ふたりならそれでもいいんだけどねぇ』

「？　三人採ったんですか」

　去年の三倍、ＳＥ部・ＯＳ部・ＳＤ部に一人ずつ配属可能だ。随分な大おお盤ばん振ぶる舞まいをと思ったが採用担当は『いやいや』と否定した。

「じゃあ四人？」

『ううん』

「五人」

『いやぁ』

　歯切れが悪い。総勢三十名の会社で一体どれだけ採用をかけたのか。

「何人採ったんですか」

　橋はし本もとが不ふ思し議ぎそうにこちらを見ている。怖こわ々ごわ訊たずねると採用担当は覚悟を決めたように『うん』とうなずいた。

『ちょっとねぇ、十名ほど』

　頭が真っ白になった。




　十人。

　社員数が一日で三割増し。

　にわかには信じがたい数字だ。

　通常、企業は従業員数の一～二％を新卒採用人数の目安とするらしい。百人の企業なら一～二人、三百人なら三～六人。この数字をスルガシステムへ当てはめると三年ごとに一～二人採用が目安となる。そういう意味で昨年に工こう兵へい、一昨年おととしに梢を採ったことは会社として至極真っ当なアクションだ。単純に数字の帳ちよう尻じりを合わせるなら今年ことしは採用を抑制、来年・再来年で一人採るのが正解になる。

　が。

（本当に十人採ってる）

　机上を埋め尽くす履り歴れき書しよに呆ぼう然ぜんとなる。雑然とした総務部で茶髪のチャラ男お──採用担当は「あはは」と頭を搔かいた。

「社長が結構人件費確かく保ほしてくれたからさ、ちょっと大盤振る舞いしちゃったよ。すっごい人数だよねぇ。いや壮そう観かん壮観」

「だ、誰だれが面めん倒どう見るんですかこの人達」

「うん？　だから桜さくら坂ざか君」

「勘弁してください！」

　小規模な塾じゆくのクラス並じゃないか。ＤＱ４のパーティー人数より多いぞ。

「というかなんでこんなに？　うちみたいな弱小ブラック無名企業に真っ当な学生がどうして……は！　ひょっとして何かわけありの子達を受け入れたとか!?」

「君さぁ、もう少し言葉を選びなよ。一応人事の前なんだから」

　採用担当が苦笑する。一枚履り歴れき書しよを取り上げて。

「ほら、この子とか青あお学がく卒だよ。こっちは横よこ市いち。別に学歴フィルタかけたわけじゃないけど結果的にそこそこ高スペックの子が集まったね。それだけ倍率の高い選考だったってこと」

「信じられない」

　うちが人気企業だったということか？　この売り手市場で他ほかの有名企業に比肩するほど。

　手近な履歴書を確かく認にんする。某中堅私大卒、専攻はコンピュータサイエンス、ＩＴ系の資格を複数所持。

（ガチじゃないか）

　まさにＳＥになるべくしてなった経歴。自分のような文系エンジニアとは違う、生きつ粋すいの技術屋。

　採用担当は肩をすくめた。

「去年からうち色々大きな仕事やってるでしょ？　ＳＲＧ４６もあるし、主立った事例を公開したら結構応募集まってきたんだよ。なんか新しん進しん気き鋭えいのベンチャー的なカテゴリーに入ってるみたい。ほら、就活サイトにも載ってる」

　タブレットの画面をさらしてくる。確たしかに「急成長ベンチャー」と銘打たれたページにスルガの名前があった。「ＰＭからプリセールスエンジニア、サービス開発に至るまで幅広いキャリアパス」「新人でもすぐ大規模案件を任せてもらえる！」。ううん、噓うそではないが微妙に説明足らずなキャッチだ。

「なるほど、つまり意い識しきの高い学生が高倍率の選考をくぐりぬけてうちの会社に入ってきたと」

「そうそう」

「で、期待に胸をときめかせて新人教育を待っている？」

「だねぇ」

「よく分かりました。僕には無理です。他を当たってください」

「いやいや、待って。待ってってば」

　立ち去ろうとしたところを引き留められる。がしりと腕をつかまれ振り向かせられた。

「まぁ、まぁ聞いてよ。別にそれほど無む茶ちやなことを頼もうってわけじゃないんだから」

「十分無茶ですよ！　新人教育、トレーニング計画ってそれもう人事の仕事じゃないですか!?　何よそに投げようとしてるんです！」

「だってほら、人事って実質僕一人ひとりしかいないし」

「人手不足はお互い様です！　やめましょうよもう！　社長の無む茶ちや振ぶりを社内で押しつけ合うの」

「まったくだね。社長の無茶振りで新人にしわ寄せがいかないよう、僕らで一致団結して頑張るべきじゃないかな」

「……」

　ああ言えばこう。まったく食えない人物だ。気づけば肩を叩たたかれ着席させられている。採用担当は向かいの席に腰かけた。

「繰くり返すけど、そんな無茶なことを頼もうってわけじゃないから」

「はぁ」

「実はもう大枠は決まってるんだ。研修期間は一か月、午前中は集合研修で午後は部署のＯＪＴ。集合研修は下フロアの会かい議ぎ室しつを借りて行う。座学形式だね。講こう師しは基本社内の人を使う感じでビジネスマナー系は外部の業者に委託する。配属部署は週替わりでローテーション、まずは全社の仕事を経けい験けんしてもらう。正式な配属決定は研修の結果を見てかな」

「ははぁ」

　想像していたより手際がよい。てっきり何も決まっていないところからぶん投げられるのかと思っていた。箱はあらかたできている感じだ。

「んん？　じゃあ僕は何をすればいいんですか」

「だからカリキュラム策定だって。どの順序で誰だれを講師にして説明してもらうか。講義内容含めて案出ししてもらいたいんだよ。技術的な話は僕からっきしだからさ。エンジニアの立場でアドバイスが欲しいわけ」

「アドバイス」

「そうそう、スケジュール案作ってくれたら僕の方で各部署と調ちよう整せいするからさ。講師の稼か働どう、よろしくお願ねがいしまーすって」

「……」

　真っ当な意見に聞こえる。

　一か月全二十日、一日あたり二コマの講義があるとして四十コマか。その枠内で誰が何を説明するか考える。エクセルでささっと作れば大した手間ではないだろう。「無茶なことを頼もうってわけじゃない」なるほど。

「一応確かく認にんしますけど」

　まだ警けい戒かいを解かずに訊たずねる。

「会議室の予約は僕の仕事じゃないですよね？　あと外部講師の手配とか」

「そりゃもちろん、総務の役割だよ」

「予算の管理とかさせられませんよね。いやもっと言えば研修費自体の調達とか」

「当たり前でしょ。お金はこっちで面めん倒どう見るよ」

「ＯＪＴ部署の調ちよう整せいがまだとか」

「大丈夫、もう終わってるから」

　肩の力が抜ける。「それならなんとか」と答えると採用担当は笑えみを大きくした。

「引き受けてくれる？　よかったぁ。断られたらどうしようかと思ったよ。もうあとがなかったからさ。みんな忙しい忙しいの一点張りで」

「まぁ新人をがっかりさせたくないですしね。できることはしますよ。彼らが無事立ち上がれば僕らの仕事も楽になりますし」

「そうそう、そういう大局的な視点が欲しいんだよね」

　嬉うれしそうに言って立ち上がる。タブレットを小こ脇わきに挟み。

「じゃあよろしくね。カリキュラム案はできれば今日きよう中じゆうに欲しいかな。あと明日あしたは朝九時集合で」

　……。

　はい？

「あ、朝九時ってなんですか」

「え？　朝礼とかやるでしょ、授業の前に、担任ならさ」

「た、担任？」

　何を言い出した、いきなり。

「入れ替わり立ち替わり講こう師しだけ来ても新人どうしていいか分からないじゃん。全体のカリキュラムを話して開始と〆しめの挨あい拶さつして、あと何か質問あったら受け付ける窓口、必要でしょ？　そういう人」

「必要かもしれませんけど」

「詳しい話はメールで送ってあるからさ、読んどいてよ。評価シートの書き方とか配属希望調査票とかも添付しといたんで。よろしく！」

「いや、あの、ちょっと！」

　扉が閉まる。オートロックの施せ錠じよう音おんが呼びかけを断ち切った。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　評価シートの記入？　配属希望の調査？　カリキュラム作成に研修の司会？

（それって要は……『新人育成担当』ってことじゃないか）

「ぶん投げだぁ！」

　気づいた時にはもう手遅れだった。桜さくら坂ざか工こう兵へい、四月営業日の午前中予定、全滅確かく定てい。




「いやもう分かってるんですよ。安易に首を縦たてに振っちゃいけないって。一つ受ければ十、十受ければ百仕事が降ってくるんですから。最初から断固として断り続けるべきだって」

　自席に突っ伏しながら虚うつろな声を上げる。

　多た分ぶん今の自分は死んだ魚のような目をしているのだろう。当然だ。半日×二十営業日＝十人にん日にちの稼か働どうがいきなり埋まったのだから。どうあっても仕事が回るはずなどない。破は綻たんだ。完全に破綻した。

「そう言いながら断らないのが工こう兵へい君だよねー。やっぱ無理って叩たたき返しちゃえばいいのに」

　黒髪の女性があっけらかんと告げる。ホットココアを手にオフィスチェアを回転させてきたのはＳＥ部アシスタント、カモメだ。涼しげな目元に薄うす紅べに色いろの唇、笑うと真珠のように白い歯がこぼれる。ひとしきり作業が片づいたのかリラックスした様よう子すになっていた。

「本当にどうしようもないならきちんと説明して代わりの人探してもらったら？　社内のゴタゴタでお客さんに迷惑かけたら本末転倒じゃん？」

「まぁ仰おつしやる通りなんですけど」

　ゆるゆると身体からだを起こし。

「人がいないってのは事実でしょうし、誰だれも引き受けないまま明日あしたになったら本当新人ほったらかしになっちゃうんで、一いつ旦たんは仕方ないかなと。正式な担当はおいおい探してもらう感じで」

「そうやって結局最後まで引き受けちゃうパターンだよねー」

「言わないでください！」

　両手で顔を覆おおう。最悪のエンディングが容易に思い浮かんだ。減った業務時間を補うため連日の夜間作業、休日出勤。寝る間も惜しんで仕事、仕事、仕事。

「カモメさん、デートしましょうよー」

「誘い方が雑だから嫌いやです」

「えー、こないだ一いつ緒しよに飲みに行ってもいいって言ったじゃないですかぁ」

「言ったっけ？」

「言いました。ＤＶ社しやの騒さわぎでラーメン屋行った時」

「うーん」

　可愛かわいらしく首を傾かしげ。

「了解、じゃあ新人研修無事終わって余裕があったらね」

「無事終わったら……ですか」

　絶望的な条件だ。まるで成就する気がしない。

「だってどのみち月内は時間取れないでしょー、工兵君。ＳＥ部の仕事減らすつもりもないんだろうし」

　確たしかに。今カモメがデートに応じてくれたところで店を探す暇もない。プランニングも予定調ちよう整せいもできないのでは誘うだけ失礼というものだ。

「ううう、もうだめだ、夢も希望もない」

　再度机に突っ伏すとカモメは嘆息した。

「というかさ、講こう義ぎ自体は他ほかの人にお願ねがいできるんでしょ？」

「？　……そうですけど」

「だったら講こう義ぎ中ちゆうずっとつきっきりの必要ないじゃん。朝の挨あい拶さつ終えたら仕事に戻って、あとは昼に一回顔出せば」

「え？」

　いいのかそれ。だって担任だろう。

「高校の授業とか思い出してみなよ。クラス担任がずっと顔出してたわけじゃないよね？　他ほかの先生のコマは原則その先生に任せっきり。違う？」

「ああ」

　確たしかに、言われてみれば。

「そりゃチューターみたいなの想像しているならずっと教室にいなきゃだけど、実際問題工こう兵へい君忙しいんだから。なるべく手を抜く方法考えないと」

「手を抜く」

「最小投資の最大リターン、いつもと同じ。仕事の基本でしょう？」

　基本、常道。いかにして少ない手間で多くを成しとげるか。

　はっとなっているとカモメは立ち上がった。

「じゃ、来月の飲み会楽しみにしてるから」

　ウィンクを一回、ひらひらと手を振り去っていく。片手にココアのカップがあった。多た分ぶん給湯室にいくのだろう。

（ふむ）

　気持ちがクールダウンしていく。

　考えてみれば採用担当も別に「新人につきっきりでいろ」と言ったわけではない。頼まれた内容は二つ、開始と〆しめの挨拶。あとは何かあった時の相そう談だん窓口だ。ややこしい質問はメールで受け付けと決めてしまえば場所と時間の制約は消滅する。今まで通りＳＥ業務をこなしながら対応できそうに思えた。

「やり方次第か」

　まずは依頼の全容を確かく認にんしよう。音ねを上げるにしてもそれからだ。

　モニタに向き合いマウスをつかむ。メーラーを選択、採用担当からのメールを表示する。まずは「受け入れ概要」と書かれた添付ファイルを開けてみた。

　新入社員は十名。今のところＳＥ部・ＳＤ部・ＤＶ社しやに各二名、ＯＳ部に三名、アシスタント職しよくに一名の割り振りが予定されている。研修期間は一か月で午前中は座学、午後は部署のＯＪＴ。一週間ごとにＯＪＴ部門のローテーションを行いまずは全社の仕事を経けい験けんしてもらう。このあたりは採用担当に聞いた通りだ。各新人ごとに評価シートを用意し、受け入れ部署・講師・人事でコメントを記入。最終的に配属希望調ちよう査さ票ひようと照らし合わせ所属を決定する。なるほど意外にきっちりした流れだ。普通の企業っぽい。いや、願ねがわくば去年も同じ感じでやってほしかったが。

　続いて「新人育成担当業務」と題されたファイルを開ける。箇条書きのＷｏｒｄファイルは予想通り、明日あしたからの自分の役割を記したものだった。シンプルに依頼事項だけ抜き出すと。





・時間割作成

・集合研修の仕切り・進行

・相そう談だん窓口

・評価シートの記入（育成担当の視点で）、どこの部署に本配属するべきか所感を記載






　ふーむ。

　やはり最も時間を取られそうなのは二番目だ。だがカモメのアドバイスに従うなら朝と昼に顔を出せば十分だろう。むしろ気になるのは。

　──評価シートの記入、配属先に関するコメント。

（これ、すごく責任重大じゃないのか）

　社会人人生の第一歩を決定する。以降のキャリアを方向づける。

　いや、まさか自分の意見だけでは決まらないだろうが、にしてもうかつなことは書けない。ソフト開発の天才をＳＥ部に配属してしまったら、あるいはアシスタント職しよくにつけてしまったら本人・会社の未来を損ないかねない。

　ちゃんと各人の適性を見なきゃ。新入社員Ａ・Ｂなんて記号ではなく、血と肉を持った存在として。

　気を引きしめて次のファイルを確かく認にんする。圧あつ縮しゆくフォルダだ。ダブルクリックで展開すると中に入っていたのは履り歴れき書しよだった。先ほど総務部で見た十枚のレジュメ。

　一人ひとり目めのファイルをクリックする。ざっと目を通し二人ふたり目、次いで三人目。

（……え？）

　四人目、五人目、六人目。

　呼吸が荒くなる。鼓動の高鳴りを感じながら中身を確認していった。

　なんてことだ。

　マジかよ。こんな話ってあるのか。

　各人の志望動どう機き。そこに書かれていたのは先せん輩ぱい社員への憧あこがれだった。おそらくウェブの職務事例を見たのだろう。大手部品メーカー向けＤＲサイト構築、某出版社移転ＰＭ、全国ＣＥ作業、見覚えのある単語が並んでいる。誰だれもが口を揃そろえて『こんな仕事をやってみたい』『任されてみたい』と書いていた。憧しよう憬けいの眼まな差ざしの先にあるのは。

（僕か）

　桜さくら坂ざか工こう兵へい、彼らに一番近い立場で走り続けてきた先輩。

　胸が熱あつくなる。自分を目指し入ってきた後こう輩はいがいる。ＳＥ志望者達がいる。その事実が疲労や不安を吹き飛ばした。なんだろう、ここ一年の歩みを全肯定された気分だ。色々回り道はしたけどやってきたことは間違っていない。後進から見て目標となる事跡を積つみ上げられた。

　ぶるりと身体からだが震ふるえた。

　やろう。きちんと育成担当を勤めあげよう。

　面めん倒どうくさいなどと言っていられない。彼らは自分の背中を見てＳＥを志したのだ。夢を、ビジョンを示した者として責任がある。中途半端な研修など行ってなるものか。

　履り歴れき書しよをもう一度読み直す。

　一体どういう育成が正しいのか、何が彼らのキャリアに幸いするのか。

　見たところ文系と理系は半々、ＩＴ専攻も三分の一といったところだ。レベル感的には一年前の自分と大差ないだろう。であればまず基本を説明するべきか。コンピュータとは何か、ネットワークとは何かあたりを。

　まぁ各人がどの部署に行きたいかで興きよう味みも変わってくるだろうが。たとえばＳＤ部志望ならプログラムを深く知りたいはずだし、ＯＳ部志望ならシステム運用の説明がほしいだろう。ＳＥ部は……何かな。サーバからネットワークまで幅広くやってるのでいまいち業務範はん囲いが見えない。あえて言うなら提案・構築エンジニアといったところだが。

「みんな、どこ志望してるんだろう」

　今の時点で希望は出ていないのだろうか。とりあえず入社したら何をしてみたいとか。

　評価シートのエクセルを開けるとおあつらえ向きに『志望傾向』というワークシートがあった。入社前時点での配属希望は。

「……」

　十人中九人がＳＥ部。

　いや採用サイトの事例はほぼ自分の仕事だから無理もないが、にしても。

（これはこれでまずいだろ）

　ＳＥ部枠は二名しかない。つまり他ほか七人は意に沿わぬ結果となるわけだ。本人達のモチベーションがどうなるか見当がつかない。

　腕組みし画面と睨にらめっこしていると「あーもう！」と甲かん高だかい声が響ひびいた。

　ラボルームに続く廊下から小柄な女の子が入ってくる。小こ脇わきにルータ、もう片手にノートＰＣ、首にコンソールケーブルと光ファイバーを巻いたすごい格好だ。隣となりのパーティションに駆けこむと乱らん暴ぼうに機き械かいを置いた。

「ぜんっぜん検証の時間取れない！　今週中にあと三案件分コンフィグ作らなきゃいけないのに、午後休で予備校とかバッカじゃないの！」

　室むろ見みだった。

　ＳＥ部のトップネットワークアーキテクト、自分のＯＪＴ担当、そしてまさかのティーンエイジャー。

「ありゃ、仕事終わりですか」

「全然終わってないわよ！　でもしょうがないでしょ。今から陣じん兄にいが車で迎えにくるって言うんだから」

　彼女は剣けん吞のん極まりない目つきで周囲を見渡した。

「ったく、何が学業と会社の両立よ。営業時間内も外も勝手に授業入れられて、まったく仕事にならないわ。約束破りもいいところよ」

「いや、それは室むろ見みさんが」

　連絡なしに休日作業入れて予備校の講こう義ぎサボったからでしょう。だから陣さんが補講を手配したわけで。

　喉のど元もとまで出かかった言葉を飲みこむ。こういう状態の室見は寝起きの熊くまのようなものだ。下へ手たに刺し激げきすると怒りの矛ほこ先さきが向きかねない。

　室見は乱らん暴ぼうに鞄かばんを引き寄せると周りの荷物を突っこみ始めた。

「あぁ本当面めん倒どうくさい。予備校行きたくない。仕事だけして人生を終えたい」

「だめですよ。約束は守らないと。また七なな隈くまの実家に連れ戻されたくないでしょう？」

「そうだけどー」

　むくれた顔が子供っぽい。相変わらずの気分屋だ。陣の苦労がしのばれる。

　新人も入ってくるのだからしっかりしてもらわないと。

　溜ため息いき交じりに独白してふっと思う。そうだ、新人研修の内容、室見に聞いてみるか。何せ去年一年かけて自分を育て上げてくれたのだ。きっとよいヒントをくれるはず。

（……くれるかな）

　まぁ出会った当初の対応を考えると不安が過よぎるが。あれから時間もたち彼女も成長したはずだ。鞭むち一辺倒の対応はしないはず。

「室見さん、室見さん」

「何よ、忙しいんだけど」

「いや手は止めなくていいです。そのまま聞いてもらえると。あのですね、実は僕、今度新人教育のカリキュラム考えることになったんですが」

「は？　あんたが？」

「ええ。で、どういう内容がいいかなぁと。室見さんならどうします？」

「ラボ機き材ざい与えて課か題だいができるまで家に帰さない」

　変わってない！　一年前と全然変わってないよ！

「だって自分で考えさせる癖くせつけないといつまでたってもお客さんのままでしょ。私やあんたも別に手取り足取り誰だれかから技術を教わったわけじゃないし。一つ一つ、能動的に意味を調しらべて身につけていってもらわないと」

「それはそうですけど」

「何よ、不満そうね」

「いや、みんながみんなそういうスパルタについてこれるかなって。ほら、よく言うじゃないですか。叱しかって伸びるタイプと褒ほめて伸びるタイプがいるって」

「あぁ？　給料もらっておまけに褒められなきゃ動けないような軟弱者は辞めればいいのよ。面めん倒どう見るだけ無む駄だ。社会に出ない方が本人のためよ」

「……」

　ぶれないなぁ。家庭のごたごたがあろうが退たい職しよくの危き機きに見み舞まわれようが一切揺らがない。本当に根っからの鬼軍曹だ。尊敬する。

　携帯の着信音が響ひびいた。室むろ見みがぎょっとした様よう子すで電話に出る。

「はい？　陣じん兄にい？　え？　もう下に車つけてるの。二十秒以内？　来ないとクラクションで三三七拍子？　ああ分かったわよ！　すぐ行くから！」

　長い髪を振り乱し「じゃ」と手を挙げる。鞄かばんとジャケットを抱えパーティションの間を走り抜けていった。

　嵐あらしが通り過ぎていったようだ。少しして我に返りＰＣに向き直る。ううん、結局あまり参考にならなかった。新人教育のカリキュラムどうしよう。

　どうしよう。

　悩んでいるとスマホが震ふるえた。メッセージの着信だ。発信者は橋はし本もと課か長ちよう。

『打ち合わせ間に合ったかにゃー？☆　忙しいところ雑ざつ談だん付き合わせてごめんにょ～[image: かおもじ]』

　可愛かわいらしい謝しや罪ざいの顔文字が十個以上続いている。最後のところで豚さんがバタリと倒れて昇天していた。謝りすぎだ。

『大丈夫ですよ』と返信しかけて思いつく。丁ちよう度どいい、橋本課長の意見も聞いてみるか。自分なんかより遥はるかに新人教育の経けい験けんもあるだろうし。

　簡かん単たんに事情をしたため送信する。業務時間中だから「即レス不要です」とつけくわえたが。

　ブゥンとバイブの音が響いた。

『ちょっと長文になりそうなのでＰＣメールで送るおー☆』

　へ？

　意味が分からずまばたきしているとパソコンのメーラーに新着メールが表示される。サブジェクトは【お問い合わせの件】。送信元は橋本課長の会社アドレスになっていた。

『新人の配属希望先が特定の部署に偏かたよっているのですね。新人にしてみれば採用サイトの情報しか前提知ち識しきがないのですから当然の思考でしょう。まずは他部署の業務内容・会社の組そ織しきを丁てい寧ねいに説明するべきです。どういう人達がどういう仕事をしているか、ディテールが分からないとイメージも湧わかないでしょうから。ちなみに弊へい社しやでは各部署の担当者を研修に呼び、自分達の仕事内容をプレゼンさせています。どれだけ自部門の魅み力りよくを伝えられるかで配属希望数が変わってくるため各担当者とも前のめりです。参考までに昨年度の教育カリキュラムを（抜粋ですが）送付しますね。ご参考になれば幸いです。よろしくお願ねがいいたします』

　なぜ携帯メールとテンションが変わる！

　分からん。どういうスイッチになっているんだ。ひょっとしてスマホに変換アプリでも入っているのか？　真ま面じ目めな文章でもキラキラメールに変えてしまうような。

　文面の謎なぞはさておき、なかなか含蓄に富むアドバイスだった。さすが大企業、自分が悩むような話はとっくに検討済みらしい。仕事内容説明、なるほどこれなら準備期間も大して必要ない。

　とりあえず糸口は見えたか。

　一息ついてエクセルを起動する。橋はし本もとのメール内容を確かく認にんしながら直ちよつ近きんのカリキュラムを作り始めた。




　　　　[image: くぎり]




　翌朝はいつもより一時間早く出社した。

　人ひと気けのないオフィスで研修資料をプリントアウト、今日きよう話す内容を整せい理りしていく。結局カリキュラムの作成がギリギリになってしまったため講こう師しの確かく保ほが数コマ分しか間に合っていない。今日のところはとりあえず自分の話がメインだ。まずは挨あい拶さつ、自己紹介、今後のスケジュールを説明。要点は頭に叩たたきこみなるべく空そらで話せるようにする。司会がいちいちアンチョコを見ていたら格好悪い。なるべく前を見て、聴ちよう衆しゆうの最後列より少し上を見る感じで。ＳＲＧ４６の説明会で学んだテクニックだ。

　前日に可能な限り準備しておいたせいか、最終チェックは十分程度で終わった。残りの時間は身だしなみの確認に使う。ネクタイの捻ねじれ、髪型、スーツのよれ。目についた部分を丁てい寧ねいに直していった。

　研修開始、五分前。

　内ない線せんが鳴る。

　採用担当だった。

『おはよう、準備はどう？』

「大丈夫です。もう行っていいですか」

『うん、四階の貸し会かい議ぎ室しつね。場所は』

「分かります。昨日きのう下見しておいたんで」

『おぉ、やる気十分だねぇ。頼もしいな』

　少し驚おどろいた口く調ちよう。ふふん、どうせ嫌いや々いややると思っていたのだろう。甘い。今の自分は使命感に燃もえているのだ。後進を導みちびく。かつて室むろ見みが自分を育ててくれたように、今度は自分が後こう輩はい達を成長させる。それが結果的にスルガシステムの戦力をアップさせ室むろ見みの抜けた穴を埋めることになるのだ。ささいな手間など惜しんでいられない。

　やるぞ！　熱ねつ血けつ教きよう師し桜さくら坂ざか工こう兵へい、爆ばく誕たんだ！

　えいおー。

　心の中で拳こぶしを振り上げ通話に戻る。

「新人は？　もういるんですよね」

『うん、みんな真ま面じ目めだから十分前には揃そろってたよ』

「いいですね。じゃ気合い入れて行きます」

『よろしくー』と挨あい拶さつされて電話が切れる。深呼吸を一回、研修資料を取り上げた。

　オフィスから出て非常階段を下りていく。ＤＶ社しやのフロアを過ぎて四階に、薄うす暗ぐらい廊下を歩いていった。

　左手奥、金属ドアの手前に簡かん易いな案内板が置かれている。〈平へい成せい○○年度、株式会社スルガシステム　新入社員研修会場〉。あそこだ。

　足が止まる。とくとくと鼓動の音が聞こえてきた。今更ながら緊きん張ちようがこみ上げてくる。何度セミナーやプレゼンをこなしても慣なれない。雛ひな壇だんに立つ気き後おくれ。衆目にさらされる気恥ずかしさ。

　胸に手を当て呼吸を整ととのえた。深めに息を吸いこみゆっくりと吐き出す。よし、よし大丈夫。行こう。

　扉を開けた。蛍光灯の光に目をすぼめる。ややあって室内の様よう子すが明らかになった。

　机が四列、セミナー形式で並べられている。黒のスーツをまとった男女がはっとしたように私語を止めていた。全員背筋を伸ばし膝ひざ上うえに手を揃える。

　机の正面には教壇と白板が準備されていた。周囲の視し線せんを感じながら歩いていく。教壇に立ち、研修資料を置いて。

「えーっと」

　瞬しゆん間かん、二十の瞳ひとみと目があった。キラキラと輝かがやく黒こく檀たん色いろの宝石。

　……ぐっ！

　眩まぶしい、比ひ喩ゆではなく眩しかった。

　皺しわ一つないスーツ、きっちり整えられた髪、引きしまった口元と全身から立ち上る緊張感。

　新人だ。紛まがうかたなき新人だ。期待と不安に胸むね躍おどらせ、ただ生き真面目さを武器に新世界へ漕こぎ出そうとする人種。一年前の自分。

（こ、こんなんだったっけ）

　何かドキドキする。そんな綺き麗れいな目で見ないで、期待しないで！　という感じで。

「初めまして桜坂工兵です。みなさんの研修担当をさせてもらいます。どうぞよろしくお願ねがいします」

　よろしくお願ねがいします！

　十の声が唱和する。

　ぐぅ、負けそうだ。いかん、押されるな。胸を張って自信を持って。

「まずは入社おめでとうございます。多た分ぶん今は右も左も分からず不安でいっぱいな時期でしょう。でも心配しないでください。僕自身まだひよっこで皆さんと同じ境遇をくぐり抜けてきたばかりです。多分同じ目め線せんでアドバイスやサポートができると思いますので、あまり気負わずリラックスして研修に臨のぞんでくださいね」

　喋しやべり続けると徐々に気が楽になってくる。気づけば肩の力が抜けていた。では、と資料を広げる。

「最初に会社説明をします。人事から同じ話を聞いているかもしれませんが、僕は現場の人間なのでまた違った視点で説明できるかなと。よろしいですか？　じゃあ」

　スルガシステムとは、ＳＥ部とは、ＯＳ部とはどういう組そ織しきか。

　運用とは、ＰＭとは、サービス開発とは何か。どういうメンバーがどういうタイミングで仕事に参加するか。仕事をこなすプロセスには何があるか。期待されている役割は、お客さんとの関かかわり方は、トラブル時の対応は。

　就しゆう職しよく資料の内容は可能な限り避け、自分の言葉で話していく。実じつ体たい験けんの内容を中心に説明していく。

　途中で新人の様よう子すをうかがうとそこそこ興きよう味み深ぶかそうな表情を浮かべていた。下へ手たに綺き麗れい事ごとで喋っていないのが奏功したのだろう。要所要所でメモを取っている者もいる。

「という感じで、構築や提案担当以外にも色々なメンバーがいて仕事が成り立っているんです。誰だれが欠けてもシステムは稼か働どうしない。みんなが自分の範はん囲いをきちんとこなすことでお客様の要望を実現できるんです。まずはそこを理解してください」

　仕事に上も下もない。

　レイヤーや工程の違いで仕事の価値が変わるなんてありえない。構築が運用を見下したり設計が実装を軽かろんじるなど間違っている。室むろ見みや梢こずえに散々叩たたきこまれた内容だ。できれば新人には早いタイミングで理解してほしかった。

　そしてそこさえ分かってもらえればＳＥ部以外の配属希望も出てくるはず。まずは一人ひとりでも二人ふたりでも。

　ぐるりと室内を見渡す。「伝わってますかね」と言うと新人達は大きくうなずいた。キラキラした眼まな差ざしで、まっすぐこちらを見据えて。

（よかった）

　思ったより素直な子達だ。

　売り手市場で苦労していない分、泥臭い話は苦手かと思ったが。これなら心配ないか。

「まぁ色々言いましたけど、正直仕事がきつくてやってられないこともありますよ。そういう時はもう打ち合わせ終了次第、居酒屋に直行ですね」

　アイスブレイク的なジョーク。真ま面じ目めな話が続いたから場を和なごませようと思ったのだが。

　新人達は大きくうなずいた。真剣極まりない表情のまま。

　……うん？

「今の冗じよう談だんですよ。そんな毎日、やさぐれてるわけじゃないですからねー」

　再度軽口めかして言う。だが返ってきたのはつぶらな瞳ひとみの首肯だった。先ほどまでと同様メモを取っている者もいる。

（えーっと）

　なんだ、妙な違和感がある。

　日に本ほん人じんだと思い喋しやべっていたら相手が外国人だった時の気分。言葉が、意図が伝わっていない感覚。

　伝わっていない？

　いやいや、ありえない。きっとみんな緊きん張ちようしているんだ。まだ初日だし気の抜きどころが分からないのだろう。

「何か質問はありますか？」

　片手を挙げ視し線せんを巡らせる。それで初めて新人達はうなずく以外の所作を見せた。不ふ揃ぞろいに顔を逸そらし身じろぎする。

　分かりやすい反応だ。目立ちたくない。周りの動向を見極めたい。日本的と言えば日本的な情景。

「ないですか？　なんでもいいですよ。講こう義ぎ以外の話でも」

　ぐるりと見回すも新人は無言のままだった。

　うーん、こういう時率先して手を挙げづらいのは分かるけど頑張ってほしいなぁ。今の説明だけで全部理解できるはずないんだし。

「分からないことを分からないって言うのは全然恥ずかしくないですよ。むしろ中途半端な理解で突き進む方がトラブルのもとです。みなさんも社会人になったんだから積せつ極きよく的てきに声を上げてコミュニケーション取っていかないと。実際お客さんとのやりとりでは──」

　瞬しゆん間かんアラームが鳴った。卓上のスマホが震ふるえている。

（おっともうこんな時間か）

　一コマ五十分。自分の講義は終わりだ。次はＳＤ部のメンバーに業務説明をお願ねがいしてある。十分の休きゆう憩けいを挟み再度研修室に集合する流れ。

「すみません、休憩に入る前に一個だけお願いを」

　ざわめきかけた新人達を押しとどめる。

「午後のＯＪＴが終わったあとでかまいませんから各自日報を書いてみてください」

　その日自分が何をやったか、どういうことを学んだか。まとめてみると意外な気づきがあるものだ。ビジネスレターの書き方の訓練にもなる。自分もＯＪＴの期間中、室むろ見みに提出を義務づけられかなり色々ダメ出しされた。日に本ほん語ごの使い方から用語、内容・心構えに至るまで。微に入り細をうがちチェックされた。当時は「うるさいなぁ」「めんどくさいなぁ」と思っていたが、あとから考えてみれば大分勉強になった気がする。やはり自分で考えながら手を動かすと理解度が違う。

　白板に会社ＰＣのメアドを大書した。

「フォーマットは任せますので、とりあえず今日きようの研修・業務内容を報告してください。こちらの宛あて先さきに送ってもらえれば僕からは必ずレスするようにしますので」

　いいですか？

　振り向きざまに訊たずねると新人達はうなずき返した。

　素直で助かる。よし、あとは彼らのレポートを見て今後の指し導どう方針を考えるとしよう。

「では休きゆう憩けいで！」

　最後に一礼して場を締しめる。心地ここちよい達成感が身体からだを満たしていた。




　午後八時。

　全すべての顧こ客きやくアポを終えオフィスに戻る。

　既にカモメは退社しＳＥ部のスペースは静寂に包まれていた。三みつ沢さわが無言で検証作業を続けている。眼鏡めがねの上司、藤ふじ崎さきが「おや」と視し線せんを向けてきた。いつもと同じ疲れ切った表情で。

「帰ってきたんだ。てっきり直ちよつ帰きするかと思ってたけど」

「そうしたいのは山々ですけどちょっとやることが残ってたんで」

「作業？」

「じゃなくて新人研修絡みです」

　藤崎は「ああ」とうなずいた。申し訳なさそうに頭こうべを垂れ。

「ごめんね、結局押しつけちゃったみたいで。採用担当には無理だと断っておいたんだけど」

「まぁ社長経由で来た話ですし、いいですよ、僕もやれる範はん囲いでこなしますから」

　それに。

　実のところ少し楽しくもなってきているのだ。果たして今日の研修・業務に新人がどういう感想を抱いたのか。吸い上げた反応をどう活いかしていくか。システムを作るのとは別次元で創造力を刺し激げきされる。自分の一挙手一投足が彼らのキャリアを作り上げていく、そう思うと多少の疲労は吹き飛ぶ思いだった。

「なんか……思ったより前向きだね桜さくら坂ざか君」

　意外そうな藤崎の声。

「絶対怒られると思ってたんだけど」

「新人が育てば僕らも楽になりますしね。自分のためでもありますよ。早く一人前になって案件を手て伝つだってもらえればなと」

「可愛かわいい女の子でもいた？」

「なんでですか！」

　藤ふじ崎さきはぱちぱちと目をまたたいた。

「え、だって桜さくら坂ざか君がやる気になるきっかけっていったら、ねぇ？　三みつ沢さわさん」

「失礼なこと言わないでください！　三沢さんもうんうんってうなずかない！」

　むくれ顔で自席に着く。まったく、人を漁ぎよ色しよく家かみたいに扱って。まるで自分が女性絡みの案件だけ本気になっているみたいではないか。ありえない。よく思い返してみるべきだ。過去のトラブルで桜坂工こう兵へいがどう動いたか。どう調ちよう整せいをしてきたか。ＯＳ部との激げき突とつ時じは梢こずえと、業なり平ひらのＲＦＰ騒さわぎでは橋はし本もと課か長ちようと、ベターメディアのＰＭでは薬やく院いん加か奈な子こと。

　……あれれ？

　んん、変だな、女の人しかいないぞ。

　ま、まぁいいや。過去のことは過去のこと、今のことは今のことだ。

　正直今日きようの研修に女性が何人いたかなんて覚えていない。自分が興きよう味みを持っているのは新人達が入社初日をどう過ごしたか。日報に何を書いてきたかだ。

　ルーキーならではの混乱、学校と社会とのギャップ、上司・先せん輩ぱいとの距きよ離り感かん。さぞや色々なドラマが生まれたことだろう。それらに対しどんなコメントをつけるか、場合によってはアドバイスをしていくべきか。

　新しん鮮せんな体たい験けんに鼓動が高鳴る。ジャケットを脱ぐのももどかしくメーラーを表示させた。マウスのホイールを操そう作さ。新着メールを確かく認にんして。

（え？）

　指が止まる。

　まさかと思い受信ボックスを見直す。迷惑メールフォルダとゴミ箱をチェック、念のため案件のフォルダも開けてみた。だが結果は変わらない。

「どういうことだよ」

　四月一日、スルガシステム新人十名、定時から二時間半が経過して。

　日報は二通しか届いていなかった。

（……）

　初めに疑ったのはメールアドレスの伝え間違いだった。

　白板に書いた時スペルを誤ったのでは。SakurazakaがZakurasakaになっていたとか。いやそれほど本質的なミスではないにしろ途中のアルファベットが抜け落ちていたり重ちよう複ふくしていたとか。だが、であればまともに届いているメールの存在を説明できない。板書をミスって更にたまたま二人ふたりだけがタイピングミスして正しいアドレスにたどりついた？　ちょっと考えづらい。

　じゃあなぜ、どうして。

　混乱したまま振り返る。

「藤ふじ崎さきさん、ちょっといいですか」

「ん？　どうしたの」

「今日きようの午後、新人ＳＥ部に来ましたよね。部署でのＯＪＴを受けに」

「いたね、二人ふたり」

「彼らって、今は」

「帰ったよ。定時きっかりに」

　……。

　ローテーションのスケジュール表を確かく認にんする。今週配属予定の二人は……やはり日報を出していない。こちらの指示を無視した？　いやまさか、そんな。

　だが実際にメールは届いていない。理由の説明も謝しや罪ざいもない。

　新人の名めい簿ぼファイルを開く。ローテーション表と照らし合わせて他部署のメンバーをチェック。ＳＤ部の代表番号をコールした。

『はい、ＳＤ部です』

「あ、すみません、ＳＥ部桜さくら坂ざかですけど。そっちまだ新人います？」

『えー？　ああ、いるよ。なんか帰かえり支じ度たくしてるけど』

「すぐ行きますんで引き留めておいてください」

　電話を切ってパーティションから飛び出す。駆け足でＳＤ部にたどりつくと新人が戸惑い気味に立ち尽くしていた。短髪、面おも長ながの大人おとなしそうな男の子だ。片手に鞄かばんを持っている。

「日報出した？」

　単刀直入に訊たずねると新人は「えっ」とまばたきした。

「日報だよ日報、午前中の講こう義ぎで出してってお願ねがいしたよね」

「今日中なんですか？」

　はい？

「そ、そりゃそうだよ。日報なんだからその日にあったことはその日に書いて出すのが当然でしょ」

「そうなんですか」

　特段悪びれた様よう子すもなく。

「特に〆しめ切きりの話がなかったんでいつ出してもいいのかと思ってました」

「……」

　落ち着け、落ち着け自分。クールダウンだ。

　大きく息を吸いこみ。

「じゃあ僕の伝え方が悪かったかも。できれば定時後三十分くらい、六時目め処どにはほしかったんだ。今からちょっと書いてもらえる？　帰かえり支じ度たくしていたところ悪いけど」

「はぁ」

　悪いねと一礼して視し線せんを巡らす。確たしかＳＤ部にはもう一人ひとり新人がいたはずだ。コンピュータサイエンス専攻の男子で少し貫かん禄ろくのある……いた。

　ミーティング机でスマホをいじっている。目の前にはノートＰＣが置かれていた。つかつか歩み寄り「ちょっと、ごめん」と声がけする。

「日報さ、出してないよね？」

「はい？」

「今何してるの」

　ひょっとしたら部署の作業を頼まれているのかとも思ったが。

「ブラウザのアドオン入れてます。使い慣なれた環かん境きように近づけたかったんで」

　えーっと。

「それ今日きよう中じゆうにやらなきゃいけないこと？」

　我知らず口く調ちようがきつくなった。新人は驚おどろいたように目を見張った。

「ごめん、ちょっと説明が足りなかったかもしれないけど夕方目め処どで日報ほしかったんだ。ＰＣセットアップの前にそっち進めてもらえる？　メールはもう使えるんだよね」

「はい」

「じゃあお願ねがい、待ってるから」

　周囲のＳＤ部員に会釈して退出。続いてＯＳ部。

「失礼します」

　扉を開けると喧けん噪そうが押し寄せてきた。シフト勤務のせいだろう。他部署より人口密度が高い。夜にもかかわらず普通に外がい線せんが鳴っているのはさすが運用部隊というべきか。

「ありゃ、どうしたの、桜さくら坂ざか君」

　片かた桐ぎりはいり似のＯＳ部長が意外そうに声がけしてきた。金きん縁ぶち眼鏡めがねが照明の光を照り返している。

「若奥様なら今日きようはもう引き揚げたわよ」

「梢こずえさんのネタに上じよう長ちようまで付き合うのはやめてください」

「え？　ネタ？　入にゆう籍せきしたって聞いてたけど」

「ネタです！」

　恐ろしい、着々と既成事実が積つみ上げられている。そのうち名字まで変えてくるんじゃないのか。桜坂梢、おおっと意外に語ご呂ろがいいぞ。

　ってそんな話はどうでもよくて。

「新人、います？」

「新人？　あれ、そういや見てないね」

　肩越しに振り返り。

「Ｔ岡！　新人、ＤＣにお遣つかいにやったよね。そのあとどうした？」

「はい？」と振り向いたのはベテランの運用エンジニアだ。無ぶ精しようひげの生はえた頰ほおを搔かきながら。

「そういや連絡ないですね。どうしたんだろ」

「どうしたんだろじゃないよ、迷ってたらどうするのさ。携帯の番号は分かる？」

「ええ、聞いてます」

「あ、僕電話してもいいですか」

　挙手してスマホを取り出す。ついでだ、日報の件とあわせて確かく認にんしてしまおう。

　番号を聞き発信する。コール音、繫つながった瞬しゆん間かん、けたたましい笑い声が耳を貫いた。

『もしもし？』

　くぐもった声が響ひびく。そうしているうちにまた後ろで歓声が上がった。拍手に音楽、奇声。飲み屋だ。紛まがうかたなき宴会の雰囲気。

「スルガシステム桜さくら坂ざかですけど」

　静かに応こたえる。相手は戸惑ったように『え？』と訊きき返してきた。

「桜坂です、Ｍ坂君の携帯だよね？」

『はい。あ、すみません、ちょっと移動します』

　喧けん噪そうが遠ざかり空くう調ちようの音が大きくなる。足音が反はん響きようして聞こえた。

『お待たせしました』

「……えっと、ＤＣに仕事に行ったんだよね？」

『はい』

「頼まれたことは終わったの」

『終わりましたよ』

「それ報告した？」

　一瞬の間があった。

『えっと』

「依頼した先せん輩ぱいにさ、『無事終わりました』『次はどうすればいいですか』って連絡した？　してないよね」

『……』

「何もないとさ、心配するじゃん。道に迷ってるかもとかトラブルに巻きこまれてるんじゃないかとか」

『はぁ』

　そうなんですかと訊たずね返してくる。いや、当たり前だろう。何意外そうな声出してるんだ。

「あと日報、今日きよう中じゆうに出してほしかったんだけど、意い識しきしてる？」

『あれ出さなきゃだめなんですか？』

　はぁっ!?

　さすがに大声を出しそうになった。だがすんでのところで踏みとどまる。極限口く調ちようを平板に保ち。

「出してってお願ねがいしたよね」

『すみません、書きたい人は書いてコメント欲しい人は出してって意味だと思ってたので』

　どんな依頼だよ。ファジーすぎるだろ。

「そんな曖あい昧まいな言い方した覚えはないけど、まぁいいや。明日あした……は土ど曜よう日びか、じゃあ月曜の朝でいいから提出して。多た分ぶん今日きようはもう仕事できる状況じゃないだろうし」

『……』

「え、それも無理なの」

　無断直ちよつ帰き、飲み会を見み逃のがしているんだぞ。早朝出勤くらいいいだろ、と思ったが。

『いえ』

　と新人は口ごもった。しばしためらいがちに黙だまった後。

『あの、日報って何書いたらいいんですかね？』
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「みなさんにお話ししておくことがあります」

　固めの口く調ちようで呼びかける。研修開始二日目、貸かし会かい議ぎ室しつは気詰まりな沈ちん黙もくに包まれていた。新人達は視し線せんを逸そらしている。誰だれもが居い心地ごこち悪そうに身じろぎしていた。

　教卓に手を突く。息を吸いこみ、肩を怒らせて。

「日報とはいえ仕事なんだからきちんとやってください。できない場合はまず相そう談だん、報告。何をしていいか分からない場合も同様です。自分で勝手にやるやらないの判断をしないこと。社会人として当然の話ですよね？」

　無言。

　伝わっているのかいないのか、相変わらずはっきりしない。鼻び孔こうを広げ言葉を続けかけた時だった。

「ちょっといいですか」

　最後列の新人が手を挙げる。

　鼻っ柱の強そうな男子だった。四角張った顔、への字の眉まゆ、肌は浅黒で張り出した頰ほお骨ぼねが微妙な陰いん影えいを作っている。他ほかの新人と異なり目を逸らしていない。まっすぐにこちらを見つめている。

　男子は颯さつ爽そうと起立して。

「先週金きん曜よう日びは俺おれ、部署の先せん輩ぱいから資料修正を依頼されてたんです。終わった時はもう定時だったんですが、超過勤務してでも社内向けの日報を書くべきだったんですか？」

「超過勤務って」

　大おお仰ぎような言葉に驚おどろく。

「日報くらい三十分もかからないでしょ。それに仕事が終わらないならある程度残業してでも目め処どをつけるべきだと思うけど」

「残業って上からの指示が必要ですよね。そんな話なかったですし、だいいち三十分で終わるボリュームかどうかなんて分からないですよ。具体的なフォーマットや記載項目の指示もなかったんですから」

「それは」

「新人の間でも議ぎ論ろんになってたんです。何をどこまで書くべきなんだろうって。質問しようにも桜さくら坂ざかさん外出中で電話していいか分からないし、だから一いつ旦たん他ほかの仕事を優ゆう先せんしてたんですけど」

　正せい論ろんだ。正論ではあるが。

「書き方は……考えてほしかったんだよ。今は右も左も分からない時期だし、色々試し行こう錯さく誤ごしてレポートを作り上げた方が勉強になるかなって。定型の書式埋めるだけじゃ作業になっちゃうでしょ？　仕事じゃ報告フォーマットのある方が珍しいし」

「ＯＪＴの一いつ環かんだったってことですか？」

「ああ、そうだよ」

「だったらそう説明してほしかったですね」

　切り捨てるような言葉にかちんとくる。

　なんだこいつ。

　手元のレジュメに視し線せんを落とす。茶ちや山やま春はる木き、二十三歳。某有名私大の社会情報学部卒らしい。在学中は学生ベンチャーにも参加。スルガと並行で受けていた会社はコンサルティング・ファームにソシャゲ会社。上昇志向が強く所謂いわゆる「意い識しき高い系」男子。

（学生ベンチャーね）

　なるほど、社会人生活は一通り経けい験けん済ずみというわけか。道理で可愛かわいげがないはずだ。

　げんなりしたこちらに気づいた様よう子すもなく茶山は胸を張った。

「企業の目的はお金を稼かせぐことですよね。お客さんに提案したりサービスを作ったり。できればそういう実戦的なワークをこなしていきたいんですよ。ただ日報書いてって言われてもそれがどうビジネスに結びつくか分からないじゃないですか」

「分かった。説明不足だったのは認めるよ。申し訳ない」

　謝しや罪ざいして議ぎ論ろんを打ち切る。あまり言い争っていても仕方ない。腹落ちできていなかったのならきちんと解説すればいいだけだ。

「じゃあ改めて。顧こ客きやくレポーティングの訓練も兼ねて日報の提出をお願ねがいします。〆しめ切きりは毎日定時、他ほかの業務とバッティングした場合はどちらを優ゆう先せんするか確かく認にんしてください。書き方のイメージはあとでメールします」

　いいね？　と訊たずねると新人達はうなずいた。茶山も満足そうに着席する。

　気を取り直し講こう義ぎに戻る。今日きようのカリキュラムは……簡かん単たんなプログラム開発だ。

　新人達に是非とも味わってもらいたいこと、それはシステム開発の醍だい醐ご味みだ。自分の手で何かを作り上げ動作させる。かつて室むろ見みに教わった悦よろこび、感動。あの衝しよう撃げきを彼らに届けたかった。言葉や文章では伝わらない。自ら体験してこそ価値を理解できる。

「今日はPerlを使ってプログラミングをしてみたいと思います。Perlって知ってる人」

　ぽつぽつと手が挙がる。二人ふたり、三人か。

「テキスト処理が得意な言語で、うちでは主にログ解析や設定ファイルの作成に使っています。たくさんあるデータから必要な項目だけ抜き出したりとか加工したりとか、そういうことができるわけですね。覚えるとすごく便利なので是非使いこなしてください」

　プロジェクタにノートＰＣを繫つなげる。スクリーンにデスクトップが表示された。ポインタをPerlのアイコンに移動し。

「はい、じゃあまず実行環かん境きようをセットアップしましょう。ウェブからActivePerlをダウンロードしてインストールしてください。手順は社内イントラに置いてありますのでそれを確認しながらで。とりあえず十五分時間を取りますから分からない方は声がけしてください」

　スマホのタイマーをセットする。

　研修ルームの後ろに行き進しん捗ちよくを見守った。

　新人達はいそいそとノートＰＣに取りつきブラウザを開けた。プロジェクタの画面を確かく認にんしイントラサイトにアクセス、手順のページを表示させる。そこから先の動きは各人バラバラだった。流し読みして早々に手を動かす者もいれば、一つ一つ進め方を確認し作業している者もいる。このあたりは学生時代のＰＣ経けい験けんが影えい響きようしているのだろう。ざっと見る限り要領を理解しているのが半分、理解していないのが半分という感じだった。

　まぁ分からないなら分からないで調しらべつつやってもらえればいい。そのための研修だ。肝心なのは日報と同じ、試し行こう錯さく誤ごすること。トライアンドエラーの末、ゴールにたどりついてもらうこと。障害にぶち当たればぶち当たるほど後の業務の糧かてとなる。

　そう、自分で手を動かしさえすれば──

（ん）

　動かしていない人がいた。

　組んだ両手に顎あごを乗せ、にこにこと隣となりの男子を見つめている。おっとりした感じの女の子だ。自分のパソコンを男子に預け作業を見守っている。

「って、ちょっと、ちょっと」

　慌てて駆け寄った。

「何してるの。自分でやらなきゃだめじゃん」

「えぇ？」

　不ふ思し議ぎそうに顔を上げる。丸っぽい目の下に泣きぼくろが見えた。ぷっくり膨ふくらんだ唇が照明の光を映している。可愛かわいい、というか無む垢くな感じだ。天てん真しん爛らん漫まんな子供がそのまま成長した印象。

　彼女は「あぁ」と小首を傾かしげ。

「少し内容が難むずかしくて、手て伝つだってもらった方が早いかなぁって」

「いや早い遅いじゃなくてさ、研修なんだよこれ。他ほかの人にやってもらっちゃ勉強にならないでしょ」

「勉強……はぁ」

「分からないなら調べながらやろうよ。ほら、どこで引っかかったの」

「んー、社内イントラってなんですか」

　そもそもだな！

　ノートＰＣを引き戻しブラウザを表示してもらう。アドレスバーにイントラサイトのＵＲＬを入力、リンクをたどって手順書に行き着かせる。ActivePerlのインストーラをダウンロードし始めるともうタイムリミットの十五分が近づいていた。

「じゃあこのまま進めて」

　一通り指示を終え教卓に戻る。彼女はまだぴんと来ていない様よう子すだった。あとはパスの設定をするくらいなのに困り顔でうつむいている。

（大丈夫かな）

　レジュメを確かく認にんする。箱はこ崎ざき宮みや乃の、二十二歳。横よこ浜はまの公立大学卒業で国際総合科学専攻らしい。志望動どう機きは「ＩＴを明日あしたのまちづくりに活いかしていきたいから」、ううむ、よく分からないがあまり技術畑じゃないようだ。大丈夫かな、基き礎そ知ち識しきはどうあれコンピュータに興きよう味みがないとこの業界つらいと思うけど。

　眉まゆ根ねを寄せているとタイマーが鳴った。十五分経過だ。

（まぁ考えても仕方ないか）

　彼女一人ひとりくらいならあとからでもフォローできるだろう。

「えーと、じゃあ作成するプログラムの説明をします。やりたいことは簡かん単たんです、この」

　プロジェクターにテキストファイルを表示。

「お客様アンケートを読みこんで顧こ客きやくリストを作ります。住所とか名前とか必要な情報だけ抜き出して別表に移すわけですね。まぁ一人二人ふたりのアンケートなら手でやっても早いんですが百人分とかあるとやってられませんよね？　そこを自動化するわけです」

　ポインタでアンケートの各項目をハイライトする。

「基本的な流れはこうです。アンケート・ファイルをオープンして一行ずつ読みこみ、『住所：』と書いてある行に行き当たったらその内容をパラメータＡに保存します。『名前：』はパラメータＢ、『電話番号：』ならパラメータＣって感じで。必要な項目をコピーしおわったら、それらをカンマで区切って一行に並べます。『Ａ，Ｂ，Ｃ』ですね。で、顧客リストのファイルにぺたりと貼はりつけ。どうですか？　手動でやるとイメージも湧わきやすいと思いますが」

　もう一度手順を繰くり返す。実際にデータをコピーして別テキストにはりつける。カンマで区切って一行のレコードに合成、更に別ファイルにペースト。二回ほど繰り返すと新人達の顔に理解の色が浮かんだ。

「いいですね。プログラミングは今の作業を一つ一つ命令文にしていくだけです。ファイルのオープンはずばりopenというコマンドで。内容の読みこみはread、書き出しはprintです。いくつかPerlの入門サイトを共有しておきますので、それを参考にプログラム作ってみてください。〆しめ切きりは今日きようの定時までとします」

　午前中はもう課か題だいの時間が残っていない。一いつ旦たん説明だけしてワークは各自でやってもらうつもりだった。

「何か質問は？」

　反応はなかった。

「じゃああとは自習で、お疲れ様でした」
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　十七時二十分。

　先週の反省を活いかし定時十分前には自席に戻る。一応外出中も一時間おきにメールチェックしていた。何人か課か題だいの進め方で質問があったものの概おおむねトラブルはない印象だ。早い人間は三時の段階で完了連絡を寄よ越こしていた。

（さて、どんなもんかな）

　着席しマウスをつかむ。メーラー表示、ホイール操そう作さで新着メールを見ていくとぽつぽつ【日報】というタイトルが確かく認にんできた。

　さすがにあれだけ言えば出してくれるか。

　安あん堵どの息が漏れる。研修の雰囲気は重くなったものの思い切って言ってよかった。価か値ち観かんの違う人間を相手にしているのだから以心伝心・仲よしこよしだけではやってられない。嫌われるリスクを冒してでも怒る時は怒るべきだった。それが結果的に新人のためにもなるはずだ。

　課題の方はさすがに全員が間に合わなかったのか遅れる旨むねのメールがある。『部署で急な仕事を依頼されたので』、『お客様先への同行を頼まれたので』、『トラブル対応で時間を取られたので』ｅｔｃ。

　まぁ理由があるなら問題はない。飛びこみのタスクが入ってくるのは社会人の常だ。必要なのはきっちり報告・連絡して了解を得ること。真っ当なプロセスさえ踏めば相手もそうそう怒ったりしない。

　一いつ旦たん課題の提出状況をリストアップしておくか。自分のコメント実施状況もチェックしておきたいし。

　エクセルを開いて新人の名前を記入する。横に「日報提出」の欄らんを作った。メーラーのフィルタで「日報」と書かれたメールを絞りこむ。四月五日、本日の着信数は。

　九。

（ん？）

　九？　あれ新人の数は十人だよな。おかしいな別のサブジェクトで送っているのか。

　フィルタを外し受信トレイを確認するもそれらしいメールは見つからなかった。九通、一通足りない。

　誰だれだ、出していないのは。

　一人ひとり一人ひとり提出有無をチェックしていく。結果はすぐに出た。日報二日連続未提出者、ＯＳ部研修中、箱はこ崎ざき宮みや乃の。

（あの子か）

　とろんとした眼まな差ざしの天然系女子。嫌いやな予感がして確認すると当然のごとく課題も出ていなかった。もちろん遅れる旨むねの連絡もない。

　すぐにでも内ない線せんしたい衝しよう動どうを抑えて画面と向き合う。まだ定時には五分ある。ギリギリまで精査して送ってくるつもりかも。意外に完かん璧ぺき主義者で最後の確かく認にんをしているところとか。

　腕組みして呼吸を整ととのえる。一分、二分、三分。

　来ない。

　期待はあえなく裏切られた。五時半になっても箱はこ崎ざきのメールは受信ボックスに現れなかった。

　荒い息づかいで席から立つ。ＳＥ部を出て廊下を直進、ＯＳ部の扉を開ける。

　新人の座席は基本的に空きスペース、ＯＳ部で言うと手前のパーティションに割り当てられている。視し線せんを巡らせるとリクルートスーツの背中が見えた。いた。

「箱崎さん！」

　はぁい？　と振り向いた姿を見て絶句する。彼女はハンドバッグを手に帰かえり支じ度たくをしていた。

　え、何、どういうこと。

「に、日報は？　出した？」

「日報？」

「課か題だいも、届いていないんだけど」

　あぁと彼女は唇を開けた。にっこり微笑ほほえみ。

「できませんでした」

　……。

「は？」

「色々調しらべてたんですけどやっぱり難むずかしくて、今日きようはもう遅いから明日あしたにしようかなって。で課題やってたら日報書く時間もなくなっちゃって」

「な、なくなったって」

　まだ五時半だぞ。今から取りかかれば六時までかからないだろう。なぜ帰る？　なんで諦あきらめる？

「残業の指示が出てないから？　だから日報書けないって言ってるの？　なら」

「あ、いえ。実はこのあとホットヨガの予約入れてて」

「ホットヨガ？」

「十五分前には入らないとロッカーいっぱいになっちゃうんで。だから今日は失礼します。お疲れ様でした」

「いやいやいやいや！」

　歩き始めた彼女の前に立ちふさがる。

「何言ってるの？　仕事だよ、プライベートの用事で断れるわけないでしょ。きちんと終わらせていきなよ。深夜作業をお願ねがいしてるわけじゃないんだし」

「えー、でもぉ」

　艶つややかな唇がすぼめられる。

「大分前から予約取っているんですよ。今キャンセルするとお金取られちゃうんですけど」

　くらくらしてきた。異星人と話している気分だ。価か値ち観かんが異質すぎる。だがここで怯ひるむわけにはいかない。なんとか仕事の重要性を分からせなければ。社会で働くとはどういうことか理解してもらわないと。

「とりあえず箇条書きでもいいから日報出していってよ。プログラムは明日あしたでもＯＫだから」

「うーん、でも」

「でもじゃなくて。終わるまで待ってるからさ。ほら、やろう？　荷物置いて、席に戻って」

「……」

「早く！」

　最大限の譲じよう歩ほ。全部の完了は望まない。望めない。まずは一つでもいいからやりとげてもらおうと思ったが。

　彼女はびっくりしたように目を見開いた。ややあって細い肩が震ふるえ始める。下唇を嚙かみ、柔らかそうな顎あごを引くと。

「うっ、ひっ、ふぇっ」

　ぼろぼろと泣き始めた。

　ええええええー!?
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　うららかな春の光が差しこむ中、二人ふたりの社会人がテーブルにつっぷしている。

　御お茶ちやノの水みず駅えき近くのファストフード店だ。学生街の只ただ中なかにあるこの店は、学食以外の味覚を求める学生達で賑にぎわっている。昼時ともなれば空席を探す客で通路が埋まるほどだ。だがその一角だけは闇やみが落ちている。周囲の喧けん噪そうから取り残されたように陰々滅々としていた。

「僕ら、新人の時、あんなんでしたっけ」

　疲れ切った声で工こう兵へいはつぶやく。目の前のポテトには一切手をつけられていない。正直食欲の欠片かけらもなかった。

　目の前の同僚も同じだ。期間限定の桜シェイクを買いながら中身はほとんど減っていない。寝ね癖ぐせのついたボブを揺らし顔を上げる。団どん栗ぐり眼まなこが消し炭のように暗くよどんでいた。

「何か言いましたかぁ」

　かすれ声。砂漠の中を何日も飲まず食わず歩いてきたような響ひびき。

　ＯＳ部エンジニア、姪めい乃の浜はま梢こずえは頭の重さを支えきれない様よう子すでくたりとうなだれた。億おつ劫くうそうに目め線せんだけを上げて。

「すみません、ちょっと落ちてました。もう一度お願ねがいします」

「僕らの新人時代ってあんな感じでしたっけ、と訊きいたんです」

　桜シェイクをつかみ口元に運んでやる。彼女は餌えづけされた魚のようにストローを咥くわえた。

「いえ僕なんかも大概素人しろうとでしたけど、素人は素人なりにもがいてた気がするんですよね。指示の意味を探って、何をするにしても調しらべて確かく認にんして、それでも随分怒られましたけど。でも違うじゃないですか今年ことしの新人」

「ちひゃう？」

「飲みながら喋しやべらないでいいですよ。ええっと、なんていうんですかね。教えられていないことはやらない。指示を出すなら一から十まできちんと出せって感じで。相手の意図を汲くみとったり理解したりするのを端はなから放棄しているっていうか」

「ああ」

　梢は呻うめいた。

「確たしかに。気を利かせないというか、そもそも気を利かせる意味が分かってない感じですよね」

「なんていうんですかねこういうの、後ろ向きじゃなくて反抗的じゃなくて」

「受け身じゃないですか」

「ああそうです、受け身。受動的」

　世代の特性なのだろうか。ドライかつデジタル、表面的な対応。プライベートの付き合いなら別段気にする話でもない。だが社会人としては明らかにまずい。顧こ客きやくは十分な指示などくれないし黙だまって待っていれば仕事を打ち切られるだけだ。

　梢こずえはゆるゆると身体からだを起こした。

「最近、売り手市場だからみんな強気なのかもしれませんね。辞めてもまたすぐ次があるって感じで」

「え？　もう転てん職しよく考えてるってことですか」

「そこまで言いませんけど。ほら、ＳＮＳとかで他社に行った新卒と情報交換するじゃないですか。で、Ａ社ならこんな手厚い研修受けてるとか、Ｂ社ならここまで業務マニュアルが調ととのってるとか、比較対象があるとどうしても強気になりますよね？　なーんだ、私結構我慢してるじゃん、辛しん抱ぼうしてるじゃんって感じで」

「あぁ」

　募集が多いから必然、比べる先も多くなる。企業も折せつ角かく採った新人を逃がさないよう躍やつ起きになる。会社の垣根を越えて待遇を比較した結果、手取り足取りの対応が当然に思えてくるということか。

「羨うらやましいなぁ」

　自分なんか手取り足取りどころか根掘り葉掘り聞かないと教えてもらえなかったのに。いやあまり訊ききすぎると「自分で考えなさいよ！」とドライバーを投げつけられた。人間、恵まれた境遇に居続けると幸せの価値に気づかなくなるらしい。

　溜ため息いきを一つ、ポテトをつかみ口に運んでいると。

「ベターメディアの担当者、まじめんどくさいんだけど！」

　聞きき慣なれた社名が耳じ朶だを打った。

　笑い声に目を向けると新人が三人、後ろのテーブルに陣どっていた。ＳＥ部とＯＳ部に配属された男子だ。

「定時前に電話来てさぁ、今すぐサーバの状態確かく認にんしてくれとかありえなくね？　で何チェックするのか訊いたらスイッチの通信量とか。スイッチなのかサーバなのかどっちだよって話で。先せん輩ぱいも『あの人よく分かってないから』って笑ってて」

　さっと血の気が引く。

　だが声を上げるより前に梢が立っていた。眉まゆを吊つり上げ、鼻び孔こうを広げて。

「あなた達！」

　新人がぎょっとした表情で振り向く。こちらの存在に気づいていなかったのだろう、驚きよう愕がくに身を強こわばらせている。

「外でお客さんの実名出すとかありえないでしょ！　しかも悪口とか、関係者に聞かれてたらどうするつもり？　うちの信用問題に関かかわるでしょ！」

「す、すみません」

　軽い気持ちで喋しやべっていたのだろう。あからさまにしゅんとした様よう子すになる。ややあって居い心地ごこちが悪くなったのか、そそくさと退散していった。

「まったく」

　梢こずえは渋じゆう面めんのまま着席した。

「同じこと自分達がやられたらどんな気持ちになるか、分からないんでしょうか。想像力がないんですかね」

「まぁ」

　ないんだろうな。多た分ぶんさっきのことも「外で客名を出すななんて教わらなかった」と思っているんだろう。

　暗あん澹たんたる気分でいるとメールの着信音が響ひびいた。梢がスマホを取り上げる。画面を確かく認にんしてうんざりした表情になった。

「どうしました？　何か障害ですか？」

「いえ、脆ぜい弱じやく性せいの発表です」

「脆弱性」

「ＯＳ・アプリのセキュリティアラートです。最近多くて。週に一度は対応しているんですよ。機き能のうを無効にしたりパッチを当てたりして」

「ああ」

　セキュリティホール対応、ウィンドウズアップデートの類たぐいか。

「昼間はお客さんのシステム止められないから休日・夜間作業になるでしょう？　で、どれも緊きん急きゆうなので三日くらいぶっ通しで対応するんです。へとへとですよ。今週末も業なり平ひら産さん業ぎようのメンテが予定されてて橋はし本もと課か長ちようと詳細詰めなきゃいけなのに、新人まであんな調ちよう子しで」

「なんだか……すいません」

「なんで桜さくら坂ざかさんが謝あやまるんですか」

「いや、一応僕、研修担当なんで」

　生徒の不始末は教師の不始末。無む理り矢や理り押しつけられた役割でも担当は担当だ。うまくやれていないことに忸じく怩じたるものを感じたが。

　梢は眉まゆ尻じりを下げた。

「またそうやってなんでもかんでも抱えこんで。悪い癖くせですよ。私達の仕事はエンジニアリングであって新人教育じゃないでしょう？」

「それはそうですけど」

「だいいちＯＪＴ請うけ負っているのは私も一いつ緒しよなんですから、指し導どうの仕方が悪いっていうなら同罪です。勝手に一人ひとりで悪者にならないでください」

「梢さん」

　ううん、最近思うけど結構男前だよなぁ。一本筋が通っているというか、背中を任せるに足るというか。危急の時こそありがたい存在に思えてくる。

「というわけで桜さくら坂ざかさん、住宅ローンの件なんですけど」

「なんで!?　なんでいきなりそういう話になるの!?」

「やですねー、そろそろ新居決めないと、夫婦がいつまでも別居は変じゃないですかぁ」

「変じゃない！　全然変じゃないよ！　まずもって僕ら夫婦じゃありませんから！」

「工こう君くん？」

「呼び方変わったー！」

　やばい、なし崩し的に王手をかけられた感覚。名字はお互い一いつ緒しよですしねー、名前で呼ばないとどっちも桜坂ですよねーと言わんばかりの空気。

「お、落ち着いてください。梢こずえさん、ちょっと疲れてるんですよ。難むずかしい話はまたあとにしましょう。ね？」

「ふー、ふー」

「ほらポテト、ナゲットもありますよ」

「むー」

　頭をなでてやると彼女はむくれ顔で机に伏せた。組んだ両腕に顎あごをうずめる。

「仕事の話ばっかりでつまらないですぅ」

「新人の件が片づいたらどこか遊びにいきましょう。好きなところ付き合いますから」

「んー……約束ですよ？」

「はいはい」

　指切りげんまん。

　からみつく小指に応こたえていると梢の眉まゆが寄った。不安げに視し線せんをさまよわせ。

「新人、なんとかなるんですかねぇ」

「まぁ」

　なんとかするしかないだろう。一度入った社員を首にするわけにもいかないし。何より彼らが立ち上がってくれないと業務が破は綻たんする。

「悪い子達じゃありませんし、一つ一つ言って聞かせれば形になると思うんですよ。まだ入社一週目ですし、見切りをつけるには早すぎでしょう」

「早すぎですかねー」

「なんですか？　梢さん的にもうＮＧ確かく定ていですか」

「全員じゃないですけど、ちょっと厳きびしいかなって思う子が」

「誰だれです」

「箱はこ崎ざきさんと茶ちや山やま君」

　……。

　ピンポイントで名前が出てきた。まったく意外性がない。むしろやっぱりという感じ。

「箱崎さん、気づくと会社からいなくなってるんですよ。午後二時とか三時にふらりと出ていって、何しているのかと思ったら近所の喫茶店でお茶してて」

「はぁ？」

「わけ分からないですよね。で『え、どういうつもり』って訊きいたら『だって先せん輩ぱい方がたも煙草タバコ吸ったり休きゆう憩けいしたりしてますよねー、同じノリだったんですけど、だめですかー？』って、全然悪びれないんです。なんかもう話してるこっちが混乱してきて」

「……」

「茶ちや山やま君は茶山君で、客先打ち合わせの最中、聞かれてもない持じ論ろんをしゃべり出したらしくて。福ふく大だいさんが激げき怒どしてましたよ。『おめーがこの案件の背景、何知ってんだよ！』って」

　ぞわりと悪お寒かんが走る。

「な、何言ったんですかね、彼」

「場当たり的なシステム改修はやめて中長期のＩＴ投資ロードマップを作るべきだ、とかなんとか」

　あああああ。

　それができれば苦労しない。というか中長期の予算が組めないから場当たり的な改修を繰くり返しているのだろう。関係者が苦く心しん惨さん憺たん進めている状況をばっさり切られ、揉もめないはずがない。

「福大さん、殴りかかりませんでした？　客先で暴ぼう力りよく沙ざ汰たとか起こしませんでした？」

「大丈夫って聞いてますけど……なんか部署の雰囲気は最悪みたいです」

「でしょうね」

　ＳＤ部の福大は瞬しゆん間かん湯沸かし器の異い名みようを持っている。若わか気げの至りを大らかに許せるタイプではない。新人のＯＪＴ役としてはあからさまに不適だ。

　少し担当を考え直してもらうべきか、と思った瞬間。

　携帯が鳴った。梢こずえのではない、今度は自分のだ。

「すみません、ちょっと出ますね」

　謝しや罪ざいして通話ボタンを押す。

「はい、桜さくら坂ざかです」

『あー、食事中ごめん、藤ふじ崎さきだけど』

　声が硬い。ざわりと不安が胸にこみ上げてきた。

「どうかしました」

『僕も人づてでしか聞けてないんだけど、なんか新人が揉めてるみたいで』

「揉めてる？」

『ＳＤ部配属の子がね……え？　手が出た？　やばいでしょ。採用担当は？　まだ連絡つかない？　ＳＤ部長は──』

「ちょ、ちょっと藤崎さん」

　一体何が起きているのか、どうも別の社員から相そう談だんを受けているようだが、ＳＤ部？

「落ち着いてください。誰だれと誰が揉もめてるんですか。ＳＤ部の新人と、相手は？」

『あ、ああごめん』

　大分慌てていたのだろう、上うわずった声を抑え回答する。

『福ふく大だい君だよ』




「てめぇ、ふざけんな！　何バックレてんだよ、なめてんのか!?」

　怒声が廊下まで響ひびいてくる。ＳＤ部の扉に人だかりができていた。誰もが緊きん張ちようした面おも持もちで中をうかがっている。

　全速力で駆け寄り室内をのぞきこんだ。汗が床に滴したたるがかまっていられない。

　新人がうなだれていた。色白のややふっくらとした面おも立だち。研修初日に日報を放り出しブラウザのセットアップをしていた子だ。荒い息いき遣づかいで頰ほおを震ふるわせている。

　相あい対たいしているのはもちろん福大だ。先ほどの怒声も彼のものだろう。般はん若にやのような形ぎよう相そうで新人を睨にらみつけている。

「おい、おいなんとか言えよ。聞こえねーのか」

　どんと肩を押す。新人の上体が揺れた。やばい、本当に手が出ている。

「福大さん！　暴ぼう力りよくはだめです！　だめですってば！」

　慌てて間に入り距きよ離りを取らせた。まだつかみかかろうとする福大を押しとどめる。新人に目で「離はなれろ」とアイコンタクトした。新人はふらふらと、首根っこをつかまれたように後退した。

「一体何ごとですか、彼が何かしたんですか」

「何か？　ああしたよ、やってくれたともさ」

　福大は吐き捨てた。

「こいつ、セキュリティ事故を起こしてだんまり決めこんでたんだ」

「セキュリティ事故？」

　思わず振り向くと新人は目を背けた。

「……メール送り間違えただけです。ちゃんと謝あやまりましたし」

「謝ったのは送った相手だけだろ！　情報流出した会社にはなんも言ってねーじゃねぇか！」

「お、落ち着いてください！　え？　ちょっと待って、どういうことですか。情報流出？」

　経けい緯いがまったく分からない。一体誰だれの情報がどう漏れたんだ。

　福大は苛いら立だたしげに身を引いた。薄うすい唇を歪ゆがめ、舌打ちせんばかりの顔で。

「Ｋ鉱業にさ、質問リストをメールさせたんだよ。今度開発するアプリの仕様でいくつか詰めなきゃいけないことがあったから。ビジネスメールの書き方も教えるつもりで」

「はい」

「もちろん妙なこと書くとやばいからさ。内容チェックして件名もレビューして、送る前にもう一度声かけろよと言っておいたんだ。なのにこいつ、なんにも言わずにメール出して、送った先がよりにもよって堀ほり留どめ証しよう券けん」

　げ。

「金きん融ゆう相手にメール誤送信だぜ？　相手の担当者もびっくりしてさ、『一体どういうことだ』と返信してきたんだ。そしたらこいつ『すみません、送り間違えました』とだけ返してなんのレポートもせず。もちろんＫ鉱業には一言もなし。たまりかねた堀留証券の担当者が俺おれに直電してきたんだ。大恥だよ。やっちまったことはもちろん、うちの会社全体が情報漏ろう洩えいに鈍感に思われて」

「な、なんで」

　そんな動きになるのか。理解できない。

　金融機き関かんは扱っている情報の重要性から機密漏洩にはかなり敏感だ。たとえ自社の情報が漏れていなくても他社のデータが送られただけで問題ととらえる。システム会社の情報管理体制に不安を抱く。当然だ、他ほかの顧こ客きやくでやらかした失敗をいつ自社で繰くり返されるか分からないから。だからこそ問題発生時は温度感高く対応する必要があるのだが。

　レポートなし？　説明もなし？

　混乱も露あらわに振り向くと新人は口元を歪めた。

「じゃあどうしたらよかったんですか」

「まずは上じよう長ちように報告！　Ｋ鉱業にも事故の発生を連絡！　堀留さんにはメールの削除を依頼してその結果を証拠エビデンスとしてＫ鉱業さんに知らせる。当たり前の話だろ！」

　切れる福ふく大だいを押えつけ新人に「うんうん」とうなずく。言い方は荒いけどその通りだよと伝えたつもりだが。

「そんなの教わってませんし」

　致命的な一言が返ってきた。

「がぁあああああ！」

　福大が壊こわれた。巨体の圧力にあえなく吹き飛ばされる。立ち直る間もなく黒い影かげが駆け抜けた。やばい、暴ぼう力りよく沙ざ汰た、訴そ訟しよう騒さわぎ、新聞報道。最悪の可能性が脳裏を過よぎったが。

「ストップ！　ストォォォップ！」

　細身のシルエットが福大に飛びかかる。派は手でなアクセサリに茶髪の外見、採用担当だ。福大の首に腕を絡め必死で引き留めている。

　周囲の社員も我に返ったのか、押っ取り刀で福大に取りつく。だが肥満の天才プログラマは怪かい獣じゆうのごとき咆ほう哮こうを上げ同僚を引きずっていった。

「桜さくら坂ざか君！　新人連れて逃げて！　早く！」

　悲鳴のような叫びに弾はじかれて身体からだを動かす。新人の腕をつかみ扉の外に連れ出した。廊下を進みとにかくＳＤ部から離はなれる。どこに行けばいい。ＳＥ部や会かい議ぎ室しつでは追ってこられそうだし、受付のミーティングスペース？　だめだ、パーティションの外から丸見えだ。休きゆう憩けいスペース、ＯＳ部、総務部。

（あ）

　不意に閃ひらめいた。そうだ、ＤＶ社しやに行こう。別フロアだからすぐには見つからないはずだ。リシー達なら事情を話せば匿かくまってくれるだろうし。

「ＧＷＯＯＯＯＯ！」

　怒号が近い。

　非常階段を駆け下り二階下に。廊下を疾走し目当ての扉にたどりつく。カードキーをリーダーにかざし開かい錠じよう、新人ごと駆けこんだ瞬しゆん間かん、ぎょっとした様よう子すの社員達と目が合った。

「さ、桜さくら坂ざかさん？」

　馴な染じみの若手エンジニアがまばたきする。見渡した感じリシーはいない。外出中か。

「ごめん、ちょっと匿ってください」

「か、匿う？」

「オフィスで一ひと悶もん着ちやくあって、ほとぼりが冷めるまでここにいさせてほしいんです」

「はぁ」

　混乱した様子だが窮きゆう状じようは伝わったのだろう。壁かべ際ぎわの打ち合わせスペースに案内してくれる。周囲をパーティションに囲まれ、丁ちよう度ど入り口から死角になる場所だ。

「スルガから内ない線せんあってもバックれればいいんですよね？　桜坂さんなんか来てませんよって」

「ええ、ええ助かります」

　気き遣づかいがありがたい。ほっと一息つき新人に席を勧めた。

「座って」

　新人は疲れ切った顔で腰かけた。真新しいリクルートスーツとネクタイが無惨に乱れている。

「とりあえずここなら安全だから」

「……」

「ねぇ、なんで福ふく大だいさんが怒ったか分かる？」

　まだ不服そうな新人に問いかける。叱しかられた理由を納得してもらわないと同じことの繰くり返しだ。メールの件は解決しても他ほかの話で火を噴ふく。

「情報漏ろう洩えいしたからじゃないよ、人間誰だれだってミスはするしね。今回まずかったのは上に報告しなかったこと、問題を自分の判断だけで収めようとしたこと、その二点だよ」

　なるべく事態を単純化して説明する。

「会社からメールを出す以上、Ｏ山君の行動はスルガシステムの動きと見なされるんだから、企業のアクションとして正しいかどうか考えていかないと。で、考える材料がないなら人に訊きく。確かく認にんする。それが最終的に自分の身を守ることにも繫つながるんだよ」

　分かるかな、と様よう子すをうかがう。

「今回は質問メールの誤送信だからまだダメージ少ないけど、これがパスワードの漏ろう洩えいならどう？　顧こ客きやく名めい簿ぼを関係ない人に流しちゃったら？　大問題だよ。新しん聞ぶん沙ざ汰たになるかもしれない。会社はもちろんミスした人間も社会的に責められる。だからそんなことになる前に福ふく大だいさんは指し導どうを」

「だったら」

　低い声がかぶさってきた。目を合わさないまま新人がつぶやく。

「だったらそういうマニュアルを作っておくべきじゃないですか」

「は？」

　ま、マニュアル？

「メール誤送信時は上じよう長ちように報告とか、どうしても守らなきゃいけないことならきちんと明文化しておくべきでしょ。なんにもなしで放置しといて、ことが起きた時だけ怒り出すとか後出しジャンケンもいいとこですよ」

「それは」

「仕事のやり方だって『見て覚えろ』ばっかりで、前時代的ですよ。もうちょっと整せい理りして教えてもらわないと、何訊きいたらいいかも分からないっす」

　肩が震ふるえている。押し殺した不満が煮えたぎり沸ふつ騰とうしていた。

　い、いかん、福大の激げき発はつに気を取られていたがこちらはこちらで冷静さを失っている。話をする以前の段階だ。

「ま、まぁ、色々仕組みが整ととのっていないのは確たしかだけど、そこはほら、ベンチャーならではの自由度ってことでさ。規則でがんじがらめにされるよりマシでしょ？」

「あとづけの理屈で怒ど鳴なられる方がいやなんすけど」

　あとづけって。

「別にスルガシステムのローカルルールで怒ってるわけじゃないよ。報告も連絡も相そう談だんも一般的なビジネスマナーで」

「だからぁ」

　新人は苛いら立だたしげに身じろぎした。

「そういうビジネスマナーをちゃんと教えてくださいって言ってるんです。俺おれ達新人なんですよ。こないだまで学生だったんですよ。社会の常じよう識しきとか分かるわけないじゃないですか」

　……。

　なんでこんなに上から目め線せんなのだ。昨日きのうまでの境遇はどうあれ、新しい環かん境きように入った以上そこのルールを能動的に学ぶべきだろうに。少なくとも「分からない」ことを声こわ高だかに喧けん伝でんするべきじゃない。みっともないし筋が違う。

　呆あきれつつ、それでも懸けん命めいに冷静を保ち。

「教えるよ。でも研修期間も限られてるからさ、細かいところはやっぱり実務で学んでいってもらわないと」

「他ほかの会社は半年くらい集合研修させてもらえるらしいですけど？」

（じゃあ他の会社行けよ！）

　危うく出かけた叫びを飲みこむ。奥歯を嚙かみしめ膝ひざに爪つめを立てた。

「とにかく話を戻すけど、今後は一つ一つ分からないことを確かく認にんしてもらって、揉もめそうな話になる前に相談を」

「俺おれから訊きくんですか？」

　心外だと言わんばかりの表情。

「新人育てるのは会社の役目ですよね？　自分がいちいち訊いて回るのおかしくないですか？」

「お、おかしい？」

「なんかベンチャー、ベンチャーって言葉を言い訳みたいに使ってますけど。新卒採用する以上きちんと受け入れの体制を整えておくべきじゃないですか？　俺達の人生背負う責任があるんですし、できないことがあるなら入社前に言ってもらわないと」

「それは」

「俺達、会社のサポートを信じて入社決めたんですよ。他ほかの内定断って、リクルーターさんにも不義理して。なのにまともな教育もないとか、ひどいじゃないですか。桜さくら坂ざかさん、育成担当なんですよね？　もっとフォローしてくださいよ、きっちりサポートの体制作って、メンタル面のケアとかもしてもらって」

「あ、あのね、Ｏ山君」

「予備校や大学だって教育カリキュラム組むじゃないですか。基き礎そから徐々に学習積つみ重ねて理解度を確認して。いきなり現場に放りこんであとはよろしくとかありえないですよ。要は手抜きしないでほしいんです。こういうのって最初が肝心じゃないですか。今俺達すげぇ大事な時期だと思うんですよ。じっくり時間をかけて、丁てい寧ねいに育ててほしいっていうか。計画的に、段階的に。そう」

　だめだ、それ以上言うな。言ってくれるな、頼むから。

　だが切なる願ねがいも虚むなしく、新人はだめ押しの一言を放った。




「俺達の可能性を伸ばしてほしいんですよ！」




「会社は学校じゃねぇよ！」

　怒ど鳴なった。

　怒鳴ってしまった。

　空気が凍りつく。ＤＶ社しやのメンバーが呆あつ気けに取られた様よう子すでこちらを見ていた。
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　自己嫌悪に陥り顔を覆おおう。

　受付脇わきのミーティングスペースに座っていると、さっきの醜しゆう態たいがまざまざと蘇よみがえってきた。

　トラブルから新人を遠ざけるつもりで更なるトラブルを作ってしまった。福ふく大だいのことを非ひ難なんできない。自分があんなに短気な人間だとは思わなかった。

「なんで怒鳴っちゃうかなぁ」

　相手は何も分からない新人だ。無知なのも非ひ常じよう識しきなのも当たり前。だから根気よく、辛しん抱ぼう強づよく説明しなければいけないのに。

（とにかく一度謝あやまって、フォローして、話はそれからだ）

　靴音が響ひびいてきた。パーティションをノックする音に振り向くと採用担当が立っていた。

「ああ、どうでした」

　別の部へ屋やで新人と話してもらっていたのだ。ＤＶ社での騒そう動どう後ご、駆けつけたスルガ社員によって自分達は引ひき離はなされ、片や受付待たい機き、片や総務部での面めん談だんとなった。とりあえず一番冷静な採用担当が対応していたのだが。

「はぁ」

　深い溜ため息いきが返ってくる。正面席に座り長い足を組んだ。

「彼、辞めるってさ」

　……。

　は？

「じょ、冗じよう談だんですよね？」

「と思いたいけど大マジでね。やってける自信がないからもう会社来ませんだって。そのあとどうするか訊きいたんだけど辞めてから考えますの一点張りで」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。転てん職しよく先さきも決めずたった一度や二度のトラブルで辞職？　生活は、キャリアはどう考えてるんだ。年金や保険の補助もなくなるんだぞ。

「止めましょうよ。なんか頭にきて引っこみがつかなくなっているだけかも、少し冷却期間を置いて話し合えば」

　身を乗り出した瞬しゆん間かんスマホを差し出された。鼻先でスピーカーがアナウンスを吐き出す。無個性な女性の声で。

『おかけになった電話番号は、お客様のご都合により通話ができなくなっております──』

　まじまじと液晶画面を見つめる。

「ま、まさか着拒ですか？」

「うん、ちなみに彼もう帰っちゃってるんで」

　全身の力が抜ける。崩れ落ちるように椅い子すに座りこんだ。頭痛がしてくる。分からない、本気でわけが分からない。

「参ってるところ悪いけど実はもう一つ大きな問題があってさ」

「なんですか、新人全員で僕のリコールでも要求してるんですか」

「そんな投げやりにならないでよ。桜さくら坂ざか君がよくやってるのはみんな分かってるからさ。問題ってのはね、これ」

　プリントを突き出してくる。怖こわ々ごわのぞきこむとそれは配属希望資料だった。新人の名前と部署名がリスト化されている。

「？　もう見ましたよ。みんなＳＥ部ばっかり希望してて他部署の志望者がいないやつですよね」

　であれば既に問題は認にん識しきしている。だからこそ部署説明や日報の取り組みを始めたのだが。

「いや、それは一週間前の話ね。今見てもらってるのは昨日きのう時点で集計かけたやつ」

「は？」

　別資料なのか。慌てて見直す。しばらく内容を確かく認にんして血の気が引いた。

「これ……」

「うん、スルガシステムの志望者ゼロ。かわりにみんなＤＶ社しやの配属を希望している」

「なんで」

「ＤＶ社ってさぁ、もともと大手のスピンアウト組じゃん。新人採用して一から育てるのに慣なれてるんだよ。多少物分かりが悪くても割り切って使っていくみたいな」

「……」

「うちの会社はそれができないでしょ。即戦力前提だからできが悪いとすぐ弾はじかれちゃう。ついてこれる奴やつだけついてこいって感じで。実際こんな声が新人から上がってるよ。ちょっと来てるメール読み上げると」

　採用担当は息を吸いこんだ。





・スルガの人達は面めん倒どう見みが悪い。なのに怒りっぽい

・自分で調しらべろとかいうくせに、調べて仕事したら「それは違う」と言われた

・何をやってもダメ出しばっかりで自信がなくなる。発言するのが怖い



　ｅｔｃ、ｅｔｃ




　言われてみれば身に覚えのあることばかりだった。

　だがじゃあ先せん輩ぱい陣じんが悪いのかと問われれば、それも釈然としない。

　いざ客先に行けば社内など比較にならない不条理・理不尽が横行しているのだ。いちいち凹へこんでいたら身がもたない。むしろ社内の突っこみは、社外からの圧力を事前に回かい避ひするためのものだ。無防備な新兵に生き残りの術すべを教える動き。それがダメと言われてしまうと。

「これ、今のままいくとどうなるんですか」

「配属希望先が全員変わらなかったらってこと？　まぁほとんどの人は望んだ結果にならないよね。まさかＤＶ社しやに十人預けるわけにいかないし……あ、今は九人か。とにかく普通に各部署に割り振られるよ。事前の計画通りに」

「でもみんなスルガシステムが嫌いやだからＤＶ社希望してるんですよね？　なのに無む理り矢や理り配属したら辞めちゃいません？」

「うーん」

　難むずかしい顔で沈ちん黙もくする。

　普通に考えれば希望の配属が叶かなわなかったからすぐ退たい職しよくなど考えられない。だが今年ことしの新人はとにかく異質だ。いつ第二第三の離り職しよく者しやが出るか分かったものではない。

「だからって配属計画変えるのもなぁ。まぁ一人ひとりや二人ふたり、ＤＶ社に移すのはありだけど、たとえばＳＥ部の新人ゼロでもいい感じ？」

「ん、よくはないですけど、でも」

　辞められるよりマシだ、と言いかけた瞬しゆん間かん。

「おう！　君ら何しとるんだこんなところで」

　暑苦しい胴どう間ま声ごえが響ひびく。赤しやく銅どう色いろのはげ頭がパーティションの切れ目からのぞいた。

「社長」

　短たん軀くの子こ泣なき爺じじい、六ろつ本ぽん松まつだ。柄物のジャケットが目にうるさい。状況を説明するより先にぎょろついた目が配属のプリントをとらえた。

「おおお、新人教育か。どうだ、今年ことしの子達は優ゆう秀しゆうだろ。私が直じき々じきに選んだ学生だからな。即戦力間違いなしだ」

　おまえか、おまえが選んだのか！

　道理で既存社員とは毛色の違う人種だと思った。採用担当を見ると諦あきらめ顔がおで肩をすくめている。

「まぁたくさん採った分、仕事も増やさんとな。十人採用したから二十人分、三十人分は稼かせいでもらわんと」

「い、いや、それなんか計算おかしいんですけど」

「何がおかしい。うちの社員はみんな四人分・五人分の仕事をこなしているだろう。一人が一人分の仕事しかできんでは組そ織しきの意味がないぞ」

（それは……単純に超人・天才の類たぐいが揃そろってるだけじゃ）

　室むろ見みさんしかり、梢こずえさんしかり。

　だが子泣き爺は相変わらず人の話を聞くことなく「おおそうだ」と手を打った。

「藤ふじ崎さき君に伝えようと思っていたが丁ちよう度どいい。伝言を頼まれてくれないか。Ｓ興こう産さんのゲートウェイ再構築、Ｇ出版のＬＡＮリプレース、ＫコーヒーのＭＤＭ導どう入にゆう、全部取れたからあとはよろしくな。うまく新人を使って回してくれよと」

「え？　はい？　なんですって社長」

「いやぁ新年度早々幸さい先さきがいいわ。組そ織しき拡大、売り上げアップ。今年ことしはスルガシステム飛ひ躍やくの年だ！　わっはっは！」

　肩を揺らし去っていってしまった。

　ショックのあまり声が出ない。ひゅうひゅうと乾いた息だけが唇の間を抜けていく。

　全部、全部受注。

「ええっと」

　ややあって採用担当が沈ちん黙もくを破った。

「ＳＥ部、新人ゼロでいいんだっけ？」

「いけません！　いいわけないでしょう!?」

　三案件同時実施だと？　一案件あたりエンジニア二人ふたりの割り当てが必要だとして計六名、ＳＥ部のメンバーは四名。しかもうち一名は半学生で他ほかの人間はパンク寸前に業務を受け持っている。足りない、どう計算しても人が足りない。

「し、新人六人欲しいんですけど、いえできれば余裕を見て十名くらい」

「落ち着いて桜さくら坂ざか君、なんか目があらぬ方角を見てるよ」

　肩を押えて着席させられる。採用担当は一息つき、配属資料を指さした。

「僕らが何を話していたか覚えてる？　今のまま新人をスルガに配属するとみんな辞めかねないって相そう談だんしてたんだけど」

「そ、そうでした」

　記き憶おくが飛んでいた。こめかみを押える。仕事の洪水をさばくには是が非でも新人を立ち上げねばならない。だが今の状態で研修を続けても目指すゴールにはたどりつけないだろう。むしろ徐々に戦力が減っていく勢い。

「ちょっと、ＯＪＴのやり方考え直した方がいいかもね。総務で企画しといてなんだけど」

「というと」

「今さ、部門につけてるじゃん新人を。そうすると先せん輩ぱいみんな忙しいから少しずつしかトレーナーできなくて、新人からしてみると業務の全体像が分かりづらいんじゃないかな。思いついたように投げられる仕事の断片をわけも分からずやらされる感じで」

「そう……ですかね」

「桜坂君はなんだかんだでずっと室むろ見みさんについてたでしょ。だから業務の全体像を俯ふ瞰かんできたんじゃないかな。理解不十分なりに自分が今やってることがどの仕事のどの部分かは想像できてた。でも今年ことしの新人達は」

「……あぁ」

　分かった。

　言わんとすることが理解できた。

「色んな先せん輩ぱいが思いつきで仕事持ってきて、みんなやり方が違って混乱しちゃってるってことですか？　だからモチベーションも湧わかないし進むべき方向性も分からなくなっている」

「そそ」

「じゃあ新人一人ひとりに一人ずつＯＪＴトレーナーをつける？」

「いや、それは無理でしょ。何せ新人の数が多いからさ、全員にトレーナーは手当できないよ。誰だれもが室むろ見みさんみたいに手厚く下を見るわけじゃないし」

「室見さんのＯＪＴが手厚い……かどうかはともかくとして、じゃあ」

　どうしろというのか。

　混乱していると採用担当は指を立てた。「ジャストアイディア」と前置きして提案してくる。

「プロジェクト単位で新人をつけたらどうかな」
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　言われてみれば単純な話だった。

　新人を部署ではなくプロジェクトにつける。明めい確かくなゴールやミッションがあれば自分達の立ち位置も理解しやすくなる。たとえ雑用一つでも案件全体にどう貢献できているか実感可能になる。何より先せん輩ぱいが忙しい時は、自身で案件資料を読みこみ理解を深められる。なぜ誰だれも思いつかなかったのか、自分の想像力のなさを詰なじりたくなる気分だった。

　現在スルガシステムで動いているプロジェクト・運用は百弱、新人一人ひとりに一個、二週間単位でローテーションしても数ヶ月はもつ。複数経けい験けんすれば人脈も広がるし自身の適性も見えてくる。バランスのよい配属にはうってつけのカリキュラムだ。

「Ｄ興こう業ぎようはＢ原君とＫ坂さん、Ｃリゾート社はＹ中君、Ｒフーズ社は……ちょっと新人つけられる状況じゃないですね、炎上中ですし。Ｍトレード社はどうします？　お客さんかなり癖くせありますけど」

　午後一の会かい議ぎ室しつ、ホワイトボードに新人の名前と案件名を書き連ねていく。梢こずえは肩越しに振り返ってきた。書くスペースがなくなってきたせいか片足の踵かかとを持ち上げ伸び上がるような姿勢になっている。ちょっと可愛かわいい。

「Ｔ梨君なんかいいんじゃないですかね、飄ひよう々ひようとしてるし、少々無む茶ちや言われても受け流せそうですから」

「はい」

　即席の表に「Ｔ梨・Ｍトレード」と書きつける。眉にかかった髪を除のけ。

「ふぅ、大分埋まってきましたね。いきなりＯＪＴの方針転換って聞かされた時はどうしようかと思いましたけど」

「すみません、なんか結局手て伝つだってもらっちゃって」

「困った時はお互い様です。ＯＳ部内でも新人の扱いどうしようって議ぎ論ろんになってましたし」

　正直、ＤＶ社しやの志望が増えていると聞かされショックな社員も多いようだった。もちろん今年ことしの新人に問題は多い。だからといってスルガシステム側が絶対無む謬びゆうとも言い切れなかった。何せ新卒の大量配属など経験がない。改善できるところは改善していく、作るべき制度は整ととのえていく。叱しかるのも怒るのもそのあと。そう考える社員が出始めたのは自然な流れだった。

（何せもう一人ひとり辞めてるしな）

　福ふく大だいとの一件は新人内でも伝わっているだろう。もともと各人不満はあったはずだし、愚ぐ痴ちや鬱うつ憤ぷんが集しゆう積せきし臨りん界かいを超えたらどうなるか分からなかった。

　ボイコット。

　ストライキ。

　集団退たい職しよく。

　正直「そこまで嫌いやなら辞めろ」と言いたい気分もある。無理して会社に来てもらわなくていいよ？　きっと君達の理想の職場がどこかにあるんだよね？　僕は知らないけど。気が済むまで探して回ればいいんじゃないかな。

　だが現実問題、社長は新人の増員前提で仕事を取ってきている。ばっさり彼らを切り捨て「残りは全部引き受けます！」とは言えなかった。

（とりあえずやれることをやっていくか）

「えーっと、じゃああとは」

　未割り当ての新人を思い浮かべる。書かれている名前は七つだから残りは二つ。

「茶ちや山やま君と箱はこ崎ざきさんですね」

　梢こずえの指摘にどっと疲れがこみ上げてくる。

「彼らですか」

「彼らです」

「あの二人ふたり向けの案件……案件ね、うーん」

　何をつけても炎上しそうだ。

　実際彼らは他ほかの新人達と別次元で問題児だった。茶山は相変わらず先せん輩ぱい・顧こ客きやく構わずダメ出ししまくるし箱崎はいついかなる時もプライベートを優ゆう先せんさせる。ベクトルは異なるがどちらも関係者を激げつ昂こうさせることに変わりはない。期間限定とはいえ実プロジェクトに関かかわらせるのは危険だった。

「茶山君は大規模案件に関わりたいみたいですよ。業なり平ひらの提案作業できないかって、うちの部長に訊きいてましたから」

「勘弁してください」

　自分がどれだけ苦労して橋はし本もと課か長ちようらと関係構築してきたと思っているのだ。茶山の自じ意い識しきを満足させるために大事な顧客を使ってほしくなかった。

「手て頃ごろな案件で、彼らが何かしても大目に見てもらえて、僕らがきちんと動きをトラックできる顧客」

「新規は無理ですよね。既存顧客で付き合いが長くて、ちょっとやそっとのことじゃ関係が揺るがない会社、で、あまり大口じゃないところ」

「そんなところありましたっけ？」

「うーん」

　梢の首の傾きが大きくなった。

「うちって意外と大規模ユーザーが多いんですよね。少人数で回すために客数を絞って、かわりに一顧客あたりの受じゆ託たく額がく増やしてるみたいな。だから仕事内容も複雑ですし、色々業務背景を覚えなくちゃいけなくて。もっとライトな案件があるといいんですけど」

「ライトな案件」

「簡かん単たんなＩＴ相そう談だん窓口とか。ベストエフォートで余裕のある時対応すればよくて、で、特に成果物とか稼か働どう量りようのコミットを求められない案件」

「そんな緩ゆるい話、仕事として受注できませんよ」

「ですよね。他ほかに売り物があってそれに付属したサービスとかなら話は別ですけど」

　言いながら梢こずえが「ん？」という顔になる。同時にこちらの脳裏にも過よぎるものがあった。売り物が別にあってＩＴサポートはおまけ。泥臭い対応が必要になる代わり、あまりクリティカルなスペックは求められない。

「あった」

「ありましたね」

　どちらともなくつぶやいていた。

　ＤＶ社しやのサポート案件。

　もともと親会社のパッケージソフトを売るために付加価値として行っていたサービスだ。格安で提供されている分、客の要求レベルは低い。付き合いの長い顧こ客きやくも多いから新人研修の経緯も理解してもらえるだろう。

　梢が「うん、うん」とうなずく。

「そういえばＤＶ社の運用案件、ＯＳ部で巻き取る話もしてましたよね。丁ちよう度どいいんじゃないですか。私の方で受け入れ担当して、茶ちや山やま君・箱はこ崎ざきさんはサポートに回る感じで」

「彼らに仕事の仕方を見せてついでに実業務を手て伝つだってもらう。人手のなさもカバーできるしＤＶ社の稼か働どう超過問題も片づけられる。一石二鳥ですね」

「やりますか？」

「やりましょう」

　携帯を取り上げＤＶ社にダイヤルする。アポは驚おどろくほどすぐ取れた。




　ＤＶ社で待っていたのはリシーだった。

　シルバーブロンドの髪を揺らし「お疲れ様です」と挨あい拶さつしてくる。長い睫まつ毛げが瞳ひとみに淡い影かげを落としていた。処女雪のような肌と高い鼻び梁りよう、相変わらずエキゾチックな風ふう貌ぼうだ。日に本ほん生まれの日本育ちというのが信じられない。

　エリザベート・ラピス・アカサカ。

　オーストリア人と日本人のハーフでＤＶ社創設メンバーの一人ひとりだ。かつては会社のあり方を巡りぶつかったものの今ではよき仕事仲間になっている。お互いに繁はん忙ぼう期きのリソースを相そう談だんしあう仲だ。

「えっと」

　リシーが顎あごを引いた。やや気き後おくれした表情で。

「すみません、私何か悪いことをしました？」

「は？」

「いえ、姪めい乃の浜はまさんがすごい表情で睨にらんでるので」

　!?

　振り向くと梢こずえが猛速で顔を背けた。正面に向き直り、もう一度素す早ばやく後ろを見てみる。癖くせ毛げの同僚はさっと視し線せんを逸そらし、わざとらしい口笛を吹き始めた。

　溜ため息いきを一回、リシーの耳元に顔を寄せる。

「今は睨にらんでますか？」

「はい。肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを盗とられそうな時の顔というか、威い嚇かく・牽けん制せいの眼まな差ざしという感じで」

　……。

「すみません、ちょっと仕事が立てこんでピリピリしてるっぽいので。勘弁してあげてください」

「お忙しいんですね」

[image: ]

　リシーは素直に同情し席を勧めてきた。

　壁かべ際ぎわの打ち合わせスペースは昨日きのう、例の新人を避ひ難なんさせたところだ。居い心地ごこち悪さが伝わったのだろう。くすりと笑われる。

「場所、変えますか？」

「いや大丈夫です。ちょっと昨日のこと思い出しちゃっただけなので」

「大変でしたね、桜さくら坂ざかさんが怒ど鳴なるなんて随分だなと思いましたけど」

「まぁ、本当暴ぼう発はつというか……お恥ずかしい」

　頭を搔かく。リシーは肩をすくめた。

「新人教育って難むずかしいですよね。私達も試し行こう錯さく誤ごの連続です。よかれと思ってやったことがまったく裏目に出たりして」

「採用担当からはうまくいっているって聞いてましたけど？」

「正直今は無ぶ難なんなワークしか渡せていないので。きっちり業務に絡ませたらもっと色々問題が出てくると思います。去年の新人とも随分やりあいましたし」

「リシーさんが？」

「ええ、怒る時は怒りますよ。私」

　そういえば某展示会で兄クラウスに会った時もすごい剣けん幕まくだった。見た目のアンニュイさにだまされていると痛い目にあう。果たして新人達は彼女の気性を知ってなお配属希望を出し続けられるのだろうか。

「話し合いで分かり合えるのは一定の常じよう識しきを共有した間柄だけです。まったく別べつ環かん境きようから来た人に表面的な説教をしても響ひびきませんし。まずいことはまずい、だめなことはだめって言い続けないと。そういう意味で桜さくら坂ざかさんの対応は別に間違ってなかったと思います」

「でもその結果辞められたら」

「だからフォローは必要ですよ？　叱しかったらちゃんと気き遣づかってあげて『会社はあなたを見捨てません』『評価を下げませんよ』ってサインは出していかないと。ただ今回の場合、そもそも相手が連絡を断ってしまったんですよね？」

「ええ」

「ならどうしようもないです。差し伸べられた手を振り払う以上、結果の責任は自分で負うべきです」

　あまり気にしすぎないでください。

　優やさしく言われて慰なぐさめられていることに気づく。自分が凹へこんでいるのを見て取ったのだろう。思いやりに胸が熱あつくなる。

「こほん」

　梢こずえが咳せき払ばらいした。やや不ふ機き嫌げんそうな顔で。

「で、案件巻き取りの話ですけど」

　そうだ。みんな忙しいのだからあまり脱だつ線せんしていられない。ノートＰＣのカバーを開け椅い子すに座り直した。

「概要は電話で話した通りです」

　部署単位のＯＪＴから案件ベースのＯＪＴへの切り替え。五月雨さみだれ式しきに仕事を投げるやり方を改め、顧こ客きやくカットで業務に関かかわってもらう。隠しても仕方ないので茶ちや山やまや箱はこ崎ざきの問題点も話した。癖くせのある彼らをいかに案件に絡めていくか。何か適当な顧客はいないか相そう談だんする。

「小規模案件で担当者が緩ゆるくて、新人が無む茶ちやしても炎上しづらい客」

　リシーは考える目になった。

「そうですね、いくつかあることはありますが」

「が？」

「結構その手のお客さんって遠方のことが多いんですよ。熱海あたみとか熊くま谷がやとか」

　げ。片道一時間半コース。

「ああ」と梢こずえがうなずく。

「確たしかに地方のお客さんってゆったりしていますよね。細かい見み積つもりやスコープ出されるのは嫌うけど、その分、多少の不手際も大目に見てもらえる感じで」

「ですね。難むずかしい新人を絡めるならうってつけだと思います。ただ打ち合わせの移動が大変なので引き継ぎ案件にピックアップするのはどうかなと」

「ちょっとリスト見せてもらえますか」

　梢のリクエストにリシーがＰＣ画面を向ける。月げつ次じの案件リストを色づけして対象顧客をピックアップしていった。

「これは……ちょっと遠すぎですね。北きた高たか崎さきって」

「館たて山やまって房ぼう総そう半はん島とうの先ですよね？　こんなところまで行ってるんですか」

「土つち浦うらもちょっとないですね」

「あ、梢さん、ここはどうです？　野の比びって。横よこ須す賀かならそこそこ近いと思うんですけど」

「そこは近寄っちゃいけないところです」

　議ぎ論ろんの末、候補を絞りこむ。埼さい玉たま県けん志し木き市し、御お茶ちやノ水みずから電車で約一時間。

「まぁこのあたりですかね」

　社名はヤクモスポーツ。東とう武ぶ東とう上じよう線せん沿線に展開するスポーツ用品店だ。導どう入にゆうコンポーネントはインターネット接続ルータ・スイッチ・ＶＰＮ装置・公開ＷＥＢサーバ。いずれも廉れん価かモデルでさして難なん解かいな機き械かいではない。カジュアルな案件という条件にはうってつけだ。

　リシーが首肯する。

「ヤクモの担当者はいい方ですよ。総務の方がＩＴ担当も兼ねているんですが、私達のコメントをよく聞いてくれて。無理なことは無理と分かってくれますし」

「ＤＶ社しやは主にどんな相そう談だんにのっているんですか？」

「ＬＢのプールメンバー追加とかスイッチのＶＬＡＮ変更とか、現地作業が必要なもの以外は月げつ額がくの範はん囲いで対応しています。最近は新規の引き合いが多いので、そちらは室むろ見みさんに対応してもらっていましたけど……あ」

「どうしました？」

　思い出したようにリシーがＰＣに向き直る。

「いえ、実は無む線せんＬＡＮ導入の話をもらっていたんですよ。室見さんがお客さん先でヒアリングをすることになっててその予定が──ああ、やっぱり今日きようですね」

「今日きよう」

「午後四時に志木です」

　スケジューラの画面を見せてくる。本当だ。二時半出発の予定に室むろ見み・リシーが登とう録ろくされている。

「私が別件で行けなくなってしまったんですけど、新人を挨あい拶さつさせるならこの訪問に便乗したらどうでしょう？　別日程で調ちよう整せいし始めるとすぐ一・二週間たってしまいますし」

「確たしかに」

　関係者の空き時間をおさえて候補日をすり合わせてとやっているとあっというまに研修期間が終わってしまう。であればまず顔合わせをすませ、追って業務を引き継いでいくべきだろう。

「梢さん、予定どうです？　僕と新人二人ふたりはマストだとして」

「私は……ちょっときついですね。脆ぜい弱じやく性せい対応の件で業なり平ひらに行かなきゃいけないので」

「じゃあ室見さんと僕ら三人ですか。了解です、本格的な担当交替の挨拶はまた別で調整しましょう」

「すみません」

「いえいえ」

　チャットソフトで室見に呼びかける。ヤクモ案件について一度打ち合わせしたいと依頼。離り席せきしているかと思ったが答えはすぐに返ってきた。『了解。いつ？　どこで？』

　スケジューラを確かく認にん、三十分後ならみんな時間が取れそうだ。梢こずえにチャットの画面を見せ。

「戻ったら室見さん・新人含めてミーティングしませんか？　趣しゆ旨しの説明と今日きよう何を話すか認にん識しきあわせしておかないと」

「はい、了解です。あの、リシーさん。これ案件資料ってどこかにまとまっています？　事前に読みこんでおきたいんですけど」

「ありますよ。えーっと、Ｎ村君！」

　茶髪のミュージシャンめいた青年が顔を上げる。「はい」と眉まゆを持ち上げた。

「姪めい乃の浜はまさんにヤクモの案件フォルダ教えてもらえる？　中身も簡かん単たんに説明してもらえると」

　ほぉいと間延びした回答。

　リシーはこちらを見回してきた。

「じゃあ一いつ旦たんこの場はこんな感じですかね。桜さくら坂ざかさんはどうします？　一いつ緒しよに説明聞いていきます？」

「あ、僕は戻って新人達に声がけしてきます。あと会かい議ぎ室しつも押えておきたいので」

「了解です。では送っていきますね」

　がちゃがちゃと席を引き解散する。

　梢に「またあとで」と挨拶してエントランスに向かう。リシーが横に並んできた。しばらく一緒に歩いてぽつりとつぶやく。

「何か……夢みたいです」

「？　何がですか」

「親会社の人とこうして社内みたいな感覚で話せるのって。今までの環かん境きようじゃありえませんでしたから、何か同僚が増えたみたいで。にぎやかで、安心できて、いいですね」

「リシーさん」

　立ち上げ時より出資元の都合に振り回されていた彼女だ。いつも緊きん張ちようして気が抜けなかったのだろう。常に売られるリスクと隣となり合わせで親会社の人間と対たい峙じしていた。言動や態度に気を遣つかってきた。一体どれだけ苦労してきたのか。胸がしめつけられる。

　こみ上げる感情に促されるまま口を開いていた。

「一つお願ねがいしてもいいですか？」

「？　なんでしょう」

「その親会社って言い方やめてください。資本関係はどうあれ僕はＤＶ社しやのことを普通の同僚だと思っていますから。ただのスルガシステム、もしくはＳＥ部・ＯＳ部でいいですよ。多た分ぶん梢こずえさんも同じ気持ちだと思いますし」

　彼女は一いつ瞬しゆん虚きよを突かれた表情になった。

　ややあって顔を伏せる。結んだ口元がむずむずしていた。

「Du bist so gemein…（この人、本当ズルい）」

「え？　なんですか」

「なんでもありません」

　少し怒った様よう子すで顔を逸そらされる。

　ううん？　ちょっと馴なれ馴なれしすぎたかな。反省していると「桜さくら坂ざかさん」と呼びかけられた。綺き麗れいな緑みどり色いろの目が細められている。

「一度、ＤＶ社しやのみんなと飲みに行きませんか」

　意外な申し出にまばたきする。いいのか、自分のような外と様ざまが、と言いかけて思い直す。今こちらから「普通の同僚」と言ったばかりじゃないか。同僚が飲み会に参加することは何もおかしくない。

　一拍置き「はい」と応こたえる。

「はい、是非」

　春の日差しのような笑えみが返ってきた。




　ＤＶ社の紅一点が春の日差しならＳＥ部唯一の女エンジニアは夏の嵐あらしだ。

　室むろ見み立りつ華か。

　あふれんばかりの情じよう熱ねつと探究心、プロとしての矜きよう持じが小さな身体からだに詰まっている。やる気になった時の馬力は凄すさまじいが反面、動かす勘所が分かりづらい。あたかも制御の利かない気象兵器のごとき存在だ。実際自分のトレーナー着任時も相当ごねられた。曰いわく「素人しろうとに渡せる仕事などない」「勝手の分からない新人にやり方教えるのも手間なだけ」「使えない奴やつはどれだけ面めん倒どう見ても使いものにならない」……って、よく平気だったな当時の自分。我ながら気の毒になってくる。

　要は実務以外の仕事にほとんど興きよう味みがないのだ。果たして新人二人ふたりの教育に付き合ってくれるか、意味を見いだしてくれるか。多少の悶もん着ちやくは覚悟していたが。

「いいわよ」

　予想外の快かい諾だくに目をまたたく。梢こずえと二人、顔を見合わせた。

　自席のオフィスチェアを回して室むろ見みが向き直ってくる。手に持ったペンを置きつつ。

「ＯＪＴの一いつ環かんでヤクモに新人連れていきたいのね、了解。このあと詳細打ち合わせましょ」

「ほ、本当にいいんですか？　何か条件とかは」

「別にないわよ。というかＤＶ側がＯＫ出してるんでしょ。だったら私がどうこう言う問題じゃないわ」

　妙に素直だ。意表を突かれていると彼女は視し線せんを逸らした。やや気まずそうに。

「私のせいで色々あんた達には迷惑かけてるしね。せめてきっちり後進育てて引き継いでいかないと」

「室見さんがまともなこと言ってる！」

　梢が口を覆おおった。激はげしい恐怖に団どん栗ぐり眼まなこが見開かれている。

「もうだめです。この世の終わりです。ああ、やっぱり本物の室見さんは七なな隈くまの家に監かん禁きんされ今ここにいるのはただの女子小学生……」

「あんた、相変わらずいい神経してるわね。久しぶりにガチでやり合う？　喧けん嘩か売ってるなら受けて立つわよ」

「年下に手上げるほど大人おとなげなくないんでぇ」

「大丈夫。精神年ねん齢れいはあんたの方が下だから」

　直後始まる取っ組み合い。乱れ飛ぶ筆記具と書類、ペットボトル。あーもう！　変わらないなこの人達は！

「新人待たせてますから！　二人とも少し先せん輩ぱいらしくしてください。ほら、移動しますよ！　会かい議ぎ室しつ取ってあるんで」

　無む理り矢や理り引きはがして時と計けいを確かく認にん。もう予定時刻を数分超えている。新人二人は部へ屋やに向かっているはずだ。

　ノートＰＣを抱え直して筆記具を取り上げる。散乱したプリントを回収。室見と梢の間を取り持ちながらＳＥ部を出た。

　廊下を歩いていくうち梢が徐々に不安になってきたのだろう。「あの、室見さん」と呼びかける。

「やる気になってもらえるのはありがたいですけど、ちょっと面めん倒どうくさい新人なのでそのへんは織りこんでくださいね。多た分ぶんイライラさせられると思うので」

　室むろ見みは「ふん」と鼻を鳴らした。得意げに胸を張り。

「あんたみたいなこらえ性しようのない女と一いつ緒しよにしないでほしいわね。このど素人しろうとを一年で根気よく育て上げたのよ。今更新人教育くらいで苛いらついたりしないわ」

「ど素人って僕のことですか」

「他ほかに誰だれがいるのよ」

「まぁ僕が素人だったのは否定しませんけど」

　今年ことしの新人は別次元で厄やつ介かいなのだが、あまり不安を訴えても仕方ない。折せつ角かくやる気になったのを翻ひるがえされても困る。

　会かい議ぎ室しつに入ると二人ふたりの新人が立ち上がった。「お疲れ様です」「おつかれさまでーす」と快活な挨あい拶さつが重なる。鼻っ柱の強そうな男子とふわふわ女子。茶ちや山やま・箱はこ崎ざきだ。

「お疲れ様。悪いね、いきなり呼び出して」

「いえ、案件対応ですよね。待ちわびてました！」

　茶山が自信たっぷりに言う。ようやく自分の出番が来たかと言わんばかりだ。早くも不安が過よぎる。だが室見は気にした様よう子すもなく挨拶した。

「ＳＥ部の室見です。よろしく」

　視し線せんを走らせ「で」と首を向けてくる。

「案件概要はみんな共有してるの？　私はどこから話せばいいわけ？」

「あ、とりあえず梢こずえさんがＤＶ社しやからもらった資料を説明します。室見さんは適てき宜ぎコメント入れてもらって、あとで今日きようの訪問目的を話していただければと」

　メンバーに席を勧すすめプリントを配った。ヤクモスポーツ向けのサービス内容と構成概要、担当者情報などが書かれたものだ。

　それなりのボリュームがあるためか、梢が搔かいつまんで話していく。的を射た説明はさすがにベテランだ。先ほど引き継ぎを受けたばかりとは思えない。

　一通り説明し終えて梢は新人達を見回した。癖くせ毛げの髪を揺らし。

「何か質問ある？」

　茶山はじっとプリントをのぞきこんでいた。眉まゆ根ねを寄せ首をひねる。

「十二万ですかぁ」

　？

　全員の顔に疑問符が浮かぶ。なんだ。一体何言い出したこいつ。

「いや、月げつ額がくですよ。えらく小粒ですね。これにエンジニア三人つけるとかもったいなくないですか？　費用対効果悪すぎですよ」

　カチンという音が聞こえたように思えた。箱崎をのぞく全員が顔を引きつらせている。だが茶ちや山やまは空気の変化に気づいた様よう子すもなく続けた。

「だってそうですよね？　僕らの工こう数すうって一人ひとり数十万じゃないですか、三人つけたらとても十二万程度のインカムじゃペイしないですよ。この手の小規模ユーザーはなるべく手間暇かけずに回していかないと」

「あ、あなたね」と腰を浮かせた梢こずえを制止する。可能な限り感情を押し殺し告げた。

「今回は研修だからさ。収支は一いつ旦たん気にしないよ。君達が仕事のノウハウや知ち識しきを得てくれればそれが会社にとってのリターンになるわけだから」

「はぁ、そんなもんですか」

「だよ。あともう一つ重要なこと。十二万って別に少しよう額がくじゃないよ。月々十数万、年間で百万以上の買い物なんだから。客の立場ならそれなりのリターンとレスポンスを求めるよ。茶山君がお客ならどう？　端はした金がねだから対応が悪くても諦あきらめがつく？」

「うーん」

　すぐには反はん論ろんが出てこないのか、不服そうに口ごもる。箱はこ崎ざきは、と見ると気抜けした表情で座っていた。目が合った瞬しゆん間かん微笑ほほえんでくる。相変わらず何も考えていない様子だ。

「じゃあ続けるよ」

　室むろ見みに目配せして説明をバトンタッチする。

　室見は硬い表情でノートＰＣに手を伸ばした。小さく息を吸い話し始める。

「今日きようの訪問目的は本社無む線せんＬＡＮ導どう入にゆうのヒアリングよ。フロアレイアウト図は事前にもらっていてアクセスポイントＡＰを何台入れるかサイジング済み。ただＰＣを全部接続すると費用が膨ふくれ上がるから、同時接続台数を絞るのか、それとも無線強度の弱いエリアを作るのか、そのあたりを話し合う予定」

「予算感と提供スペックのすりあわせってことですか？」

　ついつい口を挟んでしまうと室見はうなずいた。

「あんまりお金のある会社じゃないしね。ひょっとすると役員スペースや会かい議ぎ室しつ・応接エリアだけの導入になるかも。有線ＬＡＮを全廃できればコストメリットも出るけど、ここＰｏＥの内線電話も使ってるからね。どっちみち今のタイミングで全社無線化は厳きびしいわ」

「店てん舗ぽは？　ＰＯＳ、ハンディターミナル用の無線とか」

「そっちは別ベンダーが構築済み、今回はスコープ外。まぁ集中管理型の無線コントローラ入れて最終的に巻き取るプランはありだけど」

　彼女はタッチタイプの音を響ひびかせた。

「将来的な拡張も考えるとコントローラはいいもの入れておきたいのよね。冗長化してライセンスも多めに入れて。だからＡＰ自体は一いつ旦たん少なめにして予算をコントローラに振り分けたい感じ。フェーズ１でコントローラと会議室用ＡＰ、フェーズ２で応接室他対応って落としどころかしら」

「その流れを説明する資料は」

「作ってあるわよ。拡張プランと費用シミュレーションもあわせて」

　さすが。予備校通いで忙しいだろうにきっちり仕事はこなしている。室むろ見みはＰＣの画面をプロジェクタに映し出した。飾り気はないがよくまとまったプレゼンテーションだ。

「これと概算見み積つもり、あとフロアレイアウト図を持っていくつもり。で、それが終わってからあなた達新人に挨あい拶さつしてもらう。ＤＶ社しやからの運用巻き取り担当ですって」

「あのぉ」

　箱はこ崎ざきがゆるゆると手を挙げた。怪け訝げんな表情で。

「打ち合わせ時間ってどのくらいなんですかぁ？」

「四時開始で六時には終わる予定だけど？」

「えー、定時過ぎちゃうじゃないですかぁ」

　は？

　室見の眉まゆが跳ね上がる。凍りついた空気の中、慌ててフォローに入った。

「て、定時過ぎるって言っても三十分だよね!?　順じゆん調ちように進めばもっと早く終わるしそのあとは直ちよつ帰きしていいからさ！　えっと、で、室見さん資料はまだ打ち出してないですよね？」

「え、ええ」

　ひくっ、ひくっ。

　室見のこめかみが震ふるえている。怒りが肌の下でうねり、滾たぎっている様よう子す。

「じゃあ茶ちや山やま君、プリントアウトとコピーお願ねがいできるかな。僕らの分と先方の分とで六部あればいいから」

「そんなの庶務さんにやらせればいいじゃないですか。コピーとか正社員の仕事じゃないですよ」

　びきいっ！

　頰ほおを引きつらせる室見に気づいた様よう子すもなく、茶山はしたり顔で続けた。

「僕らＳＥの単価って高いんですから。なるべく単純業務は下に落としてくべきですよ。あのカモメさんって人使えないんですか？　なら他部署の庶務さんに頼んででも」

「い、いや、だからね」

「すいませーん、やっぱり今日きよう五時半には帰りたいんですけど。六時から料理教室の予定入ってて」

「ていうかもうメールで送っちゃえばいいんじゃないですか？　質問事項含めて。そうすれば紙も節約できますし」

「あ、移動の時間考えたら五時二十分には志し木き出たいかもー。というか私行かなくていいですか？　挨あい拶さつはまた今度って感じで」




「っざけんなー！」




　室むろ見み火山噴ふん火か。

　決けつ壊かい。天変地異レベルの大だい爆ばく発はつ。

　タイトスカート姿にもかかわらず机に足をかけ、つかみかかろうとする。梢こずえと二人ふたりで必死に引き留めた。ほとんど羽は交がい締じめのような姿勢で新人から遠ざける。

　な、何が『今更新人教育くらいで苛いらついたりしない』だ。きっちり暴ぼう発はつしてんじゃないか！

　とりあえず資料とＰＣをまとめ解散する。室見を先に部へ屋やから出し、新人達には再度資料の準備を指示した。

　背後から「パワハラだ」「モラハラだ」とつぶやき声が聞こえてくる。梢が絶望的な表情を向けてきた。

「やっぱりあの二人、室見さんと一いつ緒しよに動かさない方が」

「でもリシーさんに無理言って割り当ててもらったんですし、こちらの都合で『ごめんなさい』ってのも」

「じゃあせめて挨拶の日取りを分けませんか？　私と桜さくら坂ざかさんで行ける日程に変えてもらうとか」

「だとしても先方と顔見知りなのは室見さんだけですし、完全に外すわけにはいかないでしょう。一度は一緒に行ってもらわないと」

　自分達だけで訪問しても「誰だれやねん」という話だ。

　まだ不安そうな梢にうなずいてみせる。精一杯の笑えみを浮かべて。

「大丈夫です。僕が横から見てますんで、やばくなったらフォローしますよ。だいたい今回は挨あい拶さつだけですしそんなに揉もめるポイントもないでしょう。心配しないでください」

「……はい」

　了承の声は弱々しかった。




　往路の電車は針のむしろだった。

　茶ちや山やま・箱はこ崎ざき・室見ともに一言も話さない。新人二人は黙もく々もくとスマホをいじり続けていた。途中何度か世間話を持ちかけてみたものの長くは続かなかった。室見も茶山・箱崎も意い識しき的てきにコミュニケーションを避けている。

　御お茶ちやノの水みず駅から地下鉄丸まるノの内うち線せん・東とう武ぶ東とう上じよう線で約一時間、やすりのような空気に精神を削られようやく目的地にたどりつく。

　真新しいペデストリアンデッキを抜けた先にヤクモスポーツの本社ビルはあった。灰はい色いろの地味な作りで、申し訳程度に「ＹＡＫＵＭＯ」の看板が掲げられている。普通に通りがかったら見み逃のがしてしまいそうだ。どうやら店てん舗ぽは併設されていないようで入り口脇わきのシャッターも閉まっている。

　自動ドアを抜けてエントランスに向かう。室むろ見みは内ない線せん電話を取り上げると来訪の意を告げた。しばらくしてエレベーターの扉が開き初老の男性が現れる。鬢びんに白髪しらがが交ざった人のよさそうな人物だ。

「こんにちはスルガシステムさん、おや、随分大所帯ですね」

「すみません。突然人数を増やしてしまって」

「いえいえ、こんなところまで来てくださる業者さんは少ないですから大歓迎ですよ。遠いところ大変だったでしょう。さ、どうぞこちらに」

　吹き抜けスペースの階段を上り会かい議ぎ室しつにたどりつく。男性は内線でお茶を頼むと席を勧めてきた。

「ご挨拶よろしいでしょうか」

　室見が名刺交換を促してくる。

　荷物を足下に置き名刺入れを取り出した。一歩進み出て頭を下げる。

「スルガシステム桜さくら坂ざかです。室見と同じチームのエンジニアです。よろしくお願ねがいします」

「ああ、室見さんと」

　男性担当者が相そう好ごうを緩ゆるめる。名刺を受け取りつつ。

「若くて優ゆう秀しゆうな方が多いんですね。私なんかこの年で全然ネットワークとか分からないものですから、室見さんには助けられてばかりです」

「ああいえ、僕なんかはまだ全然未み熟じゆく者ものですが、なんとか室見に追いつけるよう頑張っているところです」

　再度会釈して場所を譲ゆずる。茶ちや山やまが背筋をピンと伸ばした。

「スルガシステムの茶山です！　どうぞよろしくお願ねがいします」

　元気がいい。さすがに学生時代から働いているだけあって場ば慣なれしている。安心して見ていられた。続いて箱はこ崎ざきだが。

「あ」

　ハンドバッグをのぞきこみ声を上げる。ざわりと胸が騒さわいだ。

「名刺忘れちゃいましたぁ」

　瞬しゆん間かん室見の目が吊つり上がる。破局の予感に突き動かされ、気づけば「すみません！」と叫んでいた。

「実はこの二人ふたり新人で、お客様先に出るのも初めてなんです。申し訳ありません」

　ははぁと男性担当者がうなずく。眦まなじりを緩ゆるめ。

「かまいませんよ。最初は色々と失敗するものですよね」

　折よくノックの音が響ひびきアシスタントの女性がお茶を運んでくる。室見はまだ腹立たしそうだったが長息し席へと戻った。用意した資料を配布する。

「ではまず例の無む線せんの話をさせてください。メールでいただいた内容をもとにいくつか展開プランを考えてみました」

「ほうほう」

　男性が眼鏡めがねをかけ直す。プレゼン資料に顔を近づけた。

「結けつ論ろんから言うと今のご予算で本社全すべての無線化は厳きびしいです。内線電話も含めてリプレースすればコストメリットも見えてきますが、そうでないなら一いつ旦たんはエリアを絞ってアクセスポイント設置、順次拡張を考えていくべきです」

「電波を強くすれば無線の機き械かい一台でたくさんのエリアをカバーできると聞きましたが？　ええっと、ＰＯＳの業者さんから」

「確たしかにアクセスポイントＡＰ一台あたりのカバレッジは大きくなりますが、チャンネル数は変わらないので通信品質が劣化します。下へ手たをすると繫つながらない端末が出てくるかもしれません」

「チャンネル数」

「道路の車線数みたいなものです。どれだけ道を長く延ばしても車線数分しか車は走れませんよね？　二車線なら二台、四車線なら四台。だったら道路自体を別に作ってしまう方がいいです」

「それがＡＰを複数置くということですか」

「ええ。電波強度を弱めて隣となりのＡＰとチャンネルが干渉しないようにして、一台あたりの収容端末数を制限する。これが無線ＬＡＮ構築の基本です」

「色々難むずかしいんですねぇ」

　男性担当は頭を搔かいた。

「私も社長も、てっきり各フロアの真ん中に無線の機械を置けばこと足りると思っていたんですが」

「Ｗｉ‐Ｆｉの電波は無免許で使える分、色々制限がありますから、そこを設計でカバーしていく必要があるんです」

　丁てい寧ねいに回答して室むろ見みはプレゼン資料の解説に移った。事前に話していた通り会かい議ぎ室しつや応接エリアを優ゆう先せんして無線化する案だ。導どう入にゆうフェーズごとの構成を絵と文章で説明していく。

「まず会議室スペースは一フロア毎ＡＰ二台、四フロアで計八台。役員室は二台。応接エリアは吹き抜けと隣り合ってるので電波輻ふく射しやが読みづらいですが一いつ旦たん四台と見み積つもっています。計十四台。多た分ぶんこれで上うわ振ぶれはしないはずです。それにコントローラとライセンス費用を加えたものが当座の価格感だと考えてください。あとはここからどれを絞って実施していくかです」

「コントローラは絶対に入れなきゃだめなんですか」

「アクセスポイントのみスタンドアローンで入れることもできますが、そうするとあとで集中管理型に変える時、設計変更が必要になります。運用負荷も考えるとこのタイミングでコントローラを入れておいた方が無ぶ難なんです」

「うーん」

　男性担当の顔は悩ましげだった。広い額ひたいをタップして。

「お話は理解しました。ただこの金きん額がくになると御おん社しやの見積もりのみというのは厳きびしいですね。他社から相あい見み積つとって社内の合意を取らないと」

「ですよね」

　もっともな話だった。想定を上回る費用が出てきて即決できる情シス担当などいない。一いつ旦たん持ち帰り、価格・提案の妥当性を見極める。他社の意見を訊きく。営利企業である以上当然のアクションと思われたが。

「え、それちょっとおかしくないですか」

　無ぶ遠えん慮りよな声が上がる。茶ちや山やまが身を乗り出していた。浅黒の顔が強こわばっている。

「ＡＰ数のサイジングも構成検討も本当なら設計の話ですよ。それを全部ただでやってもらって、だいたい固まった瞬しゆん間かんよそに提案依頼とか変でしょう。これお金取れる話ですよ」

　凍りつく空気の中、男性担当は両目をしばたたいた。

「あ、ああ、そうですねぇ。確たしかに仰おつしやる通り、提案というレベルよりこれ少し踏みこんでますね」

「少しじゃないですよ。基本設計と構築スケジュール案まで出してるじゃないですか。スルガへの発注が決まっているなら多少の赤字稼か働どうも仕方ないでしょうけど、コンペ次第では他社に流れるんですよね？　それじゃうちは丸損ですよ」

「お、おい、茶山」

　ようやく衝しよう撃げきから覚める。人間、あまりに想定外のことが起きると動けなくなるらしい。遅ればせながら彼の暴ぼう走そうを止めようとしたが。

　タンと何かの落ちる音がした。

　カラフルなシャープペンシルが床に見える。誰だれのだ、近くに真新しいパンプスが確かく認にんできる。室むろ見みのではない。箱はこ崎ざきのだ。視し線せんを上げると小さな頭が揺れていた。泣きぼくろのそばの目がぴったり閉じられている。

（寝てるー！）

　いつからだ。ややこしい話が続いていたから眠くなってしまったのか。どんな神経だ。客先で居眠りなど信じられない。

　呆ぼう然ぜんとした心に追い打ちをかけるように茶山の声が聞こえてくる。

「どうしてもコンペにするなら今回の基本設計はコンサルとして別費用にするべきじゃないんですか。ヒアリングと要件定義でかかった分を正しよう味みで請せい求きゆうさせてもらうとか」

「はぁ、でも御おん社しやには今までも似たような形でご相そう談だんに乗ってもらってたんですが」

「それはまずいですよ。月げつ額がくサポートは月額サポート、新規対応は新規対応できっちり区別していかないと。お互いなぁなぁ、あとはよろしくでやっていたら担当者が変わった瞬間、サービスレベルが変更されかねません。御おん社しやとしても困るでしょう」

「うーん、そういうものですか」

「そうですよ！」

　こちらはこちらで鼻息荒く持じ論ろんを展開している。無む茶ちや苦く茶ちやだ。ヤクモの担当者はしかつめらしい顔でうなずいていたが、難むずかしい客なら激げき怒どしていただろう。片や居眠り、片や顧こ客きやく無視の大演説中。

　一体どちらから対処すればいい。変に口を挟めばもっとややこしいことになりかねなかった。客前で叱しかりつけるのってありなのか。泣かれたり反発されたりしたらどうする？　議ぎ論ろんがエスカレートして喧けん嘩かになったら？　できれば先方に気づかれないよう注意したかったが。

（いや、もう無理だし）

　まずは箱はこ崎ざきを起こしてそれから茶ちや山やまを制止して。

　考えがまとまらない。何をしてよいか分からずまごついていると。

　バンッ！

　激はげしい音が響ひびき渡った。

　室むろ見みの掌てのひらが机を打っていた。箱崎がびくりと身体からだを震ふるわせる。丸い目が混乱の色をたたえていた。

　室見は絶対零度の視し線せんを新人達に向けた。
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「あなた達、もう帰りなさい」

　死刑宣告のような響ひびきに背筋が寒くなる。

　新人は動かない。いや動けないのか、怒気よりももっと強く色いろ濃こい感情に射すくめられている。

　沈ちん黙もくに業ごうを煮やしたのか室むろ見みが新人の荷物を片づけ始めた。机上のプリントと筆記具を乱らん暴ぼうに彼らの鞄かばんに叩たたきこむ。

「ちょ、ちょっと、室見さん！」

　彼女まで切れたら洒落しやれにならない。少し冷静になってくれ、落ち着いてくれと懇こん願がんしかけたが。

　はっと息を吞のんだ。

　視し線せんが合う。綺き麗れいな鳶とび色いろの目に癇かん癪しやくの色はなかった。どこまでも冷たく静かに醒さめきっている。

「桜さくら坂ざか、あんたが研修担当としてできることをやろうとしているのは分かる。後進育成のために少しくらいの不手際を飲みこまなきゃいけないことも理解している。でもね」

　でも。

　白い顔に初めて憤いきどおりが現れた。唇を歪ゆがめ強い口く調ちようで続ける。

「お客さんは新人教育の教材じゃない」

　一言もなかった。

　凍りついた空気の中、茶ちや山やま達を促し退室する。見送りのないままビルの外へ。一応駅前の喫茶店に寄っていくか確かく認にんしたが二人ふたりは無言で首を振った。気まずい雰囲気のまま志し木き駅えきで解散する。




　そして、翌日から箱はこ崎ざきは会社に来なくなった。
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『辞めるわけじゃないみたいだよ。ただなんか体たい調ちよう不良で、しばらく会社に出てくるのは辛つらいかもって』

「そう……ですか」

『なるべく早く復帰したいけど、今はなんとも言えないって。日中は元気だけど夜になると気分が悪くなるんだとか、で、会社休むとまた復調するみたいで』

「みたい」

『うん、みたい』

　採用担当の報告はやたらと伝聞が多かった。先ほどから何度も「っぽい」「かも」という言葉を使っている。

「なんかはっきりしませんね」

『本人と話せてないんだよね。箱はこ崎ざきさん、実家暮らしでさ、家の人と話しただけ。家庭訪問も考えたんだけど今はそっとしておいてほしいって』

　卓上のカレンダーを見る。四月十二日月げつ曜よう日び、例のヤクモ訪問から四日が経過していた。土日を挟んでもう二日箱崎は欠勤している。気になって採用担当に様よう子すを確かく認にんしてもらったところ返ってきたのが今の報告だった。

　昼間は元気で会社が近づくと気持ちが悪くなる。というかそれって間違いなく。

「完全に出社拒否でしょう。ノイローゼの類たぐいじゃないですか」

『そこまで重いかどうかも判断つかないんだよねぇ。こっちから心しん療りよう内ない科か行ってくれとも言えないしさ』

「あの、一応確認なんですけど、このまま休み続けたらどうなるんですか？」

『うーん』

　採用担当の声は悩ましげだった。

『杓しやく子し定じよう規ぎに言うと入社半年以内は有休がないんだよね。なので今の彼女は欠勤扱い。で二週間、無断欠勤が続くと法律的には懲ちよう戒かい解雇の対象になる』

「懲戒!?」

『あくまで杓子定規にやったらだよ。ただ実際問題、今の箱崎さんからは診断書も出てきてないしね。会社に復帰できる見こみがないならどこかで判断しなきゃいけなくなるかも』

　二人ふたり目めの退たい職しよく者しや。

　気が重くなる。新人達の自じ業ごう自じ得とくとは言え、日々戦力が削られていっている事実に違いはない。研修担当として無力感がこみ上げてきた。

『まぁあんまり思い詰めないで。今回の件どう考えても箱崎さんが悪いよ。だめなことをだめと叱しかられて折れちゃうなら、それはもう僕らじゃどうしようもないさ』

「はい……」

『室むろ見みさんのことも責めちゃだめだよ。彼女だって嫌いやな気分になっているだろうし、そんな時に身内の桜さくら坂ざか君に非ひ難なんされたらダメージすごいよ。そこはちゃんと想像力働かせてね。憎まれ役には憎まれ役の悩みがあるんだから』

「分かってます」

『ＯＫ。じゃ、また何か動きあったら連絡するんで』

　電話が切れる。我知らず溜ため息いきを漏らしていた。このあとプロジェクトの定例が四つ控えている。先週までは「いつか新人が一人前になったら手放せるから」と思っていたが今となってはその目め処ども立たない。むしろ彼らに振った仕事の逆流に怯おびえる日々だった。

（室見さんと案件の割り振り、話した方がいいかもなぁ）

　情けないがいくつかの仕事については引き継ぎをストップした方が無ぶ難なんだ。せめて研修が落ち着くまで。いや生き残る新卒の数が見極められるまで。

「あー、こんなことならいっそ新人とか採らないでもらえたら」

　愚ぐ痴ち混じりのつぶやきを漏らした瞬しゆん間かん「すいません」と呼びかけられる。振り向いてぎょっとなった。浅黒の顔の男子、茶ちや山やまが立っている。

「!?　い、いや今のは別に深い意味はなくて。というか考えごとの途中が口に出ちゃった感じで。特に君らをどうこう言うつもりは」

「はぁ」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる。こちらの発言が聞こえていなかったのか、緩かん慢まんに用を告げる。

「藤ふじ崎さきさんから資料のコピー頼まれたんで渡します。夕方の打ち合わせまでに読んでおいてくださいってことです」

　２アップのモノクロ資料を手渡してくる。午後の定例の一つで使うものだ。きちんと右上をステープラーで留めてある。

「あ、ありがとう」

　茶山は会釈すると去っていった。入り口脇わきの席に腰かけ無言で作業を再開する。どうも資料の製本をしているようだ。

　ん、ん？

　なんだ。あれほど雑用を嫌いやがっていたのに。心を入れ替えたのか？　だとすれば朗報だ。失敗続きの新人育成で唯一見えた光こう明みよう。室むろ見みの一いつ喝かつも無む駄だではなかったらしい。だがちょっと元気がないような。精彩を欠くというか覇は気きがないというか、体たい調ちようでも悪いのか。

「あー、あれは辞めるねー」

　あっけらかんとした声に顔を向ける。カモメが帳ちよう票ひよう片手に茶山を見ていた。キャビネから席に戻る途中だったのだろう、寸すん詰づまりの鍵かぎを持っている。

「な、なんですって？」

　思わずまばたきしてしまった。「辞める？」

　まじまじ見返すと彼女はうなずいた。

「うん、二ヶ月以内かなぁ、もって」

「ど、どうして、真ま面じ目めに仕事してるじゃないですか。文句も言わず、黙もく々もくと」

「へー、工こう兵へい君にはあれが真面目に見えるんだ。ふぅん」

「なんですか。もったいぶらずに教えてくださいよ。あれが真面目じゃなかったらなんだっていうんですか」

　カモメは顎あごをなでた。細い首を傾けて。

「あれはね、何も考えてないだけだよ」

　へ？

「自分の意思がない。言われたことを言われたままやっている。ロボットと同じだよ。一のインプットに対して一しか返さない。創意も工く夫ふうも何一つ凝こらさない」

　もう一度茶ちや山やまを見る。彫りの深い顔に感情はなかった。ギラギラした野心も反骨精神もすっかり消きえ失うせている。

「なんで」

　呻うめくような声にカモメは肩をすくめた。

「気力が萎なえちゃったんでしょ。やることなすこと批判されて、自分のキャリアや実力も認めてもらえなくて自じ暴ぼう自じ棄きになってる」

「茶山がですか？」

　あれだけ尖とがっていたのに、自信満々だったのに。わずか一回怒ど鳴なられただけで腐ってしまった？　信じられない。

「プライドの高い子にはよくあることだよ。硬さは脆もろさっていうでしょ。挫ざ折せつ知らずで突き進んだ分、一度くじけると立ち直れない」

「に、にしても辞めるかどうかは分からないでしょ。淡々と仕事をこなすキャラになって職しよく場ばと折り合いつけていくかも」

「工こう兵へい君。人間そんなに根っこの部分は変わらないよ。自分らしさを発揮できない環かん境きようじゃいつか心が壊こわれちゃう。彼はコンサルとかベンチャー起業に興きよう味みがあるんでしょ？　だったらあんな働き方には耐えられないよ。多た分ぶんどこかのタイミングで他ほかの環境を探し始めるか、そうでなかったら」

　本当に心を壊しちゃうかもね。

　何気ないつぶやきにぞっとする。気づけばオフィスに闇やみが落ちていた。新人達を中心に黒い霧きりが立ちこめている。

「僕は」

　自分は。

　どうしたらいいんだ。

　新人に優やさしく接するべきなのか、厳きびしく当たるべきなのか。分からない。行動の軸が見えてこない。何をしても裏目に出る。悪い結果になる。

　一体どうすれば。

「カモメさん」

　すがるように呼びかけた瞬しゆん間かん、内ない線せんが鳴った。カモメがごめんねと謝しや罪ざいし背中を向ける。パーティションに戻ると元気よく応対し始めた。

　なんとなく見捨てられた気分になった。肩を落としモニタに向き合う。こんな状況でも定例の準備はしっかりやらなければならない。ミーティング開始までにあといくつの資料が必要だ？　メールも随分長いこと処理できていない。そうだ。新人の日報にコメント返さなきゃ。自分で指示しておいて尻しりすぼみじゃ格好悪すぎる。研修時間割の確かく認にん、検証作業、提案書のチェック。

（あぁ）

　だめだ、思考が追いつかない。方針がまとまらない。

　モチベーションが、集中力が霧む散さんしていく。

　目め眩まいを覚えていると携帯が震ふるえた。恐怖に硬直する。勘弁してくれ、もうこれ以上一つだって仕事は受けられないぞ。

　だが画面に表示されたメッセージは可愛かわいらしい顔文字に彩られていた。業務のメールではありえない。これは、この内容は。




『やほー☆　今日きよう仕事終わったら飲まない？　ハシモト』
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　夜の新しん橋ばしは騒そう々ぞうしい。

　ネオンが、駅の照明が、高層ビルの灯あかりが無秩序にまたたいている。ＳＬ広ひろ場ばは待ち合わせの人でごった返し、呼びこみの声と電車の通過音が喧けん噪そうに混ざり合っていた。昼間と同様サラリーマン人口は多いが堅苦しさは感じられない。むしろ解放的な感じだ。誰だれもが職しよく場ばでの鬱うつ憤ぷんを晴らすように明るくうかれ騒さわいでいる。

　時と計けいを確認。午後十一時、すっかり遅くなってしまった。一体何度橋はし本もと課か長ちように遅延の連絡を入れただろう。一時は「延期にしませんか」と言ったものの彼女は頑かたくなだった。「では八時に」「九時開始で」「十時では」とリスケしまくった挙げ句、現在に至る。

　なんだかちょっと珍しい。普ふ段だんはくどいくらい相手の都合を確認する人なのに。何かあったのだろうか。会社で嫌いやなことがあって慰なぐさめてほしいとか？　プライベートのトラブルの相そう談だんとか？　ううん、どちらも想像がつかない。前に結婚式のスピーチ絡みで相談してきた時もきっちり休日に予定入れてきたものな。あれを上回る緊きん急きゆう度ど。まさか。

　まさか。

（恋の告白とか）

　鼓動が高鳴る。

　ありえない話ではない。実際社会人になってから飲んでいる回数は橋本課長とが圧倒的だ。あまり年上に甘えるタイプじゃなさそうだし、ひょっとして年下ＯＫだったとか？　で、新年度キリのよいタイミングで行動に移ったとか。うぉぉ、クールビューティー年上の彼女！　やばい、ちょっといいかも。

　いや待て、待つんだ。僕にはカモメさんがいるじゃないか。ＳＥ部の女神、綺き麗れいなお姉ねえさん・アズＮＯ１。彼女とは研修終了後、飲みの約束をしている。そのフラグをここで叩たたき折るのか。一時間前には考えもしなかった選択肢のために？　あまりにも軽々だろう。無む線せんＬＡＮの予算取りどころではない。最低一ヶ月は悩みたかった。

（くうっ）

　辛つらい、辛すぎる。多た分ぶん橋はし本もとさんは決死の覚悟を固めてくるのだろう。何度もシミュレーションし、躊ちゆう躇ちよし、時に萎なえそうになる心を奮ふるい起こして今日きようの場に臨のぞんだのだ。だが自分は満足な結けつ論ろんを与えられない。「気持ちは嬉うれしいです」「でも今は心を決められなくて」なんてその場しのぎの最低な対応をするのだろう。彼女は怒るだろうか、あるいは悲しむだろうか。いっそ詰なじってくれとも思う。責められれば少なくとも罪悪感は和やわらぐ。だが、それこそ身勝手の極致だ。不誠実な態度を取りつつ心の安あん寧ねいまで求めるなど、人倫にもとる。

（よし）

　あえて自分は憎まれ役を買って出よう。今日の飲みに楽しさは求めない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、冷徹な態度を取る。そうすれば彼女も冷静になるだろう。こんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男に執着することもなくなるはずだ。

　待ち合わせ場所は定番、ＳＬの前。顔を引きしめ歩いていく。

　いた。見み慣なれたピンストライプのパンツスーツ、バレリーナのように均きん整せいの取れた身体からだつき。肩まで伸びた髪は左右に分かれ白いうなじが露あらわになっている。

　日に本ほん人じん離ばなれしたプロポーションのせいか、彼女は周囲の視し線せんを一身に集めていた。下町に舞まい降りたトップモデル。辺りの喧けん噪そうをよそに一人ひとり超然とした空気をまとっている。

「橋本課か長ちよう」

　硬い声で呼びかけた。たとえ彼女がどんな表情を向けようと決して緊きん張ちようを解くまい、気を緩ゆるめまいと思ったが。

　振り向いた橋本は猫耳のカチューシャをしていた。

　!?

　！！？

　比ひ喩ゆではなく目を剝むいていた。

　自分の見ている光景が信じられない。一体何が起きているのか、どういう状況が繰くり広げられているのかさっぱり理解できない。

　だが眼鏡めがねのクールビューティーはいつもと同じ涼しい顔で応こたえた。

「ああ桜さくら坂ざかさん、お疲れ様です」

　声が出てこない。ぱくぱくと金魚のように口を動かす。

「お忙しいところお呼びだてして申し訳ありません。仕事は一段落ついた感じですか」

「え、ええおかげさまで」

「よかったです。色々立てこんでるようなのでご迷惑かなとも思ったのですが、週末姪めい乃の浜はまさんと脆ぜい弱じやく性せい対応の件でお話しした際、明日あした以降桜さくら坂ざかさんもっとお忙しいかもという話だったので、お声がけするなら今日きようかなと」

「お気き遣づかいありがとうございます。助かります……て、そういう話じゃなくて！」

　頭の上を指さし。

「ど、どうしたんですかそれ!?　何ごとですか!?」

「？　これですか」

　橋はし本もとはこともなげに猫耳をいじった。青白い首を傾け。

「姪めい乃の浜はまさんから作業の合間に桜坂さんの近況をうかがいまして。新人研修で色々ご苦労されているようだと」

「は、はぁ」

「弊へい社しやの仕事含めて案件も立てこんでいて、業務と研修の両立でかなり参っている様よう子すだと。で、何かプライベートの友人としてお手て伝つだいできることはないか訊たずねたところ、姪乃浜さんからアドバイスを受けまして。こんな時だからこそ桜坂さんの願がん望ぼうを叶かなえてあげるべきだと」

「願望」

　……悪い予感がしてきたぞー。

　橋本はカチューシャをなでた。気恥ずかしそうに目を伏せ。

「こういうのがお好きなんですね、少々意外でした」

「悪質なデマだよ！　まったくもって身に覚えがないよ!?」

「万全を期すなら尻尾しつぽも買うべきだと言われましたが」

「違う、断じて違う！　完全にでっちあげです！」

「遠えん慮りよはいらないにゃん？」

「かわいい！」

　無表情で招き猫ポーズとか、凄すさまじくぞくぞくするんだけど！

　恐ろしい。橋本文ふみ月づき、二十九歳。底知れぬポテンシャルを秘めている。民間企業の情シスにはもったいない人材だ。是非ともしかるべき事務所に紹介したい。新ジャンル、猫耳クールビューティー、ステージ衣装はビジネススーツって感じで。

『新曲は「届けＲＦＰ」！　皆さん受注してね！』

　受注したい。

　妄想はさておき、ようやく周囲の注目を浴びている理由が分かった。モデル体型のキャリアウーマンが猫耳をつけてたたずんでいるのだ。マネキンを思わせる無表情で、超然とした雰囲気をまといながら。

　異様である。

　何かのイベントかさもなくば罰ゲームだと思うだろう。悪いことに今彼女の前には自分がいる。間ま抜ぬけ面づらで、無ぶ遠えん慮りよに猫耳を睨ねめ回す男が。

　ひそひそ声が聞こえてくる。

　──いやぁねぇ、人前であんな格好させて。

　──彼女さんも気の毒に。

　──ショックで顔が強こわばってるわ。可哀かわい想そうに、あんな無表情になっちゃって。

　うわぁあああん！　違うんだよー！

　てか梢こずえさん何言い出してるんだ。完全にテロ行為じゃないか。

　何か自分に恨うらみでもあるのか？　自分と橋はし本もと課か長ちようの仲を搔かき乱してどんなメリットがあるというのだ。

　いや、答え探しはあとだ。まずは今の苦境から脱しなければ。

「と、とりあえず店に移動しましょう。飲み屋は決めてるんですか？」

「いえ、今日きようは桜さくら坂ざかさんの行きたいお店にしようと思っていましたので」

　ありがとうございます！　でも今回は目的地が決まっていた方が嬉うれしかったです！

「分かりました。じゃあ歩きながら探しましょう。こっちで」

　ＳＬ広ひろ場ばを脱出、横断歩道を抜け細い路地に入りこむ。赤あか提灯ちようちんに照らされ歩いていると酔っ払いが好奇に満ちた視し線せんを向けてきた。月げつ曜ようだというのに店はどこも繁はん盛じようしている。さすがは新しん橋ばしというべきか。暖の簾れんの奥は赤ら顔のサラリーマンであふれていた。立ち飲み屋のいくつかはすぐ案内してもらえそうだったが、どうにも女性を連れて入るのははばかられる。結局同じ街区を何往復もした後、表通りのアイリッシュパブにたどりつく。煉れん瓦が壁へきのシックな趣おもむきでここなら橋本課長が入っても違和感なさそうだ。

「いらっしゃいま」

　出迎えた店員の顔が凍りつく。視線が橋本課長の頭に吸いつけられていた。いかん、まだ猫耳が着けっぱなしだ。

「えっと、二人ふたり入れますか？」

　目線を遮さえぎり問いかける。店員は「あ、あ、はい」と口ごもりつつ奥へと案内してくれた。何かを察してくれたのか、半個室のようなスペースに通される。壁かべと柱に遮られ他ほかの席から死角になる場所だ。

「ご、ご注文が決まったらお呼びください」

「あ、僕ギネスで、１パイント」

「私もそれでお願ねがいします」

「か、かしこまりました」

　伝票を記入して逃げるように去っていく。多た分ぶん厨ちゆう房ぼうの仲間に知らせるつもりだろう。猫耳キャリアウーマン現る、奥のテーブルに滞在中と。

　一息つき橋本課長を見た。

「あの、もう大丈夫ですよ。それ取っていただいても」

　眼鏡めがねのクールビューティーはこくりと首を傾けた。

「元気、出ましたか？」

「出ました出ました。もうガソリン満タンです。ありがとうございました」

　橋はし本もとは小さくうなずきカチューシャを取った。異様な雰囲気がぬぐい去られる。いつもの静せい謐ひつな空気が帰ってきた。

「しかし……結構思い切ったことされますね。僕の方こそ意外でしたよ」

「これですか？」

　かざされた猫耳に首肯してみせる。

「橋本さん、自分のイメージを大事にされる印象があったので、大勢の前でそういう砕けた格好をするのには驚おどろいたというかなんというか」

「まぁ、抵抗がなかったと言えば噓うそになりますが、桜さくら坂ざかさんには色々お世話になっていますし」

「お世話」

「披ひ露ろう宴えんの件とか」

「ああ」

　例のスピーチの話か。

「あれは……別に大した話じゃないですよ。ほとんど橋本さんの練習を横から見ていただけですし」

「にしてもあの時は心強かったですから。いつか恩返ししなければと思っていたところです。今回姪めい乃の浜はまさんの話を聞いて少しくらいお力になれればと思って。この程度の座ざ興きようで気が紛れるなら安いものかと」

　じんと来る。彼女だって新年度で忙しいだろうにこちらのことを気き遣づかってくれたのか。捨て身の仮装までして。色いろ恋こい沙ざ汰たなんて邪推したのが恥ずかしい。

　折よくドリンクが運ばれてきた。黒褐色の液体が煌きらめく。クリーミーな泡が喉のどの渇かわきを思い起こさせた。

　オイルサーディンとフィッシュアンドチップスを注文、ジョッキを打ち合わせる。

「お疲れ様です」

「お疲れ様です」

　乾杯。よく冷えたギネスを喉に流しこむ。うまい、こくのある苦みが口中に広がる。国産ビールと違いホップの香りが強い。パンチのある味だ。

　溜ため息いきをついていると橋本課か長ちようが目め線せんを合わせてきた。

「よかったら少し状況うかがわせてもらえますか？　私の経けい験けんでアドバイスできるところがあるかもしれませんし。ああもちろん、社内のことで話しづらいなら無む理り強じいはしませんが」

「いえ……そうですね」

　今更繕つくろっても仕方ない。目の前の顧こ客きやくが友人として接してくれるならその好意に応こたえるべきだ。

「梢こずえさ……姪めい乃の浜はまからはどの程度話を？」

「さわりだけですね、詳細はうかがっていません。難むずかしい新人が何人かいるという話でしたが」

「難しい、というか癖くせがあるというか」

　固有名詞を伏せてぽつぽつ話し出す。集合研修での違和感、日報に関するゴタゴタ、ベテラン社員と新人の軋あつ轢れき。そして退たい職しよく者しやの登場。

　話がヤクモスポーツの一件に及ぶと橋はし本もとは考える目になった。細い首をひねり机をタップする。

「なるほど。それで桜さくら坂ざかさんはどうするんですか？　二人ふたりを見守る？　見捨てる？　それとも何か働きかけるんですか」

「分からないんです」

　素直な心情の吐と露ろ。

「理屈を説いてもダメ、優やさしく接してもダメ、怒ったら怒ったでやる気をなくす。一体どうすればいいのかさっぱり理解できないんです。何をしても裏目に出る気がして」

「自信がない」

「ですね。自分の感覚が信じられないんです。腫はれ物ものに触る感じになっちゃって、当たり障りのない言葉しかかけられなくて。でもそんなことを繰くり返しても何も解決しないってのも分かっていて」

　八はつ方ぽう塞ふさがりです。

　ぽつりと出した言葉は今の心境を的てき確かくに表していた。そう、進しん退たい窮きわまっているのだ。進むことも引くこともできず足踏みしている。無為に破局を待ち続けている。

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちた。

　スローテンポのジャズがフロアから響ひびいてくる。ジョッキの表面を水滴が伝っていった。

「一つ昔話をしてもいいですか」

　橋本課か長ちようが口を開く。無言でうなずき返した。

「私がコンサルタントとしてとあるメーカーに常じよう駐ちゆうしていた時のことです。隣となりの部署に何をしているのかよく分からない女性がいました。朝九時に来て夕方五時に帰っていく。たまに席の後ろを通りかかるとネットのニュースを見ている。本人も暇なのでしょう。何度か周囲の人間にやることがないか確認するのですが、みんな『いいよ、いいよ』と断ってしまう。不ふ思し議ぎに思って『あの人はなんなんですか？』と訊たずねると他ほかの社員に言われました。『ああ彼女はね、イレギュラー対応要員だよ』と」

「イレギュラー対応要員？」

「つまり業務システムで対応できない、変則的な事務処理をやるメンバーということです。システムを改修するほどのボリュームはない、ただし個々の正社員がこなすには面めん倒どう。そういう作業を人力でこなす担当。言い方は悪いですが雑用係ですね」

「なんか……えらく贅ぜい沢たくな人の雇い方ですね」

　いまいち想像がつかない。面めん倒どうな仕事を投げるためだけに人を仕入れるとか。スルガでは考えられない。

「正社員の単価が高かったんですよ。だから単純作業は可能な限りパートや派は遣けん社員に任せる。定型化できるものは通常の一いつ般ぱん職しよくに、そうでないものはパートに。ちなみに彼女は有期雇用の契約社員でしたが。まぁ大企業ではよくある話です」

　橋はし本もと課か長ちようは言葉を切りジョッキを持ち上げた。

「もともと不定期・不規則な業務で雇われているから稼か働どう量りようは少ない。且かつ単純作業員と見なされてるので渡せる仕事の幅も狭い。結果手が空すいて暇になる。不ふ真ま面じ目めな人間なら適当に時間を潰つぶすのでしょうが彼女は真面目だったんでしょうね。ある日、所属会社経由で退場を申し出てきました」

「退場、辞めるってことですか」

「我々の現場から別の現場に移るということですね。代だい替たい要員の提案もあったのでその話自体はスムーズに進みました。で、送別会の時、社員さんが彼女に次の仕事は何か訊たずねたそうです。どういう答えが返ってきたと思いますか？」

「さぁ……やっぱり同じような内容だったんじゃないんですか。メーカーでしたっけ？　同業種の事務職とか」

「外資系投資顧こ問もんの社長秘書だったそうです」

　は？

　しゃ、社長秘書？

　呆ぼう然ぜんとする自分に橋本はうなずいてみせた。

「現場の人間は知らなかったようですが、彼女はバイリンガルで留学経けい験けんあり。前職ではマーケティングの分析などもしていたようです。履り歴れき書しよにはきちんと記載してあったのですが特にみんな注意を払わなかったんですね。なのでただの雑用係として使っていたという」

「そ、そんなことありえるんですか!?」

　国際派のキャリアウーマンを庶務として使うなんて。鳥とり撃うちにバズーカを持ち出すようなものだ。一体なぜそんな齟そ齬ごが生まれたのか。配属前に分からなかったのか？

「別に普通にありえることですよ。形式的な面めん談だん、履歴書の誤読、派遣会社の無む思し慮りよ。ただし一番大きいのは顧こ客きやく側の思いこみでしょうね。『自分達は雑用係を雇った。だからそれ以外のことをやらせられるはずがない』」

　彼女にできるはずがない、と。

　橋はし本もと課か長ちようの声は冷ややかだった。

　二の句が継げない。沈ちん黙もくしているとややあって彼女は首を傾けた。

「ここから先は笑い話ですけど、当時その部署では英えい語ごができる人材を探していたそうです。海外展開のために、マーケティングに明るくて現地風俗にも詳しい人を。見つからない見つからないと言って必死に人材会社に声がけしていたんだとか」

「完全にコントですね」

「喜き劇げきを通り越してもはや悲劇です」

　店員が料理を運んでくる。フィッシュアンドチップスのポテトをつまみながら考えこむ。

　他ひ人と事ごとだから笑っていられるが、企業にしてみればかなり重大事だ。目の前にダイヤが落ちていながら必死によそで買いつけようとしていたのだから。しかも当のダイヤは「自分を拾って」と言い続けていたのだ。なのに社員達は無視した。「君は石ころだ。ダイヤなはずがない。石ころは石ころらしく転がっていればいい」と。

　……え？

　不意に悪お寒かんを覚える。

　似たような話が最近なかったか。「大手を担当したい」「大規模案件を任せてほしい」そう前のめりにリクエストされて自分達はノーを出し続けた。こいつにできるはずがない、やれるわけがないと決めつけて。

（い、いや、でも）

　茶ちや山やまは無理だろ。あいつは傍ぼう若じやく無ぶ人じんで礼れい儀ぎ知しらずで、仕事はえり好みするわ、人の意見に耳を傾けないわで不安すぎる。実際ヤクモと同じ対応を業なり平ひらにしたら怒られるだろう。橋本課長だって笑って許してくれるはずもない。だけど、だけれども。

「問題点を指摘することと、本人の適性をねじまげることは違いますよ」

　！

　橋本の指摘はこれ以上ないくらい的てき確かくに心をえぐった。

　息が止まりそうになる。

　そうだ。自分はいつしか新人達に特定の姿を求めていたのではないか。一人ひとり一人ひとり、個性のある人間としてではなく「新人」という一類型で扱っていた。技術に興きよう味みを持て、コミュニケーションを大切にしろ、ＰＭや提案は下した積づみを経けい験けんしたあとでいい。

　彼らの中には営業マインドのある者もいただろう、あるいは純粋な技術者指向の人間もいただろう。だがそんな適性を自分は気にもしなかった。全員に同じ課題を与え、同じ研修をほどこそうとしていた。なぜ？　簡かん単たんだ。自分の育ってきた道がそうだったから。たまたま技術と顧こ客きやく対応をバランスよくこなすエンジニアとして歩めてきたから。他ほかのパスがあるなどと考えてもみなかった。

　問題点と適性の違いは別。

　当たり前の話だ。ホウレンソウを注意するのは当然でも、適性のない人間に顧客対応をさせるのはミスキャストだ。逆もまたしかり。

　長い沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、橋はし本もとは頭を下げた。

「すみません、知ったふうなことを言って。ただ従順でそつのない部下を使いこなすのは誰だれにでもできます。上に求められることは不ふ揃ぞろいなメンバーをうまく業務というパズルにあてはめること。どんな跳ねっ返りでもお金に換えてしまうこと。それができる者こそよきマネージャーと呼ばれるのです」

「よき……マネージャー」

「コンサル時代の上司に言われたことがあります。仕事を片づけたいだけなら『よい仲間』を見つけろ、と。価か値ち観かんの近い優ゆう秀しゆうな同僚が揃えばどんな案件も楽にこなせると。ただもし君が上にいくことを望むなら──彼は言いました。仲間になぞ頼るな。逆にどんな問題児でも使いこなせるようになれ。それが結果的には一番近道になると」

「近道」

「王へローズの・トゥ道・ロード」

　囁ささやくような声にぞくりとする。灰はい色いろの瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめていた。

「桜さくら坂ざかさん、あなたが目指す場所はどこですか？　仲間とともに目の前の仕事を楽しくこなすことですか。それとももっと別のところ、ここではないどこかですか」

「僕は」

　湧わき上がる衝しよう動どうに驚おどろく。意い識しきの奥の鉱脈を掘り起こされた気分だった。アルコールで火ほ照てった頰ほおに別種の熱ねつ量りようが加わる。なんだ、今自分はなんと答えようとした。とてつもなく身のほど知らずなことを言おうとしたのではないか。

　顔を伏せて一呼吸置く。酩めい酊ていの海から理性を引き上げ。

「すみません、ちょっと色々考え直してみます。自分に足りていないところが見えてきた気もするので」

　様よう子すの変化に気づいたのだろう。橋本はわずかに眉まゆを動かした。

「アドバイスになりましたか」

「十分すぎるほど」

　課か題だいは山ほどある。まだ曖あい昧まい模も糊ことして固まり切っていないものも多い。だが直ちよつ近きんで言えることが一つだけあった。

「新人研修の悩み」なんてシンプルな問題にまとめてしまうな。茶ちや山やまとの関かかわり方、箱はこ崎ざきとの接し方。どれ一つとして同じものはない。個別に考え答えを導みちびいていかなければ。課題も対策も九名それぞれ、ゴールに至る道は全すべて異なる。

　そう、自分が向き合うべきは「新人」というのっぺらぼうな概念ではない。経歴も性格も異なる独立した人間達だ。凸でこ凹ぼこの彼らをいかに削り上げ、磨き上げていくか。お金に変えていくか。育成担当の腕の見せどころだった。

　ギネスを取り上げ机の上にかざす。橋はし本もとは小さくうなずきグラスの縁ふちを打ち合わせてきた。
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　翌日午後、新人との面めん談だんを開始する。

　今までのように課か題だいの進しん捗ちよくを訊たずねるのではなく、彼らの人となりを知ろうとした。

　学生時代に何をやっていたか、趣しゆ味みはあるか、バイト経けい験けんはどういうものか。なるべく職しよく場ばの話から外れて新人達の素を引き出そうとする。

　彼らは最初戸惑っていたが、本当に雑談だと分かるとぽつぽつ語り出した。

　聞いて驚おどろいた。

　彼らの中には自作のプログラムをフリーウェアとして公開している者がいた。ＪＴ＆Ｗの代理店バイトで光ひかり回かい線せん契約トップの成せい績せきを残している者がいた。ロードレースの大会で上位ランクに入る人間、中学までパリで過ごしていた人物、全国をヒッチハイクで回った猛も者さ。

　いずれも自分には真ま似ねできないことばかりだった。

　社会人経験が一年下というだけで、全すべて格下に見ていた自分に気づく。仕事はともかくプライベートの彼らは豊かで多彩な経験を持っていた。無視するにはもったいない。是非その経験を活いかし戦力になってほしかった。

「今度色々教えてよ。飲みながらでも」

　そう言うと新人達ははにかみながら「はい」と言ってくれた。

　各人の名前と会話内容をメモ帳に書きつけていく。通勤路ろ線せん・酒の趣しゆ味み・ランチの行きつけなどを聞いているとようやく全員の顔かたちが見えてきた。一見体育会系っぽいが頭の回転の速い男の子、派は手でな印象だが気き遣づかいのできる女の子、コミュニケーションスキルが高いのに裏方を志望する院卒生。

　なるほど、たった一つのやり方で彼らを導みちびくなどナンセンスだ。強味を伸ばし、弱味をカバーし、彼らがもっとも活かつ躍やくできる場を用意しなければ。必要なら新しい仕事を作ってでも。

　五人目、六人目、七人目。

　穏おだやかな雰囲気の面めん談だんが続く。だがそんな流れがずっと続かないことは分かっていた。八人目、箱はこ崎ざきが休んでいるため最後の一人ひとり。

　茶ちや山やま春はる木き。

　できれば対たい峙じしたくない。カモメ曰いわく、既に退たい職しよくの道筋が見えている相手だ。果たして今更歩み寄れるのか、有意義な関係を築けるのか。不愉快な思いをするくらいならいっそ現状維持でもと考えてしまう。

　だが逃げたらおしまいだ。「使いやすい人間を使い、使いづらい人間を外す」そういう刹せつ那な的てきな対応になってしまう。

　一息ついて決心。内線を取り上げる。電話口の相手に前の面談が終わったことを告げた。

　しばらくして浅黒の男子が会かい議ぎ室しつを訪れる。覇は気きのない表情で挨あい拶さつ、椅い子すに腰かけた。

「今日きようの面談の趣旨だけど」

　反応をうかがいながら告げる。

「僕自身、新卒面接に関かかわったわけじゃないからさ。あんまりみんなの人となりとか分からなくて、今後のこと考えても一度個人的に話した方がいいかなって。どんな学生時代送ってきたとか、何に打ちこんできたとか」

「はぁ」

「茶山君はあれ？　やっぱり学生ベンチャー一筋に打ちこんできた感じ？」

　呼び水的な質問に、茶山はだが即答しなかった。鼻の頭をわずかにひくつかせる。

「そうですね」

　端的な回答は拒絶と同義だった。視線を合わせてくれない。コミュニケーションを成立させようとしない。

「クラブ活動とかはやってなかったの？」

「いくつか顔は出してましたけど」

「へぇ、たとえば？」

「ＥＳＳとかインカレのテニサーとか」

「人脈広げた感じ？」

「まぁ、はい」

　沈ちん黙もくが訪れる。ロボットと話しているようだ。かけられた言葉に機き械かい的てきに答えているだけ。形式的に応答しているだけ。

（だめだ）

　完全に心を閉ざしてる。ふて腐れているのか、萎い縮しゆくしているのか、真相は分からないが結けつ論ろんは変わらなかった。彼は自分と会話する気がない。

　ざわりと胸が騒さわいだ。今までと異なる苛いら立だちが湧わき起こってくる。

　ガキが。

　二、三回叱しかられたくらいで凹へこんでるんじゃねぇよ。こっちがどれだけ泥水すすってきたと思ってるんだ。プライドも価か値ち観かんもへし折られ、地べたに叩たたきつけられ、それでも必死に食らいついてきた。なぜ？　仕事ってそういうものだからだ。この不条理で理不尽で残酷な社会の調ちよう整せい役やくとなること。ある者は身体能力で、ある者は技術や知ち識しきで皆の矛む盾じゆんを解決していく。楽しくて格好よくて華々しいだけの仕事なんて存在しない。思い通りにならなかったから対話を打ち切る？　そんな人間に一体どうして大きな仕事を任せられるのか。責任を与えられるというのか。

「随分簡かん単たんに折れるんだな」

　冷ややかな声に茶ちや山やまが顔を上げた。

　怪け訝げんそうな、何を言っているのかという面おも持もち。

「なんでも知っているみたいな顔して、ちょっと壁かべにぶちあたったらすぐ降参するんだ。安いプライドだな。がっかりだよ」

「なっ！」

　四角張った顔が気け色しきばむ。眉まゆ根ねに深い皺しわが刻まれた。

「なんだよ、怒るのか。本当のこと言われるのが気にいらないのか？」

「あ、あなた達が何もするなって言ったんでしょう！」

　茶山は目を怒らせた。

「客先では喋しやべるな、余計なことをするな、意見は言うな、気にいらないなら帰れって」

「だから？」

「だ、だから俺おれは」

「黙だまって言うことを聞いたのか、お行ぎよう儀ぎよく上司の言うことに従ったのか。というかそれができるなら、そう割り切れるなら」

　──最初から従順に振ふる舞まってればいいだろう。

「！」

　茶山の顔が衝しよう撃げきに歪ゆがむ。

　絶句する彼に睨にらむような視し線せんを向ける。

「組そ織しきに反発すれば疎うとまれるに決まってる。上司も同僚も人間だから反はん論ろんされれば面おも白しろくないし腹が立つ。でもどうしても通したい意見や思いがあるなら、リスクを冒してでも発言し続けるべきだろ。そして道が開けるのを待つべきだ。でなきゃ十分な権力が手に入るまで忠犬を装うか。顧かえりみて君はどうだ？　どっちもできていない。我を貫く勇気もないし上におもねるしたたかさもない。中途半端なんだよ。反骨精神があるようで会社に甘えてる。僕のわがままを受け止めてよ、認めてよ、なんで優やさしくしてくれないんだよーって」

　椅い子すが壁かべにぶつかる。茶ちや山やまが立ち上がっていた。全身に怒気を漲みなぎらせ顔中の筋肉を強こわばらせている。骨張った頰ほおが小刻みに震ふるえていた。

「違う」

　かすれた声が響ひびいた。

「俺おれはそんなんじゃない」

「へぇ」

　歪いびつに口角を持ち上げる。

「じゃあどんなのなんだ」

「会社に甘えたりなんてしない。自分で言ったことの責任は自分で取る。金を稼かせいでこいというなら稼いでくる。客を見つけてこいと言われたら見つけてくる。ミッションさえ与えられればきちんと結果を出してみせる」

[image: ]

「言ったな」

　片かた肘ひじをつき前に乗り出す。

　茶ちや山やまは目を逸そらさない。先ほどまでの無気力さは消きえ失うせ激はげしいエネルギーが虹こう彩さいに満ちていた。怒りと自負心が炎と化し瞳ひとみの中で弾はじけている。

「つまり君はこう言いたいわけだ。自分が黙だまっているのは会社がそう命じているからだと。方針さえ示してもらえればきっちりやりとげてみせる、成果を上げてみせると」

「はい」

「できなかったら？」

「できるまでやるだけです」

　脊せき髄ずい反射の物言いに苦笑したくなる。だが前のめりの姿勢には好感が持てた。根拠のない自身は若さの特権だ。世間知らずだから、怖い物知らずだからこそ進める道がある。

　面おも白しろい、であれば一つ任せてみるか。

　自分がやろうと思ってできなかったこと、現在進行形で苦労し続けていること。

「じゃあ」

　と口く調ちようを改める。挑発的な視し線せんを向けたまま。

「一つ仕事をお願ねがいしてもいいかな」

「な、なんですか」

　雰囲気の変化に戸惑ったのだろう、茶山はやや気け圧おされた様よう子すであとじさった。

　にやりと口元を緩ゆるめる。両りよう肘ひじを机につき、額ひたいの前で指を編あみ、挑むような表情で続ける。

「箱はこ崎ざきさんを会社に来させてくれないか」




　箱崎宮みや乃の、二十二歳。

　実家暮らしで一人ひとり娘むすめ。会社役員の父と専業主婦の母を持ち何一つ不自由ない生活を送ってきたらしい。小中高は私立一貫、大学受じゆ験けんも推すい薦せんで回かい避ひ。およそ競きよう争そうとは無む縁えんの人生だ。誰だれかを蹴け落おとし這はい上がるシチュエーションなど多た分ぶん想像もつかないのだろう。

　見み目めもいい。はっとするような美人ではないが見る者を安心させる顔立ちだ。よい意味で隙すきのある雰囲気というべきか。黙って座っているだけで異性が声をかけてくる。どうしたの？　何か困っている？　よかったら手を貸そうか、なんて感じで。

　そんな人生を二十年も続けてきたらおそらく精神が眠る。闘とう争そう本能も危き機き感かんも風化し曖あい昧まい模も糊ことした人格になる。多分それが彼女の本質なのだろう。難むずかしいことを考えず、欲望に忠実に、困ったら誰かが助けてくれる。人生イージーモード。

　なぜ場末のＳＩｅｒに就しゆう職しよくしようなどと思ったのか。大企業の事務にでも収まればよかったのに。社長に適当なことを言われ騙だまくらかされたのか？　経けい緯いは分からないが多分ここは彼女には不適だ。

　生き馬の目を抜くＩＴ業界。勤務時間は不規則で下へ手たをすると休日まで奪われる。客もベンダーも無む茶ちやばかり言い、ギリギリの判断とアクションを求められる。一つ間違えばすぐ納期遅延・コスト超過。同僚は皆手一杯でこちらのことまで構ってくれない。自分の身は自分で守る。頼るべきは己おのれの経けい験けんと技術、頭の回転のみ。

　彼女が生きてきた世界を温室とするなら、ここはサバンナだ。野生の猛もう獣じゆうが獲え物ものを取り合う弱肉強食の世界。まごまごしていれば食いはぐれる、どころか自分が餌えさになりかねない。

　多た分ぶん室むろ見みの一いつ喝かつはそれを箱はこ崎ざきに気づかせたのだ。自分が一体どんな世界に入ってしまったのか、今のまま進めば何を求められていくかを。

　だから来なくなった。会社から逃げ出した。

『箱崎さんを会社に来させてくれないか』

　茶ちや山やまには発破をかけたものの実際問題そう簡かん単たんにいくとは思っていない。多分長い時間がかかるだろう。自らの適性を見極め将来を見つめ直す期間が。

　採用担当や自分、部長陣にも協力してもらわなければ。何度も作戦を練り面めん談だんを繰くり返し、そうして初めて彼女は会社と向き合ってくれるだろう。一月、いや二月はかかるかもしれない。だが茶山には丁ちよう度どいい勉強だ。正せい論ろんだけで人は動かない。心という複雑怪奇な回路は作動しない。誰だれかに言うことを聞いてもらう難むずかしさが分かるはずだ。

　待ち受ける困こん難なんに気を引きしめ、翌朝出社すると。

「おはようございまーす」

　箱崎が会社に来ていた。

　!?

　！？

　呆あつ気けに取られる自分をよそに、他社員に挨あい拶さつしていく。藤ふじ崎さきが「もう大丈夫なの？」と訊たずねると彼女は「はい、ご心配おかけしましたぁ」と会釈し次の席に向かっていった。元通りのふわふわした印象だ。細い背中に影かげは見えない。

　な、なんだぁ？

　パーティションから顔を出し見送る。まじまじ視し線せんを凝こらすもあれは確たしかに箱崎だ。別人ではない。

「ど、どうなってるんだ」

　不意に後ろから「おはようございます」と声をかけられた。ぎくりとして振り向くと茶山が立っている。面おも白しろくもなさそうな顔でプリントを突き出してきた。

「これ、ＯＳ部からコピー渡してくれって」

「あ、ああ、ありがとう。助かる……じゃなくて！」

　通路の向こうを指さす。

「は、箱崎さん出社してるんだけど！」

「はぁ、してますね」

「なんで、どうして！」

　茶ちや山やまは不ふ思し議ぎそうにこちらを見下ろした。「なんでって」と仏ぶつ頂ちよう面づらになり。

「桜さくら坂ざかさんがあいつを会社に来させろって言ったんじゃないですか」

　へ？

「ちょ、ちょっと待って。じゃあ彼女が会社来たのって茶山君が説得したから？」

「説得なんて大層なもんじゃないですけど」

　視し線せんを逸そらし。

「昨日きのうの晩、同期三人で連れ立って見み舞まいに行ったんですよ。軽くご飯食べようって連れ出して、あとは『みんなで支えてやる！』『一いつ緒しよに頑張ろうぜ！』ってノせただけです。ああいうタイプはドラマチックな展開に弱いんで、きっかけさえ与えてやればすぐ機き嫌げん直しますよ」

「……」

「ただ乗りやすい分凹へこむのも早いですから、次はもうちょっとケアしてやってくださいね。何度も同じ手は通用しないんで。じゃ失礼します」

「ちょ、ちょっと待って！」

　退散しかけた茶山の腕をつかむ。昨日とはまったく逆だ。こっちが動転して茶山は涼しい顔をしている。

「なんですか」

「え？　なんで箱はこ崎ざきさんの性格が分かるの。ひょっとして長い付き合いとか？　知り合い以上の関係とか？」

「違いますよ」

「じゃあどうして」

　茶山は溜ため息いきをついて向き直ってきた。

「俺おれ、インカレのサークルに関かかわってたって言いましたよね。部長や幹事っぽい動きもしてたんで人間関係の調ちよう整せいは慣なれてるんですよ。女の子絡みのトラブルも多かったですし、必然的に鍛きたえられたというか」

　息が止まりそうだった。

　相手の性格を見極め人間関係を調ととのえる。目的に向けて動どう機きづけする。コミュ障だらけのスルガシステムでは得がたい人材だ。部署間調整、プロジェクト管理、ベンダー交渉、なんにでも割り当てられる。

　こいつ、使える！

「一個追加で相そう談だんいいかな」

　かすれ声で問いかける。内心の興こう奮ふんが出すぎないよう苦労しながら。

「箱崎さんってさ、どういう仕事だったら興きよう味み持てるのかな」

「興きよう味み、ですか？」

「やる気になるっていうか、進んで動いてくれるというか、ほら彼女、別にシステムにもプログラミングにも思い入れなさそうじゃん」

「ないでしょうね」

「だからさ、まずは好きな仕事を見つけてそこを切り口に色々学んでいってもらえたらと思ったんだけど」

　営業か企画かマーケティングか、とにかく何か突破口さえ見つかればと思ったのだが。

「仕事……じゃないでしょうね」

「は？」

　予想外の答えが返ってきた。

「し、仕事じゃない？」

「ああ、業務の種類じゃないって意味です。あの子が興味を持てるのは多た分ぶん業界です」

「業界」

「アパレルとか外食とかリラクとか、そういうキラキラした世界が好きなんですよ。まぁあの手の仕事って中身は体育会系なんで箱はこ崎ざきのキャラじゃ無理でしょうけど、なんらかの形で関かかわりたいとは思ってるはずですよ。実際ベターメディアの案件には絡みたがってましたし」

「ベターメディア？　なんで？」

　あそこは出版社だ。アパレルも外食もましてやリラクゼーションなど関係ない、と思ったが。

「トフィーって雑誌あるでしょう？　二十代女性向けのファッション情報誌。あれベターメディアが出してるんですよ。で、箱崎の定期購こう読どく誌し」

「で？」

「だからぁ」と茶ちや山やまは唸うなった。

「好きな雑誌を出してる会社だから関わりたい。仕事の内容は二の次三の次。システムでも営業でもなんでもいいって話ですよ」

「そんな……ミーハーな」

「シンプルでしょう」

「シンプルだけどさ」

　不純すぎるだろう。

　技術分野でも仕事のカテゴリーでもなく、ただ自分が好きな客かどうかでモチベーションを上下させるなんて。しかも別に出版の仕事ができるわけじゃないぞ？　自分達は彼らのスイッチやＩＰ電話を見ているのだ。雑誌編へん集しゆうの現場なんて一度たりとも拝おがめていない。なのにやる気が出る？　興味を持って仕事できる？　そんなこと。

（いや）

　ありえるのか。

　リドルトリル案件の時、自分がどうだったか。好きなゲームタイトルの開発元に関われるというだけで心が躍おどった。会社は会社、業務は業務と割り切れなかった。同じ思考回路か。

　好きな客を担当させる。なるほど。

「ベターメディアをやらせてあげればそれで解決じゃないですか」

「うーん、でもあそこ今案件ないからなぁ」

　引っ越したばかりでお金もないっぽいし、そもそも移転自体、業ぎよう績せき不振に伴う賃料圧あつ縮しゆくなんて話だったし。

「アパレル、アパレルねぇ」

　だめもとで梢こずえさんに訊きいてみるかと思う。

　チャットソフトを立ち上げ質問を打ちこんだ。アパレルか外食かリラクゼーションのお客さんでどこか新人絡めるところありませんか、と。

『あります！』

　速攻でコメントが返ってきた。




「ペイパームーン．Ｃｏ!?　噓うそ、本当ですか!?」

　箱はこ崎ざきの声は悲鳴のようだった。

　机に手を突き目を煌きらめかせている。普ふ段だんの無気力さが噓のようだ。髪が静電気を孕はらみ逆立っている。開いた鼻び孔こうから荒い息が噴き出していた。

「えっと……知ってるんだ」

　やや気け圧おされつつ訊たずねる。ミーティングテーブルを囲む梢、茶ちや山やまも肝を潰つぶした様よう子すだ。箱崎は「当たり前ですよー！」と答えた。

「バーナム・アンド・ベイリーとかペニー・アーケードのブランドやってる会社ですよね？　私、何着も持ってますよ。地元のショッピングモールにもお店入ってますし！」

　声が大きい。藤ふじ崎さきや三みつ沢さわが何ごとかというように振り向いてくる。まさかこんな大おお騒さわぎになるとは思わなかったからＳＥ部窓際の打ち合わせスペースに集まったのだ。いかん、完全に業務の邪じや魔まになっている。

「『ちょっとミステリアスでキュートな日常』がコンセプトなんですよー。ハロウィンの時とか季節限定アイテムたくさん出してて、可愛かわいかったなぁ。あ、写メ見ます？　これその時買ったコートなんですけど」

「い、いや。それはまた別の機き会かいでいいから。今は仕事の話、いい？」

　返事を待たず梢にアイコンタクトする。梢は気を取り直し咳せき払ばらいした。説明資料を差し出し。

「うちはペイパームーン社のＥＣサイトを預かってます。ＥＣサイト、分かる？」

「通販ウェブのことですか？」

「そうElectronic Commerce、電子商取引の略。実態としては前段のロードバランサとＷＥＢサーバ二台、あと後段のＡＰ・ＤＢサーバから成り立ってます。それぞれステージングの環かん境きようがあってミドルウェアのレイヤーまで運用・監かん視ししてコンテンツは……あ」

　いつもの癖くせで専門用語を羅ら列れつしてしまったのだろう。しまったという顔になる。

　だが箱はこ崎ざきは熱ねつ心しんにうなずきメモを取っていた。分からない単語はあとで調しらべるつもりなのか、「要よう確かく認にん」のマークがつけられている。

「？　どうかしました？」

「い、いえ、ごめんなさい」

　資料をのぞきこみ説明再開。各コンポーネントの位置づけや機き能のうを解説していく。

　ＵＲＬやページタイトルが出てくる度たびに箱崎の瞳ひとみが輝かがやく。多た分ぶん馴な染じみのある単語なのだろう。かぶりつくような姿勢で資料を読みこんでいる。今までの彼女では決して見られなかった態度だ。驚おどろきを通り越して呆あきれてくる。好きこそものの、というが露ろ骨こつすぎるだろ。ヤクモの担当者が見たら泣くぞ。

「楽しそうだね」

　思わず声がけすると箱崎は「はいっ」と答えた。

「やっぱり私、ＳＥが向いてると思うんです！」

　いや、それは違う。断じて違う。ＳＥ舐なめるな。

「あの」と茶ちや山やまが声を上げた。怪け訝げんそうに資料をのぞきこみ。

「構成はよく分かったんですけど、箱崎さんに何をやってもらうつもりですか？　見たところここもベターメディアと同じで特に直ちよつ近きんの案件ないみたいですけど」

　さすがに頭の回転が速い。単純に喜んでいるだけの箱崎とは違う。

　梢こずえはうなずいた。

「丁ちよう度ど去年システム更改したばかりだから拡張・リプレースの予定はないわね。キャンペーンサイトを立ち上げる時はＬＢの設定変更・証明書追加があるけど、今のところそんな話も来てないし」

「じゃあ」

「脆ぜい弱じやく性せい対応をお願ねがいしたいの」

　唐突な言葉に新人二人ふたりは目をまたたかせた。梢は順じゆん繰ぐりに彼らの顔を見た。

「ＷＥＢサーバにセキュリティアラートが出ててパッチの適用が必要になってるの。最近似た話が多くてＯＳ部も稼か働どうパンパンで、二人が対応してくれるとすごく助かる」

　そう、ここしばらく運用部隊の稼働を食くい潰つぶしているセキュリティ対応、アップデート作業を新人に分散できないかというアイディアだった。

　やることが明めい確かくだからルーキーにもワークとして与えやすい。かつ梢達の負荷も下げられる。まさに一石二鳥、コロンブスの卵的発想だった。

「脆弱性対応」

　箱はこ崎ざきがきょとんとした様よう子すで茶ちや山やまを見る。茶山は「え」と自身を指さした。

「二人ふたりで対応って俺おれもですか」

「ああ」

　こくりと首肯。

「役割分担して進めてほしい。茶山君は顧こ客きやく調ちよう整せい、作業スケジュールの確かく定ていとか手順の説明とかを中心に。で、箱崎さんが実際の作業担当」

「フロントとバックヤードってことですか」

「だね。もちろん僕らもバックアップする。ただ基本的には君達二人で対応を完了させてほしい。お客さんとのアポ取りから当日作業、翌営業日待たい機きまで」

「……」

「不安？」

　揶や揄ゆするような言葉に茶山は顔を強こわばらせた。色素の薄うすい唇をへの字に曲げ。

「いや、大丈夫です。任せてください」

　胸を張る様子が微笑ほほえましい。ツボが分かれば結構動かしやすいキャラだ。苦笑を押し殺し梢こずえに目配せする。

　梢は資料をめくった。

「じゃあ具体的な段取りを説明するね。まずはお客さんに脆ぜい弱じやく性せいの内容と影えい響きよう、対応策を案内。セキュリティ対策はスピードが命だから初報は多少粗あら々あらでも構いません。これは今日きよう中じゆうにメールする。続けてパッチ適用の日取りを調整、お客さんとのやりとりには断時間の情報が必要なので並行して作業タイムテーブルも作成します。あとは検証機き材ざいを使って作業手順作成、内部でレビュー。必要に応じて顧客説明会もアレンジ」

「検証計画は？　テスト構成とかはどう決めるんですか？」

　茶山の質問は具体的だった。

「類似作業のドキュメントを共有します。サーバ構成が異なるけど参考にはできるはず。その時の作業手順とタイムテーブルもメールしておくね」

「了解です。じゃあさ箱崎さん」

　目を白黒させている同期に向き直り。

「俺、お客さんへの初報メール作るから作業手順読みこんどいてよ。で、どのくらいシステム止めなきゃいけないか当たりつけといて。多た分ぶん手順書の中にそれっぽいこと書いてあると思うし」

「う、うん……分かるかな、私一人ひとりで」

「大丈夫、俺もあとで確認するからさ。一いつ緒しよに見てこうぜ」

「一緒に」

「ああ、ちゃんとフォローするよ」

　梢こずえと二人ふたりで視し線せんを交わす。よい雰囲気だ。あとは任せてもいいかなと思った時だった。

　空気が固まった。

　茶ちや山やまが口をつぐんでいる。箱はこ崎ざきもぎょっとした様よう子すで肩を強こわばらせていた。

　恐る恐る振り向く。冷たい鳶とび色いろの瞳ひとみがあった。長い髪の少女、室むろ見み立りつ華かがこちらを見ている。

「……」

　彼女はさっと視し線せんを逸そらすと無言で立ち去った。あとにはなんとも言えない息苦しさが残される。

「まだ怒っているんですかね」

　梢が囁ささやく。ヤクモスポーツでの一件、箱崎・茶山の問題行動について。

「多た分ぶん」

　あれから一週間もたっていない。新人二人は飛ひ躍やくの糸口をつかんだかもしれないが、室見にとってはあずかり知らぬことだ。どの面つら下げて和わ気き藹あい々あい仕事しているのかと思ったのかもしれない。気持ちは分かる。よく分かるのだが。

　茶山達は可哀かわい想そうなくらい意気消沈していた。先ほどまでの意い気き軒けん昂こうさが噓うそのように沈みこんでいる。

「えっと、で？　初報メールはいつまでに作る？　システム断時間の見み積つもりは？」

　梢がつとめて明るい口く調ちようで助け船を出した。

　新人達はゆるゆると身を乗り出し議ぎ論ろんを再開した。だが少し前の闊かつ達たつさは失われている。話している内容も同じことの繰くり返しだった。

（まずいな）

　狭い社内だ。彼らがどこの部署に配属されても室見と無む縁えんではいられない。今のままぎくしゃくしていたらいずれ破は綻たんする。会社にいられなくなる。

　一度謝あやまらせるべきなんだろうな。

　正式に場を設けてけじめをつけさせるべきだ、とは思う。だが今話をさせてうまくいくものなのか。室見は面めん倒どう見みがよい分、一度見切りをつけると容易に態度を改めない。何かもう少し和解の材料がほしいものだが。

　和解の材料。

　うーん、うーん。

　ノートＰＣを引き寄せ資料を漁あさる。

　今の新人達のスキルセットで謝しや罪ざい以外に何ができるのか。できればことの発端、ヤクモスポーツ案件で協力できるとよいのだけれど。ペイパームーンの対応とどっちつかずになるのは嫌いやだし、両者をうまく組み合わせられたら。

　梢と新人達の会話を横目にヤクモの資料を確かく認にんする。例の提案は無線ＬＡＮ絡み、既存導どう入にゆう機き器きはインターネット接続ルータ・スイッチ・ＶＰＮ装置、それに公開ＷＥＢサーバで。

「あ！」

　大声に茶ちや山やま達が顔を向けてくる。何ごとかといった表情だ。

　にやりと笑い視し線せんを巡らせる。梢こずえに首を向け。

「今回やる手順って他案件にも使い回せますよね？」

「ま、まぁ同じ機き械かいならだいたいは。細かいところは調ちよう整せい必要でしょうけど」

「じゃあ」とＰＣ画面を向ける。パワーポイントの構成図を見せ。

「ヤクモスポーツのＷＥＢサーバも、ついでにアップデート手順作っちゃいません？」
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『なるほど、それで箱はこ崎ざきさん会社に来るようになったんだ。うまくやったねぇ』

　採用担当の声は呆あきれを含んでいた。電話向こうなので姿は見えないが、おそらくオフィスチェアにもたれかかっているのだろう。キーキー椅い子すの軋きしむ音が聞こえてくる。

『新人使って新人を動かすとか、やることがえげつないね。自分の手はなるべく汚さず仕事が回るようにする。知り合いのブラック経営者がよくやってたなぁ。そいつ社員からはすごく尊敬されてたんだけどよく見ると口動かしてるだけなんだよね。自分じゃ何もしない。何一つできない。ある意味すげぇと思ったよ。まさに奴ど隷れい商人の鑑かがみ』

「あの、あまり人聞きの悪いこと言わないでもらえます？」

　何かひどく邪悪なことをした気分になってくる。こちとら試し行こう錯さく誤ごの挙げ句に最後の手段を取っただけなのだ。別に楽しようと思ったわけではない。

「適材適所ってやつですよ。僕には女の子をノリで動かすような真ま似ねできませんから、茶ちや山やま君が得意って言うなら任せてみようかなと。実際うまくやったわけですし」

『いや、別に責めてるわけじゃないよ。上じよう手ずに任せるってのも才能だからね。きっちり下を使いこなしてるなーと思っただけ。うん、すごいよ桜さくら坂ざか君、さすが僕の見こんだ人物』

「妙な方向に見こまないでください。僕はしがない一現場エンジニアなんで。で、一つお願ねがいがあるんですけど」

『何？』

　室むろ見みさんの件です、と前置きする。

　ヤクモスポーツでの騒そう動どう以来、新人達との関係が微妙になっていることを説明した。茶山・箱崎はもちろん、噂うわさを聞いた他ほかの一年目からも距きよ離りを置かれている。腫はれ物ものを扱うような接し方になっていた。

「簡かん単たんな懇こん親しん会かいを開いてもらえませんか。表向き先せん輩ぱい社員と新人の交流って名目で、できればオフの時間に軽食ありがいいんですけど」

『ははぁ』

　感心した声。

『新人対先輩って位置づけにするけど実際は室見さんとの懇親会ってわけね。仕事を離はなれて互いの緊きん張ちようをほぐしてもらうと。……って、ちょっと待った。飲食ありってことはその予算は』

「もちろん総務部持ちです」

『マジかー』

　新人九人プラス先輩五、六名。一人ひとりあたり三千円と考えてトータル五万円弱。

「それくらい調ちよう整せいしてくださいよ。まさか割り勘でもないでしょうに」

『うーん、了解。じゃあ行きつけの六ろつ本ぽん木ぎのクラブで』

「未成年がいることは意い識しきしてくださいね」

　アルコールでスキャンダル発生とか勘弁してほしい。採用担当は『ＯＫ、ＯＫ』と答えつつ。

『ちなみに交流会はいいけどさ、肝心の茶ちや山やま君・箱はこ崎ざきさんと室むろ見みさんのトラブルはどうするつもり？　経けい緯い聞く限り一いつ緒しよにご飯食べて解決って話でもなさそうだけど』

「ヤクモスポーツの仕事を一個こなしてもらって、それを切り口に室見さんと話してもらおうかなと。簡かん単たんな作業なんですけど『ＯＳ部に頼まれたんですが実施していいですか』って持ちかけて、で『こないだの件すみませんでした』とか持っていければ」

『気を遣つかうねぇ』

「まぁそれくらいしかできませんから」

　じゃあ諸もろ々もろお願ねがいします、と言って電話を切る。

　一息つくと路上の喧けん噪そうが戻ってきた。原はら宿じゆく駅えき近くの交差点だ。ブランド・アーティストの広告看板が視界のそこかしこに見える。瀟しよう洒しやなビルの下を垢あか抜ぬけた若者達が行き交っていた。近くのコンビニで箱崎・茶山が会話している。やや硬い面おも持もちだ。久しぶりの顧こ客きやくアポで緊きん張ちようしているのか。片手を挙げると彼らが走り寄ってきた。

「ごめん、待たせちゃって」

「いえ、そろそろ行きますか？」

　茶山の質問に時と計けいをのぞきこむ。時間は十三時五十分、アポ十分前。

「そうだね、少し早めに入っておこうか」

　ペイパームーン本社はここから数分の距きよ離りにある。今日きようは新人達の初訪問、そして脆ぜい弱じやく性せい対応手順の説明会だった。

　事前に作業内容はメールしてあるが、念のため対面で話してほしいと客からリクエストを受けていた。細かく突っこまれた時に備えて想定問答もこなしている。多た分ぶん三十分程度で終わるだろう。

「そういえば茶山君さ、室見さんとヤクモの件話した？」

　歩きながら確かく認にんする。詳細はともかくネタ振りだけはしておけと指示しておいたのだ。茶山は顔を曇くもらせた。

「話しましたけど」

　沈んだ口く調ちよう。

「好きにすればって感じで、あんまり詳細聞かれませんでした」

「そうか」

　どうにも一ひと筋すじ縄なわではいかないな。気長にやるしかないか。

「箱崎さん？」

「はーい？」

「名刺持ってる？　今日説明する資料は鞄かばんに入ってるよね？」

「あ、ええっと、多分」

「多分じゃなくて今確認して」

　箱はこ崎ざきは慌てて鞄かばんを探った。途中で動きが止まりどきりとする。だが一拍置いてモノクロのプリントが出てきた。

「ありましたぁ」

「う、うん」

　怖いなぁ、相変わらずどきどきさせられる。

　歩道橋を渡り緩ゆるやかな坂を下っていく。オフィス街の切れ目にゴシック調ちようの建物が見えた。一階は店てん舗ぽのようだ。清せい潔けつ感かんのあるエントランスから薄うすオレンジ色の灯あかりが漏れている。

　脇わき道みち伝いに裏口へ向かう。茶ちや山やまがインターフォンを操そう作さ、来訪の意を告げた。すぐにオートロックが解除され二階事務所に通される。

　カラーサングラスのいかにも業界人という男性が出迎えた。カットソーにデニムパンツというおよそ社会人らしからぬ風ふう体ていだ。右手に大ぶりな指ゆび輪わがはまっている。

「え、あれ、姪めい乃の浜はまさんいないの」

　突然の質問に口ごもる。茶山も出鼻をくじかれた様よう子すだ。名刺入れを出しかけて固まっている。

「うそぉ、システム止める話でしょ。彼女いないと話す意味なくない？　うちのインフラは全部姪乃浜さんに任せてるんだから」

　箱崎が助けを求めるように見てくるが、かぶりを振る。今日きようは彼女達二人ふたりのアポだ。よほどのことがない限り口は挟まないつもりだった。

　ややあって茶山が表情を引きしめる。意を決した様子で。

「御おん社しやのインフラは運用部隊全員で情報共有しています。姪乃浜はもちろん、それ以外の人間でも問題なく対応可能です。でないと姪乃浜が休んだ時、分かる者がいなくなってしまいますから」

　理り論ろん立だてた説明に担当者は「んー」と唸うなった。

「まぁきっちりやっていただけるならいいですけどね、僕、ミスったら怒りますよ。かなり厳きびしいんでそのあたりは意い識しきしてくださいね」

「はい、お任せください！」

　堂々たる回答はさすがの強きよう心しん臓ぞうだ。一年前の自分なら即座に腰砕けになっていただろう。

　名刺交換して打ち合わせに入る。

　茶山に促されるまま箱崎がプリントを出した。覚おぼ束つかない手つきで配布し着席する。

「そ、それでは説明します」

　声が震ふるえている。出で会あい頭がしらの一いち撃げきですっかり吞のまれている様子だ。生来の打たれ弱さが一気に出た感じ。

「えっと、まず踏み台サーバにＶＰＮして、メンテナンスセグメントに入って、それから」

「ちょっと、ちょっと待って」

　担当者が声を大きくする。眉み間けんに皺しわを寄せ。

「よく分かんないけどさ、こういう時って作業の目的と概要から話すんじゃないの？　全体像なしでいきなり手順を話すのって違うくない？」

「あ、えっと、え」

「姪めい乃の浜はまさんはいつもそういう風に説明してくれたけど」

　箱はこ崎ざきは「あう」「あう」と口をぱくぱくさせている。思考が迷走しループしている様よう子す。これはだめかなと思った瞬しゆん間かん、浅黒い指が机上の資料に伸びた。箱崎の視し線せんが落ち、丸い目が大きくなる。「えっと」とつぶやき。

「……作業目的は四月十三日に発表されたＷＥＢサーバの脆ぜい弱じやく性せい対応です。本番とステージング、計四台のサーバにセキュリティパッチを当てます。まずはステージングに適用して様子を見たくて、今日きようの手順はそこを中心にお話しします」

　茶ちや山やまがさりげなく該当の記述を示していた。箱崎はつっかえながらも内容を読み上げていく。上うわ目め遣づかいに担当者をうかがい。

「こ、こんな感じですか？」

「まぁいいよ。続けて」

　いささか不安になるやりとりの末、説明が続く。たまにとんちんかんな発言もあったものの茶山がうまいことフォローしてくれた。なるべく箱崎に喋しやべらせたいのだろう。自身は口を開かず資料の指示に徹てつしている。

　予定時間を十分ほど過ぎて打ち合わせが終わった。作業許可を求める茶山に担当者は「うーん」と腕組みしてみせた。

「正直姪乃浜さんにもう一回詳しいところ説明してほしいけど、あまり悠長に構えてられる話でもないんだよね？　まずはステージングだけ実施って認にん識しきでいいのかな。本番はあと」

「はい」

「分かりました。やっちゃってください」

「ありがとうございます！」

　新人二人ふたりの顔が華やいだ。まだ作業が終わったわけではない、しかも本番作業の許可が出たわけでもないのにえらい喜びようだ。大げさな、と思う一方で、だが奇妙な納得感もある。

　そりゃ嬉うれしいだろう。社会人になって初めて自力で交渉を成立させたのだ。たとえパッチ当て程度の日程調ちよう整せいでも交渉は交渉だ。内容を説明し、判断を求め、落としどころを探る。それがカチっとはまった時の快感は格別だろう。

　茶山が言葉を重ねる。

「では作業は明日あした土ど曜よう日びの午後三時からということで。作業前とあとの連絡はどうしましょう。メールにしますか、電話がいいですか」

「メールでいいよ。何か問題発生した時は電話ください。えっと携帯番号は」

　スマホをいじり番号交換する。結局新人二人ふたりでミーティングを完遂してしまった。自分は一言も喋しやべっていない。予想以上のできだ。

　退出間際、担当者が不ふ思し議ぎそうにこちらを見つめてきた。

「ところで桜さくら坂ざかさんは今日きよう何しに来たんですか？」

　何よりの褒ほめ言葉だと思った。




「よしっ、予定通り。手戻りなし！」

　茶ちや山やまの声はやや興こう奮ふん気ぎ味みだった。

　帰りのＪＲの車中でガッツポーズを決めている。客先ではやや抑え気味にしていたのだろう、存分に感情を露あらわにしていた。

　ふむんと鼻息を一回、傍かたわらの同期に笑いかけ。

「箱はこ崎ざきさん、ナイスプレゼン。いい感じだったよ」

　箱崎ははにかんだ様よう子すで「えー」とかぶりを振った。

「茶山君がアシストしてくれたからだよぉ。私一人ひとりだったらテンパって喋れなくなっちゃったかも」

「大丈夫大丈夫、次は一人でやってみる？」

「無理ぃ！」

　拗すねた様子で唇を尖とがらせる。可愛かわいらしい。相変わらず小こ悪あく魔ま的てきな反応だ。免疫のない男子ならころっとやられてしまいかねない。ついつい「あ、ごめんごめん」「一人にしないから、ね？」とフォローしたくなる。だがそこはさすがの茶山、睨にらむような視し線せんを交わしてこちらに向き直ってきた。

「桜坂さんはどう思います？　箱崎さん、いけてましたよね？」

　言外に「褒めてやってくれ」という思いを感じる。なるほど、彼流の人心操そう作さ術じゆつというわけか。失敗を責めるのではなく成功を認める。自信をつけさせる。

「うん、まぁ上出来じゃないかな」

　色々課か題だいは多いけどという言葉は飲みこむ。細かなところはまた場を改めて注意すればいい。気づきを与えてやればいい。だがそう告げた途と端たん、箱崎の顔がぱぁっと華やいだ。

「本当ですかぁ、じゃあ次は一人でやってみようかなぁ」

　おい待て、調ちよう子しに乗るな。

「ま、まだ色々覚えることがあるからしばらくはみんなで動こう？　僕だって最初の何ヶ月かは先せん輩ぱいに同行してもらったし」

「はぁ、ですか」

　不思議そうに首を傾かしげる。

　ううん、なんと言うか、危険な子だ。遊びのないアクセルみたいな感じ。ちょっとでも踏みこめばすっ飛んでいってしまう。明後日あさつての方向に走り出してしまう。

　言動に気をつけなければ、気持ちと表情を引きしめ向き直る。

「帰ったら今後のアクション決めようか。梢こずえさんにフィードバックする必要もあるし。戻ってから三十分くらい時間取れる？」

「はい、もちろん」と茶ちや山やまがうなずく。箱はこ崎ざきに視し線せんをやり「いいよね？」と問いかけるが。

「あ、私、ちょっと食事の時間もらってもいいですか？」

「ん？」

　ああそういえば研修終わってすぐ顧こ客きやくアポだったな。昼食を取り逃のがしたのか。であればＮＧを出す理由もない。

「了解。じゃあ三十分休きゆう憩けい挟んで四時から打ち合わせしようか。茶山君、会かい議ぎ室しつ取っといて」

「分かりました」

　折よく電車が御お茶ちやノの水みず駅えきに到着する。狭いホームを挟んで津つ田だ沼ぬま行ゆきの総そう武ぶ線せんが走りこんできた。扉が開き、乗り換え客がタイル張りの床を行き交っていく。

　人混みを抜けホームに降り立った。箱崎が「では後ほどー」と一礼し聖ひじり橋ばし口ぐちに向かっていく。手を振り見送っていると茶山が唸うなるような声を上げた。下唇を突き出ししかめっ面つらになっている。

「ん？　どうしたの」

「いえ」

　頰ほおが歪ゆがむ。どうにも面おも白しろくなさそうだ。

「箱崎さん、今日きよう弁当持ってきてたんですよね」

　ふぅんと相づちを打ちかけてまばたきする。ん？　弁当？

「え、どういうこと。今から外で一人ひとりで弁当食べるってこと？」

「違いますよ。出かける前、彼女、普通に同期とランチしてましたし」

「じゃあ……夕食とか」

「早すぎでしょ、まだ三時半ですよ」

「えーっと」

「だからぁ」

　分かるでしょ？　とばかりに視線を向けてくる。

　瞬間、梢の愚ぐ痴ちが思い浮かんだ。箱崎さん、気づくと会社からいなくなってるんですよ。午後二時とか三時にふらりと出ていって、何しているのかと思ったら近所の喫茶店でお茶してて──

（まさかまた）

　客先打ち合わせが終わって気が抜けたのか、あるいはまだサボりを悪いことと感じていないのか。

　いずれにせよ無断で寄り道ともなれば見み逃のがせない。

　注意するか。

　茶ちや山やまと顔を見合わせうなずきあう。

　どちらからともなく彼女のあとをつけていた。長いホームを進み階段を上る。雑踏の合間に細い背中が見え隠れした。見失わないよう気をつけながら一定の距きよ離りを保つ。

　箱はこ崎ざきは改札を抜けるとすぐ右手に曲がった。駅沿いの飲食店には見向きもせず歩を進める。横断歩道を渡り反対側の道路へ、たどりついた先は。

「本屋？」

　駅前の大手書店だった。露ろ店てんの合間を抜け店てん舗ぽに入っていく。自動ドアが彼女の姿を覆おおい隠した。

「なんだろ」

「立ち読みですかね。でも、ファッション雑誌の発売日には半端な時期ですけど」

　首を傾かしげながら店内に赴おもむく。混雑した売り場を見渡すと丁ちよう度ど箱崎がレジに向かっていくところだった。下げた手に商品の姿はない。まっすぐ店員のもとに歩いていく。

「すみませーん」

　声がけに応こたえて店員が顔を上げる。箱崎はにこにこしながら何かを言った。ＢＧＭと喧けん噪そうに紛れてよく聞こえない。茶山と二人ふたり、耳を澄すませ近づいていく。棚から半身を乗り出し様よう子すをうかがった。

「……ご注文の品は以上になりますね。タイトルと数量に間違いありませんか」

「えーっと、大丈夫だと思います。手提げ袋に入れてもらえますか」

「かしこまりました」

　カウンターには十冊以上の本が積つまれている。いずれも大きめの判型で厚みがあった。雑誌やコミックには見えない。目を凝こらしてタイトル確認。Ｗ……ｅ……ｂ、Ｗｅｂ？

「Ｗｅｂサーバ入門、ネットワーク構築ガイド、情報処理基き礎そ」

　茶山が心の声を読み取ったようにつぶやく。意外と目いいなこいつ。言われてもう一度確かく認にんすると確たしかにそれは技術書だった。箱崎がＩＴ系の参考書を買っている。

「随分たくさん購こう入にゆうされるんですね。お仕事で使うんですか」

　袋詰めしながら店員が訊たずねる。箱崎は「はい」とうなずいた。

「今度、大事なお客さんのシステムをいじることになって。私まだ新人なのでいっぱい勉強しなきゃいけないんです」

「なるほど、大変ですねぇ」

　店員は愛想よくうなずいて。

「言っていただければ職しよく場ばにお届けもできましたのに。これ全部運ぶと重いでしょう」

「重いですけどぉ」

　箱はこ崎ざきはにへらと笑った。

「あんまり『私勉強します！』とかアピールしたくないんでー。恥ずかしいじゃないですか、自分に知識がないこと宣伝してるみたいで」

「そんなことないと思いますけどねぇ」

　苦笑気味な店員とのやりとりを、茶ちや山やまと二人ふたり、呆ぼう然ぜんと見つめている。予想外の光景だった。まさか自己啓発の買い物だとは。食事休きゆう憩けいを装っていたのは照れ隠し？　箱崎流の見み栄え？　いやはや、なかなか骨太なところがあるじゃないか。

「戻ろうか」

　気づかれないうちに退散しよう。折せつ角かく彼女が格好をつけているのだ。水を差すのは無粋極まりない。

　だが茶山は動かなかった。先ほどとはまた違う難むずかしい顔をしている。

「どうした？」

　訝いぶかしげに呼びかけると茶山は鼻をひくつかせた。胸を反らし唇を結び。

「桜さくら坂ざかさん、俺おれも参考書買っていっていいですか？」
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　時間に羽が生はえたようだった。

　作業の事前レビュー、監かん視し停止、関係各所への通知。所定の手続きをこなすうち気づけば作業当日になっていた。

　土ど曜よう日びのオフィスに箱崎・茶山・梢こずえが次々と出社してくる。人ひと気けのない空間に生気が吹きこまれた。眠りから覚めたように空気がざわめき出す。廊下の明かりが次々に点灯し灰はい色いろのカーペットを照らし出した。

「もう一度、今日きようの流れを確かく認にんしましょう」

　ＯＳ部の打ち合わせスペースで梢が提案する。時刻は午後二時、作業開始の一時間前だ。全員で丸テーブルを囲みタイムテーブルをのぞきこむ。

「開始十分前になったら踏み台サーバにログイン、そこからメンテナンスセグメント経由でステージング環かん境きようのＷＥＢサーバにＳＳＨ。アドレスは10.240.0.11と.12、本番系のアドレスは10.240.0.30と,31だから間違えないようにね。同時にロードバランサにも入って管理ユーザに昇格しておく。現行のバージョンを確かく認にんしてターミナルでログ取得開始、ここまでが事前準備、ＯＫ？」

「はい」と新人達が答える。穴が開くくらい真剣に手順書を見つめている。

「時間になったら茶山君が作業開始メールを送信。箱崎さんはロードバランサのサーバプールから従系のＷＥＢサーバを削除する。こうする意味は？　分かる？」

「え、っと」

　箱はこ崎ざきが眉まゆ根ねを寄せる。

「サーバプールから削除するとそのＷＥＢサーバに通信が振り分けられなくなります。なのでアップデート作業を行っても表向きサービス影えい響きようがなくなります。プールに残っている主系のＷＥＢサーバにだけ通信が行くようになる……から？」

「合格」

　ほっと箱崎の肩が落ちる。梢こずえの目が緩ゆるんだ。

「ちゃんと一つ一つ手順の意味を理解して作業してね。今自分が何をやっているか分かれば問題が起きた時も対処しやすいから。あと一個大事な話」

　寝ね癖ぐせ頭あたまを揺らしぐっと顔を寄せる。

「私達が今日きよういじるのはお客さんの通販サイト、全国で何万の人が買い物に来る大切なお店。そういうつもりで作業してね。ミスしてサイトが見られなくなったらお客さんはもちろん、お店にも大きな迷惑がかかるんだって。ステージング環かん境きようだからって気は抜かないこと。本番同様の気構えで望んでちょうだい」

「は、はいっ」

「じゃあ残りの手順も見てきましょう。ここから先は箱崎さん、説明してくれる？」

「わ、分かりました」
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　タイムテーブルと作業手順を眺めつつレビューしていく。

　ちなみにステージング環かん境きようとはリリース直前のウェブサイトを載せ動作確かく認にんする場所だ。未み経けい験けん者しやはつい「テスト環境でしょ？」とたかをくくってしまいたくなるが、基本は実環境と同等のハード・ソフトで成り立つ基き盤ばんである。つまりここで失敗する手順は本番でも失敗するということだ。梢こずえの言う通り、実環境同様の気構えで臨のぞむべきだった。

　一つ一つ丁てい寧ねいに手順を確認。全すべてチェックし終えた頃ころにはもう作業まで二十分を切っていた。あと少したったら実じつ機きにログインしなければならない。

　壁かべ時ど計けいを顧かえりみて。

「一いつ旦たん休きゆう憩けい挟もうか。トイレや水分補給すませて二時四十五分には戻ってきて。作業開始したらしばらく机から離はなれられないよ」

「い、行ってきます」

　慌てた様よう子すで箱崎が出ていく。茶ちや山やまもさすがに硬い顔になってあとを追った。

　しんと沈ちん黙もくが満ちる。ファンと空くう調ちようの音だけが低く響ひびいてきた。

「ふぅ」

　梢が椅い子すにもたれかかる。やや疲労した顔で。

「なんか自分でやるより緊きん張ちようしますね。始まる前からドキドキしてきました」

「人に任せるのって怖いですよね」

　最近よく考えてることが口に出た。視し線せんを宙にさまよわせる。

「ただ目の前の仕事をこなすだけなら、自分一人ひとりきっちりやればいい。二つ仕事があったら気心の知れた仲間と分担すればいい。でも更に十、二十と仕事が増えてきたら……多た分ぶん不安な相手にも仕事を任せなきゃいけない。目の届かない恐怖を乗り越えていかないといけない。それっておそらく勇気なんだろうなと思うんですよ」

「勇気」

「失敗するリスクとビジネスの拡大を天てん秤びんにかけて、えいやっと方針を選ぶ。マイナスの可能性を飲みこむ。臆おく病びよう者ものにはできませんよ。任せるってのは結局『責任を取る』ってことですから。下に命令する分、出た結果にはきちんと向き合わなきゃいけない」

「ノブレス・オブリージュですね」

　耳みみ慣なれぬ単語に目を向ける。

「のぶれす……なんですか？」

「貴族ノブレスの義・オブ務リージュです。地位・権力には責任が伴うって話ですよ。上に立つ者こそ誰だれよりも多くの義務を背負わなければならない。聞いたことありませんか？　イギリスの貴族は国家の一大事ともなれば命を賭として庶民を守るそうです。そうしないと誰もついてこないからって」

「ああ」

　なんとなく理解できる。人は一いつ緒しよに泥水をかぶってくれる上にこそついていこうと思うのだ。困こん難なんや後始末から逃げる支配者は部下からも逃げられる。当たり前の話だ。

「桜さくら坂ざかさん、私達、ひどく面めん倒どうくさい状況になってると思いませんか？」

　くすくす笑いに「ですね」と答える。

　もとはと言えば「人手が足りない」「増員しよう」程度の話だったはずだ。だが戦力が増えた結果、仕事を任せる恐怖に戦おののき、果ては分不相応の義務感まで負わされている。こんなことなら一人ひとりで仕事していた方が気楽だった、シンプルだったとも言いたくなる。

　だが今更引き返すこともできない。自分達二人ふたりはもはや新人ではないのだ（梢こずえは去年から新人ではなかったが）。かつて上じよう長ちよう達が背負っていたものの一部を今度はこちらが担わなければならない。幼年期は終わり独り立ちの時が始まる。部長から課か長ちよう、課長から主任、主任から平社員へと受けつがれていく責任のリレー。

「ちょっと、僕もトイレ行ってきますね」

　気持ちがふわふわしている。少し顔を洗ってしゃんとしたかった。

「はい、行ってらっしゃい」

　梢の声に見送られＯＳ部から出た。廊下を抜け男子トイレに入ると茶ちや山やまが鏡かがみに向き合っていた。骨張った顔に水滴が付着している。手元のハンカチを放置したままじっと己おのれの鏡きよう像ぞうを見つめていた。

「どうした？　緊きん張ちようしすぎて気分が悪くなってきた？」

「いえ」

　鏡の中の黒目がこちらを見た。顎あごから水が一粒、したたり落ちる。

「俺おれ、面倒くさいですよね」

「は？」

　唐突な振りにまばたきする。なんだ、何を言い出した？

「ロクな経けい験けんもないのに口ばかり達者でって思ってるでしょ。学生ベンチャーくらいの経歴で何を偉そうにって。分かってますよ。先せん輩ぱい方がたの動き方見てたら、俺のやってきたことなんか飯まま事ごとみたいなものだって」

「……」

「でも俺、間違ったことを言ったつもりはないですし、そりゃ空気読めてない部分はあったかもしれませんけど、会社としてお金稼かせがなきゃって意い識しきは持っているつもりです。だから俺、心を入れ替えたりとかはしません。悪いことは悪いって認めますけど、頭真っ白にして言われたことだけやる人間にはなりませんから」

「いいよそれで」

　茶山の目がまたたく。意表をつかれた様よう子すで視し線せんを向けてきた。

「好きなことを言って好きなように振ふる舞まえばいいさ。君が会社にとって利用価値がある限り問題なく使ってもらえる。ただ、愛あい嬌きようがなくて結果も出せない人間は普通に切られるだけだよ？　だから大抵の新人は従順に振る舞う。結果を出せなくても人情で救ってもらおうとする。その逃げ道を最初から断つってのがどういうことか。分かってるんだよね？」

「はい」

　即答だった。濡ぬれた顔を拭ふこうともせず向き直ってくる。

「俺おれ、採用ページの桜さくら坂ざかさんの記事見てこの会社志望しました。年次が若くても経けい験けんがなくても能力さえあれば大きな仕事任せてもらえるところに憧あこがれました。だから最初から人情なんかにすがるつもりはありません。結果だけで判断してもらうつもりです」

　まっすぐな視し線せん。

「俺、この会社の天てつ辺ぺん取るつもりですから」

　清すが々すがしいくらいの大言壮語だった。なるほど、こいつは最初から職しよく場ばに育ててもらうつもりなどないのだ。己おのれの才覚一つで道を切り開こうとしている。会社と取引しようとしている。であれば容赦は無用だ。徹てつ底てい的てきに使って使って使い尽くしてやる。入社したことを後悔するくらい才能を搾しぼり出してやる。覚悟しろよ茶ちや山やま春はる木き、君の選んだ道は半端なく困こん難なんで掛け値なしにエキサイティングだぜ。

「じゃあ社内の人間とくらいうまくやれなきゃな。室むろ見みさんを使いこなせないとこの先大きな仕事はできないよ」

　ちくりと釘くぎを刺すと茶山は視線を逸そらした。室見の名前を出した瞬しゆん間かん、今までの強気が影かげを潜ひそめる。

「何回か話しかけたんですけど全然相手してくれないんですよ。忙しいから絡んでくるなって感じで」

「謝あやまった？　こないだの件は」

「すみません──とは。でも『ああ、そう。で？』って流されて」

「ふぅむ」

　ちょっと大人おとなげないな。色々腹に据えかねてるのは分かるが少し歩み寄ってほしいものだ。まぁ今日きようの作業が終わったら話してみるか。

「了解、じゃあその話はあとで。ＯＳ部に戻ろうか」

「はい」

　オフィスに戻るともう箱はこ崎ざき・梢こずえがスタンバイしていた。端末の前に座り画面を凝ぎよう視ししている。手元の書類を指さしながらぶつぶつつぶやいていた。

「十分前」

　梢の声にうなずいてみせる。

「始めますか」

「箱崎さん、ログオン開始。手順２─４まで進めて。茶山君はお客さんへの連絡準備」

「了解です」と自分の端末に向かっていく。手際よくメーラーを立ち上げ作業開始メールの下書きを表示させた。箱はこ崎ざきは「えっと」と宙に指をさまよわせている。梢こずえが見かねた様よう子すで声がけした。

「ＶＰＮクライアント起動」

「は、はい」

「接続」

「し、しました」

「ターミナル立ち上げ、ＳＳＨ」

「vc01.surugasystem.co.jp……ＯＫ。ユーザ認証、ＯＫ。プロンプト……確かく認にんして次が。ああうぅ」

「落ち着いて、ゆっくりやればいいから。ログ取得してる？　設定ファイルのバックアップは？」

「だ、大丈夫です！」

　悲鳴のような声を聞きながら時と計けい確認。作業開始まであと三分、いや二分。

「一分前」

　梢が視し線せんを向けてきた。

「事前準備完了、ステージング・ロードバランサにログオン済み。権限昇格、完了」

「茶ちや山やま君カウントダウン開始して。三十秒前から」

「はい。始めます。三十、二十九、二十八……」

　空気がぴりぴりする。心しん臓ぞうの音がやけにうるさい。気づけば口で呼吸していた。唇がかさついている。茶山の声だけが妙に大きく響ひびく。

「五、四、三、二、一……作業開始、メール送ります」

　送信ボタンを押す。堰せきを切ったように時間が流れ出した。箱崎の手がマウスを動かす。まずはロードバランサの操そう作さ画面を選択、プールメンバーから従系サーバを削除した。ステータス確認、当該サーバにトラフィックが振り分けられなくなっていることをチェックする。続いてウェブサーバの操作画面に切り替え。

「バージョン確認実施。３・４・１１……ＯＫ。ビルドも問題なし。手順２─６まで完了」

「ＲＰＭコマンドの出力は？」

「チェック済み、問題なしです」

「順じゆん調ちようだな、予定より十分巻き」

　腕時計を眺めつつ茶山がうなずく。口調からわずかに硬さが薄うすれていた。

「この調子だと三時台に作業終わるかな。待たい機きも早めに解除できるかも」

「もー、急せかさないでよ。頭グルグルしてくるから」

　むくれ気味に言って箱崎がコンソールの記述を指さす。手元のチェックリストと照らし合わせつつ。

「入ってるサーバは従系だから問題なくてリポジトリも追加済み、ＬＢのバランシングも解除されてるから、いい……のかな」

「大丈夫だろ、どんどんやっちゃおうぜ」

　軽い口く調ちようで茶ちや山やまが後押しする。萎い縮しゆくする箱はこ崎ざきを励ますためか、声のトーンを上げ気味にしている。箱崎はうなずいた。

「や、やるね」

　次の手順はＷＥＢサーバの停止、続いてサーバソフトの更新だ。ロードバランサから切きり離はなされている以上、実際の通信に影えい響きようはない。確たしかに怯おびえる話ではないと思ったが。

　ぞくり。

　不意に背中の毛が逆立つ。

　死に神に心しん臓ぞうを摑つかまれた気分。肺はい腑ふに氷の塊を突っこまれた感覚。

　なんだ、この違和感は。手順はきっちりこなしコマンド出力も想定通りになっている。妙なエラーやログ、メッセージも出ていない。なのにどういうことだろう。頭の中で激はげしいアラートが鳴なり響ひびいている。

　箱崎の画面に視し線せんを凝こらす。ターミナル画面が三つ、一つはロードバランサ、一つは主系ＷＥＢサーバ、そしてもう一つが現在作業中の従系ＷＥＢサーバのものだ。何も問題ない。問題はないはずだが。

　あれ？

　視線がターミナルのタイトルバーに止まる。白字のタイトルはＷＥＢサーバのＩＰアドレスだ。10.240.0.30、それに,31。ステージングサーバのアドレスって.11と.12じゃなかったっけ？　タイプミス？　いやプロンプトはきちんと表示されている。ということはつまり。

「とめまーす」

　コマンドラインにstopの文字が打ちこまれる。刹せつ那な、漠然とした恐怖が明めい瞭りような姿を取った。

「待て！　それ本ほん番ばん機きだ！」

「え？」

　止まらない。細い指がエンターキーを叩たたく。乾いたタイプ音が死刑宣告のごとく響いた。

「え、え？」

　ターミナル画面には『Stopping http server：[ OK ]』の文字が表示されている。Stopping。サーバ停止、ＷＥＢサービス断。

　くそっ！

　慌てて箱崎の端末に取りつきマウスを操そう作さする。

　油断した。ステージングのロードバランサに入っているのを見て安心してしまっていた。まさかＷＥＢサーバだけ本番系にログインしていたとは。手順書が入れ子になったのか？　コピペ用のコマンドにタイプミスがあったのか？　いや原因はどうでもいい。問題は影響だ。本番ロードバランサの操作をしないままＷＥＢサーバを止めてしまった。プールメンバーには当該サーバが登とう録ろくされている。つまりダウンしているメンバーに対しても通信リクエストが投げ続けられているということだ。もちろん一定時間が過ぎればバランサがサーバダウンを検出、プールメンバーから削除するのだろうが現状は断が継続している。ユーザーには真っ白なページが見えるだけ。

　──通信障害。

　ぎりっと歯を食いしばる。

　視し線せんを走らせると箱はこ崎ざきと茶ちや山やまが青い顔で固まっていた。ようやく自分達のしでかしたことに気づいたのだろう。幼さの残る顔がぶるぶると震ふるえている。

「お客さんに連絡！　箱崎さんはＷＥＢサーバ再起動して、早く！」

　梢こずえの声に、だが新人達は反応しない。爆ばく発はつ物ぶつでも見るような目でキーボードを見つめている。

「箱崎さん！」

「む、無理です」

　か細い声が漏れた。

「私、て、手が動かなくて」

　見れば茶山もまた凍りついている。本来なら顧こ客きやくに電話するべきなのに携帯さえ取り出せていない。

　梢は喉のどの奥から唸うなるような声を上げた。キッとこちらに振り向き。

「桜さくら坂ざかさん、私達で対応しましょう。オペレーションはこっちでやりますから、桜坂さんはお客さんのカウンターを」

「……いえ」

　静かに、だがきっぱりと拒絶する。

「僕達は手て伝つだいません」

　!?

　新人達が凍りつく。愕がく然ぜんとする彼らに冷えた視線を向けた。

「君らの作業だぞ。お客さんと日程調ちよう整せいして手順を詰めて今日きようの実施にこぎつけたんだろう。ちょっとトラブったからってもう投げ出すのか？　尻尾しつぽを巻いて逃げ出すのか」

「それは」

　茶山が声を詰まらせる。箱崎を見下ろし。

「で、でも今の状況じゃ」

「桜坂さん！」

　梢の声に怒気がこもった。

「障害を起こした以上、システムの復旧が最さい優ゆう先せんです！　お客さんに迷惑かけてるんですよ。悠長に新人教育してる場合ですか！」

「分かってます！」

　言われなくても優ゆう先せん順位はよく理解できている。ヤクモ本社で室むろ見みにされた話と同じだ。障害をＯＪＴの材料に使うなど了りよう簡けん違いも甚はなはだしい。客に知れたら激げき怒どされるだろう。

　だが。

　だがそれでも。

「今日きよう逃げた人間は明日あしたも逃げると思われる」

　低い声に新人達の目が揺れた。

「入社したての頃ころある人に言われた台詞せりふだよ。当時はピンとこなかったけど今はよく分かる。トラブル時に思考停止してしまうような相手に仕事は任せられない。安心して背中を預けられないんだ。誰だれだってミスはする、勘違いも起こす。ただそれをリカバーしようと踏ん張るのがプロだ。全すべてが順じゆん調ちような時は誰でもうまく動ける。僕らの価値が試されるのは問題にぶちあたった、まさにその時なんだよ」

「……」

「君らはアマチュアなのか？　趣しゆ味みの範はん囲いでシステムをいじってるだけなのか。だったらそう言ってくれ。僕らプロがきっちり君らの後始末をしてやる。これ以上ないくらい綺き麗れいにトラブルを片づけてみせる。だけど君らが素人しろうと以外の何かになるつもりなら、今が踏ん張りどころだ。さぁ、はっきりさせよう。君達は一体何者だ？」

「何……者」

　アマチュアかプロフェッショナルか。

　茶ちや山やまの声は喘あえぐようだった。半開きの唇から荒い息が漏れている。

　長い沈ちん黙もくの後、澱よどんだ瞳ひとみに光が宿った。頰ほおが引きしまる。骨張った拳こぶしを握りしめ。

「箱はこ崎ざきさん、やろうぜ」

「え」

「俺おれ、お客さんに怒られてくるから。箱崎さんはシステム復活させてよ。問題箇所は分かってるんだしなんとかなるでしょ。ぶっちゃけ本番用の手順に切り替えるだけだし」

「で、でも」

「大丈夫。どうしようもなくなったら先せん輩ぱい達が助けてくれるから」

　ですよね？　と目だけでうかがわれる。無言で小さく首肯してみせた。

「ペイパームーンさんに電話します」

　スマホを取り出しダイヤル。状況報告すると凄すさまじいがなり声がスピーカーから流れ出してきた。茶山は片目をすがめ、だが逃げることなく応対し始める。

「箱崎さん」

　静かに促すと箱崎が背筋を伸ばした。涙目のまま震ふるえる手をキーボードに伸ばす。頰を歪ゆがめがちがちと歯を鳴らしながら。

「ＷＥＢサーバ、再起動……します」

「ログオンしているサーバをちゃんと確かく認にんして、プロンプト、間違いない？」

「間違い……ない、ないです」

「ＯＫ、落ち着いて。コマンドは手順書のものをコピーして、余分なものがクリップボードにないかチェックしてから貼はりつけ」

「は、貼りつけます……実行！」

「いい子だ、続けて」

　優やさしくねぎらって梢こずえに歩み寄る。仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女に耳打ち。

「すみません、好き勝手言って。でも大事なことだと思ったので」

　梢は眦まなじりを吊つり上げた。憤ふん懣まんやるかたない表情で。

「システム運用に安定稼か働どう以外の大事はありません。桜さくら坂ざかさんのプライオリティは無む茶ちや苦く茶ちやです。結果オーライだからっていつもいつも横紙破りが許されると思わないでください」

「思ってませんよ。だからトラブルはトラブルとして迅じん速そくに片づけましょう。梢さん、本番系ロードバランサにログインして問題サーバを切きり離はなしてください」

「は？」

　団どん栗ぐり眼まなこがまたたいた。

「新人に任せるんじゃないんですか？」

「任されたと思ってることが大事なんです。僕らは運用担当としてなすべきことをしましょう。システム運用に安定稼働以外の優ゆう先せん事項はありません、ですよね？」

　梢は呆あきれたように口を開けた。

「本当に悪人ですね」

「愛想が尽きましたか」

「いいえ、惚ほれ直しました」

　艶あでやかに言って自席に向かう。マウスを引き寄せると猛然とオペレーションを始めた。入れ替わりに茶ちや山やまが駆け寄ってくる。

「ペイパームーンさん、断時間を至急教えてほしいそうです。そのタイミングに来たリクエストがどのくらいあったかも調しらべてくれって」

　まぁ、そう来るよな。

「報告書は？　あと今日きようの脆ぜい弱じやく性せい対応はどうするって？」

「書面はあとでいいからまずは影えい響きよう範はん囲いを洗い出してほしいそうです。あと脆弱性対応は並行して進めてくれって」

「分かった。影響範囲の洗い出しはこっちでやる。茶山君は箱はこ崎ざきさんについてもともとの作業手順を継続して。ダブルチェック、おかしいと思ったら即アラート、いいね？」

「はい」

　自分のノートＰＣを取り上げ空席に着く。画面ロックを解除しターミナルを起動しかけた時だった。梢こずえが「あれ？」と声を上げる。モニターに顔を近づけ渋じゆう面めんになっていた。

「どうかしました？」

「いえ」

　小首を傾かしげ。

「ＬＢがなんかおかしなことになってて」

「おかしなこと？」

　まさか別の障害が起きているのか。血相を変え歩み寄り、モニターをのぞきこむ。

　ＬＢの操そう作さ画面。ステータス、各種カウンタ、プールメンバー一いち覧らん。

　……ん？

（んん）

「これ、何かしたんですか梢さん」

「いえ、まだ何も。だから変だと思って」

「ちょっと貸してください」

　キーボードを譲ゆずり受けコマンド操作する。ログチェック、状況確かく認にん。しばらくオペレーションして異常の原因に気づいた。梢と二人ふたり、顔を見合わせる。

「これって」

「……ですよね」

　なんてことだ。予想外すぎる。形容しがたい沈ちん黙もくが場を満たした。背後で携帯の着信音が響ひびく。客からの連絡だったのだろう。茶ちや山やまがスマホのマイクを押え向き直ってきた。

「すみません、断時間まだ分からないのかってお客さんが」

「なし」

　……。

「は？」

「細かいことはあとで説明するけど通信断はありませんでした、先ほどの報告は誤報ですって謝あやまっといて」

　茶山の顔が混乱に満たされる。

「ど、どういうことですか」

「だから説明はあと。とにかく今は作業に集中させてもらえるよう調ちよう整せいして。箱はこ崎ざきさんに余計なプレッシャー与えないように」

　わけ分かんねぇんすけど。

　ぶつぶつつぶやきながらも電話に戻る。先ほど同様がなり声が返ってくるが状況が悪化したわけではない。更にエスカレートすることはないだろう。

　箱崎は血走った目でディスプレイを見つめている。流れ出た涙がファンデとマスカラを溶かしすごい形ぎよう相そうになっていた。だが白い歯は食いしばられている。逃げずにターミナルと向き合っている。

「権限昇格。リボジトリＯＫ、プロンプト問題なし、手順３─４に移行。ｙｕｍ……enablerepo、skip-broken……アップデート、いいですか？」

「いいよ、行って」

「ステージング従系、アップデート！」

　エンターキーの押おう下か音おん、途と端たんターミナルソフト内のテキスト量が膨ふくれ上がる。依存関係、ダウンロードサイズ、パッケージ名が次々に表示された。進行許可を出してパッケージ取得開始、更新・クリーンナップ・確かく認にん処理が実行されていく。

「ステータス・コンプリート。ＷＥＢサーバ・バージョンチェック、３・４・２３……だ、大丈夫、更新できてますっ」

「気を抜かないで。ＷＥＢサーバを再起動、ＬＢのプールを戻して次は主系のアップデート。まだ半分だよ」

「は、はいっ」

　震ふるえつつも指先は止まっていない。手順書と画面を交互に確認してタッチタイプしていく。いつしか茶ちや山やまも梢こずえも彼女の周りに集まっていた。固かた唾ずを吞のみ作業の進行を見守っている。

　コマンドコピー、ペースト、指さし確認、チェックリストにマーク、再度コマンドコピー。
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「主系ＬＢのサーバプールを復旧。負荷分散ステータス正常、ヘルスチェックＯＫ、パーシステンステーブル……問題なし」

　一呼吸おき、放心した顔で。

「さ、作業終了です」

　緊きん張ちようの糸が切れた。新人達の肩が落ちる。箱はこ崎ざきは天てん井じようを仰あおぎ、呻うめくような声を上げた。

「やった」とつぶやいたのは茶ちや山やまだ。唇を震ふるわせ感極まった表情になっている。

「やった、やったぞ。箱崎さん」

「ちゃ、茶山君？」

「すげぇ！　俺おれ達たち二人ふたりでやり切ったんだ！」

　手を取り合って喜び合う。

（おやおや）

　たかだかパッチ一つ当てたくらいで大層なはしゃぎっぷりだ。百人にん月げつのプロジェクトでも完遂させたようなテンション。茶山君よ、理想と現実にはまだまだ差がありそうだな。天てつ辺ぺん取るなら今くらいの作業、余裕でこなしてくれよ。

「梢こずえさん、彼らにお客さんと連絡取るよう言ってもらえますか。で、問題なければ通信断の件の説明とあと今後の報告書作成について指示してあげてください」

「桜さくら坂ざかさんは？」

「ちょっと野や暮ぼ用ようをすませてきます」

　それだけ言うと彼女は全すべてを察したようだった。肩をすくめ苦笑気味な表情になる。

「いってらっしゃい」

　新人達の騒さわぎを背にＯＳ部から出る。無人の廊下を進み白塗りの扉を開けた。広がったスペースは見み慣なれた空間、パーティションで区切られたこぢんまりとしたオフィス。

　ＳＥ部。

　奥に向かっていくと案の定、人の気け配はいがあった。自席の手前、パーティションの内側に小柄な少女が腰かけている。

「休日出勤届けは出ていなかったと思いますけど」

　揶や揄ゆを含んだ声に少女が振り向く。綺き麗れいな鳶とび色いろの瞳ひとみが輝かがやいた。下唇をうるさげに突き出し。

「急な仕事を思い出したのよ。用が済んだらすぐ帰るわ」

「急な仕事」

　口角を歪ゆがめる。

「それはＥＣサイトのＬＢに入って通信断前に問題サーバを切きり離はなすことですか？　室むろ見みさん」

　少女──室見立りつ華かは動揺しなかった。ふんと鼻を鳴らしオフィスチェアごと向き直ってくる。

「どうして分かったの？　私がオペレーションしてるって」

「主系ＬＢと踏み台サーバのログを見ました。作業開始十分前に社内から別のユーザがログイン、箱はこ崎ざきさんがミスオペする寸前にサーバプールを編へん集しゆうしていました。作業アドレスはＳＥ部のもの。きちんと確かく認にんしてませんけど多た分ぶん他ほかの機き器きにもログインしてたんじゃないですか？　で、新人がやらかしそうになったらサポートすると」

「……」

「どういう風の吹き回しですか？　てっきりあの二人ふたりにはもう絡みたくないのかと思ってましたけど」

「絡みたくないわよ。絡みたくないけどね」

　小さな唇がへの字に曲がる。

「ヤクモの手順も同じ要領で作るんでしょ？　私の客で下へ手た打たれたらたまらないからね。事前演習でどうなるのか見ておこうと思って」

「それだけですか」

「他に何があるのよ」

「いえ、普ふ段だんの室むろ見みさんならこういう陰かげながらのサポートはしないだろうなと思って。信用できない相手だったらそもそも作業を任せない、あるいは徹てつ底てい的てきにレビューしてメンテ中も付き添うかなと」

　沈ちん黙もく。
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　室むろ見みは鼻はな白じろんだ様よう子すで視し線せんを背けた。背もたれに身体からだを預けアームレストに両腕をのせる。

「まぁ初めての作業を失敗してトラウマ持たれるのも嫌いやだしね。ヒヤリハットで十分お灸きゆうは据えられたし、システムいじるのがどれだけ怖いことかも伝わったでしょ」

「教育ですか」

「そんな上等なものじゃないわ。わけ知り顔の素人しろうとが慌てふためくのを見たかっただけよ。お客さんに迷惑かけない範はん囲いでね」

　わざわざ休日出勤して、作業に関連する全ぜん機き器きをモニタしてか。

　我知らず苦笑が漏れた。

「室見さんって結構お人ひと好よしですよね」

「は？」

　目を剝むいて睨にらみつけてくる。細い眉まゆがぐいと吊つり上がった。

「何言ってるのよ。あんた人の話聞いてた？」

「聞いてましたよ、つまり室見さんは新人達に自信をつけさせながら、でも肝心なところではフォローしようとしてたんですよね。一見突き放しているように見えて、でも大おお怪け我がはしないよう支える。偉いなぁ。嫌われ役の鬼軍曹が心から後進の成長を願ねがっている感じで。うん、マジ格好いいです」

「だ、だから違うって言ってるでしょ！　私はああいうプロ意い識しきのない甘ちゃんは大嫌いなんだから！」

「うんうん、そういうことにしておきましょうか。ふぅん、大嫌い、大嫌いねぇ、室むろ見みさんは大嫌いな相手のために休日を潰つぶすんだ。すごいなぁ」

「あ、あんたね、いい加減にしないと」

「そうやって嫌いやだ嫌だと言いつつ僕のことも育ててくれたんですよねー。一年間根気よく、じっくり、しっかりと、これ以上ないくらい面めん倒どう見みよく」

「ち、違──」

「室見さんありがとうございます。大好きですよ」

「きぃぃぃいいいい！」

　悲鳴とともにドライバーが飛んでくる。いかん、からかいすぎた。

　背中に激はげしい怒気を感じつつ退散する。気分が明るい。頭の中の靄もやが晴れたようだ。長い長いトンネルを抜けた感覚。もちろんこれで全すべて終わったわけではない。他ほかの新人達のことも考えればむしろ始まりに過ぎないだろう。だが少なくとも一つの関門は突破した。越えるべき節目を越えた。今日きようは久しぶりに枕まくらを高くして眠れそうだ。

　さて、新人達はまだ打ち合わせをしているかな。間に合えば自分からも一声かけてやるか。諸もろ々もろの問題や課か題だいはさておき、注意や総括などは脇わきに置いて。




　おめでとう、と。




　ようこそシステムエンジニアの世界へ。

　僕らは君達を歓迎する。
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【四月十九日（月）日報　氏名：茶ちや山やま春はる木き】




　勉強することだらけで時間が足りない。仕事に深く関かかわれば関わるほど自分の無知が理解できてくる。研修初日の発言を思い出すと無む茶ちや苦く茶ちや恥ずかしい。というか記き憶おくを抹まつ消しようしたい。

　ただ、桜さくら坂ざかさんに話したら「恥ずかしい思いをした方が色々気づくし改善が早いよ」と言われた。確たしかに無ぶ難なんに過ごしても「分からないこと」が「分からないまま」流れていくように思う。決して無む駄だではなかったのだと自分を慰なぐさめる。というかそういうアドバイスができること自体桜坂さんも色々あったのだろう。同じ道を進んでいると考えるとちょっと安心できる。

　あと室むろ見みさんにもう一度謝しや罪ざいした。

　無茶苦茶睨にらまれたけど若干雰囲気が柔らかくなっていた。ひょっとしたら先せん輩ぱい方がたがフォローしてくれたのかもしれない。

「私はいいけどヤクモさんに謝あやまりなさい。こないだは失礼なこと言ってごめんなさいって。いい？」

　そう言ってくれたので多た分ぶんもう一度客先に連れていってもらえるのだろう。よかった、チャンスはまだあるようだ。

　ちなみに雑ざつ談だんで入社動どう機きを聞かれたので「桜坂さんの採用ページ」について話したところ全力で止められた。

「あんなの目指しちゃダメ、あんな悪党が二人ふたりも社内にいると思ったら寒気がするわ。いい、目指すなら三みつ沢さわさんを目指しなさい。三沢さん、いいわね」

　よく分からないながら「はい」と答えたが室見さんと桜坂さんは仲が悪いのだろうか。だとしたらあまり話題に出さない方がよいのかもしれない。失敗した。今後は気をつけないと。配属希望は「ＳＥ部」なのだから人間関係もきっちり把握していかなければ。




　ちなみに三沢さんって誰だれだろう？







【四月十九日（月）日報　氏名：箱はこ崎ざき宮みや乃の】




　システムのメンテナンスが怖いんです。

　そう言ったら姪めい乃の浜はまさんに「うん、正しい反応」と返されました。

「私達はね、コマンド一つでネットワークを全断させたり膨ぼう大だいなデータを消せたりするの。だから恐怖に無自覚なのはダメ。神経質なくらい手順を確かく認にんして、自分がやってることの意味を考えて、一つ一つコマンドを確認していかないと。今の感覚を持ち続けられたら箱崎さんきっとよいエンジニアになるよ。期待してるね」

　褒ほめられると思っていなかったので意外でした。

　おまけに期待されているとか、少し過大評価な気もします。私、ひょっとしたらエンジニア向いていないかもと思っていたので。

　でもそう言いながら反面、ペイパームーンさんの作業を終えた時ちょっと気持ちよかったんです。アップデートコマンドに従ってコンピュータが動いて、一つ一つ状況を報告してくれて、最後に「完了」って出て、なんかすごく感動したというか。変でしょうか。あ、この子、私の言う通り動いてくれた、すごいと思ったんですけれど。

　怖いけど気持ちいい。

　もう一度あのドキドキとワクワクを味わってみたい。

　だから私、エンジニアとして頑張ろうと思います。よい技術者になれるかどうか分からないですけど、自分のやりたいことを初めて見つけた気がするので。

　総務から配属アンケートが回ってきたので「ＯＳ部」と書いてみました。

　希望が通りますように。




　　　　[image: くぎり]




　何ごとにも始まりがあれば終わりもある。

　永遠に続くかと思われた集合研修も所定のカリキュラムを消化し終了の時が近づいていた。

　四月三十日金きん曜よう日び、午前十一時半。

　最後のコマを終え講こう師し役やくの梢こずえが一礼する。「お疲れ様でした」柔らかなねぎらいに場の緊きん張ちようが緩ゆるむ。彼女はプリントを教卓に置き新人達を見渡した。

「これで講義は全すべて終わりです。来週からは皆さん、それぞれの配属部署でＯＪＴを受けることになるかと思います。今日きようまで学習したことを活いかしてどうか早く戦力になってください。困ったことがあったらなんでも聞いてもらって構いませんから、頑張ってくださいね」

　拍手が起こる。新人達に混ざり手を叩たたいていると梢が「桜さくら坂ざかさん」と呼びかけてきた。やや悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで。

「どうぞ、挨あい拶さつを」

「え？　僕も？」

「育成担当でしょう。格好よい〆しめをお願ねがいします」

　参ったな。あんまり得意じゃないんだけどこういうの。

　だが場の雰囲気は自分の発言を待ちわびている。あまり遠えん慮りよするのも気まずくなりそうだ。頭を搔かきながら教卓に赴おもむく。

　正面に向き直り、息を吸いこみ。

「えー、何はともあれ皆さんご苦労様でした」

　声が大きく響ひびく。

「午前中は講こう義ぎ、午後は実務で大変だったでしょう。仮配属の部署も週替わりでころころ変わって落ち着かなかったと思います。すみません、ちょっと諸もろ々もろ詰めこみすぎたかもしれません。来年は総務と話してもっと余裕のあるものにします。……といっても来年のことはもう皆さんには関係ないわけですが」

　笑い声が返ってくる。初日と違い適度にリラックスした空気だ。

　なんとなく今なら色々本音で話せそうな気がした。

　丁ちよう度どいい。ぶっちゃけ話をしてしまうか。包み隠さず、ありのままの彼らの今後について。

「さて」と口く調ちようを改める。

「集合研修を〆しめるにあたって一つ僕からコメントです。みなさん、毎日新しいことを詰めこまれて知らないことに触れて、随分苦労したと思いますが」

　じっと新人達を見渡し。

「先に言っておきます。この一ひと月つきの学習は実務ではほとんど役に立ちません」

　ざわり。

　動揺が走った。十八の瞳ひとみが驚おどろいたように見つめ返してくる。

「現場は生き物です。不測の事態は次々と起こるし新しい技術もどんどん導どう入にゆうされてきます。お客さんのちゃぶ台返しは日常茶飯事、営業都合で導入実じつ績せきのない機き械かいが持ちこまれてくることも少なくありません。だから一月程度の座学でカバーできるものはほとんどないです。十パーセント、いや五パーセント以下かも」

　ごくりと息を吞のむ気け配はい。

「ですが」と言葉を継ぐ。

「土台のないところに家は建ちません。今回学んだことをベースに知ち識しきを広げていってもらえば場当たり的にオペレーションを覚えるより早く理解できるはずです。いいですか、迷った時はまず基本に立ち返って、それでも分からない時は遠えん慮りよなく先せん輩ぱい方がたを頼ってください。やる気がある人に上の人間は寛容なものですから」

　──皆さんの健けん闘とうを期待しています。

　最後に一言告げると自然発生的に拍手が生まれた。最初はぱらぱらと、やがて大きな響きになり押し寄せてくる。一人ひとり、二人ふたりと新人が立ち上がった。前列から後列、最後は全員でスタンディングオベーション。みんな、程度の差こそあれ頰ほおを紅こう潮ちようさせていた。やや潤うるんだ目になっている者もいる。

　ああ。

　いいもんだな、こういうのも。

　何か教育者の気分が分かった気がする。人を導みちびく喜びが理解できたように思う。たった一月程度の研修でおこがましい話だが。

「じゃあ、解散で！」

　そろそろ昼ひる休きゆう憩けいだ。あまり遅くなると周囲の店が混み始める。

　椅い子すを引く音と靴音が同時に響ひびいた。新人達が荷物をまとめ退室していく。喧けん噪そうが教室から廊下に広がっていった。

「いいコメントでしたよ」

　梢こずえが目を緩ゆるめてくる。癖くせ毛げの髪を揺らし微笑。

「いきなり振られた割には見事な〆しめでした」

「振った人間がそれ言います？」

「まぁなんとかしてくれるだろうと思ってましたから」

　よく見ると彼女の背後に茶ちや山やま・箱はこ崎ざきがいる。二人ふたりとも鞄かばんを持ち外出スタイルだ。そういえば梢さんもビジネスカジュアルだな。講こう師し用ようにめかしこんできたのかと思っていたが。

「ひょっとして三人で客先ですか？」

「はい、ヤクモスポーツ行ってきます。そろそろきっちりＤＶ社しやの運用巻き取る必要があるので」

「俺おれは例の無む線せんＬＡＮの件で」と続けたのは茶山だ。無線ＬＡＮの件、だとすれば。

「室むろ見みさんも一いつ緒しよ？」

「はい、現地集合で」

　ふむ、どうやら大分関係が修復できたらしい。まぁ茶山も結構素直になってきたしな。もともと向上意欲は強い方だから室見みたいな体育会系タイプとはうまくやれるのかも。

「じゃあ頑張ってきて、僕はこの部へ屋や片づけていくから。梢さんももういいですよ、引き揚げてもらって」

「すみません桜さくら坂ざかさん、ではお願ねがいしますね」

　一礼する梢の横で箱崎が興きよう味み津しん々しんにこちらを見ている。不ふ思し議ぎそうな眼まな差ざしに「ん？　どうしたの」と訊たずねると。

「いえ、夫婦なのに桜坂さんは名前で読んで、姪めい乃の浜はまさんは名字なんだなぁと」

　ぶっ！

「ふ、夫婦？」

「ええ、姪乃浜さんが教えてくれましたけど。新人全員に、ＩＲＣで」

「こ、梢さん!?」

　梢は恥ずかしそうに頰ほおを赤らめた。

「なれそめが社内恋愛だから、会社では前の呼び方で通してるの。もちろん家では工こう君、こずぴーよ」

「呼んだことのないあだ名が!?」

「マンネリ防止でシチュエーションごとに呼び方変えるのも重要だからね？」

「もっともらしいこと言うのやめて！　いつの経けい験けん談だん!?」

　こちらの混乱をよそに梢こずえは「ではそろそろ時間なので」と引き揚げてしまった。茶ちや山やま・箱はこ崎ざきも丁てい寧ねいに挨あい拶さつしてあとに続く。

（ったく）

　妙な冗じよう談だんを広めてくれて。あとでどう収拾つけるつもりだ。新人はネタと事実の区別がつきづらいんだぞ。

　溜ため息いき交じりに後片づけしているとノックの音が響ひびいた。

　戸口に茶髪の男性が立っている。金きん鎖ぐさりのネックレスとごてごてしたブランドものの時と計けい、採用担当だ。

「いやぁ桜さくら坂ざか君、お疲れ。無事終わったみたいだね」

「なんとか、おかげさまで」

　小さく会釈して答える。

「全員揃そろって卒業というわけにはいきませんでしたけど」

　例の福ふく大だいと喧けん嘩かした新人は結局辞じ職しよくしてしまった。何もかもがうまくいくわけではない。人の心の難むずかしさを思い知らされた一か月だった。

　採用担当は「いやいや」と両手を振った。

「上出来だよ。一時は半分くらい辞めるんじゃないかと覚悟してたからねー。最良の結果じゃないかな。配属希望もいい感じでばらけてくれたし」

「そこはまぁ、確たしかに」

「ＳＥ部・ＳＤ部・ＯＳ部・ＤＶ社しやに各二名ずつ、アシスタント職しよくが一名。ほぼ想定通りだよね。部長陣も胸をなでおろしてるよ」

　確かに、三週間前は新人の過半数がＤＶ社を志望していたのだ。なのに社長はスルガの増員前提で仕事を取ってくる。マネージメント層は生きた心地ここちがしなかっただろう。

（まぁ救われたのは自分も同じか）

　簡かん単たんな仕事は随時、茶山に分担し始めている。おかげで飛びこみの問い合わせに患わずらわされることも減ってきた。直ちよつ近きんの大型プロジェクト三件もなんとか回りそうだ。

「本当に桜坂君には頭が上がらないよ。難しい新人を見事戦力化してくれて、しかも先せん輩ぱい社員との間もきっちり取り持ってくれるとか。なかなかできることじゃないよね。他ほかの中堅社員にも見習ってほしいくらい」

「またまた」

「いや本当本当、先月まで新卒一年目だったとは思えないね。既にベテランの風格が漂ってるんじゃない？　この人についていけばなんとかなるって感じで」

　む。

　なんだろう、嫌いやな持ち上げ方だ。

　悪い予感がしてあとじさる。

「追加の依頼なら受けませんからね。まさかとは思いますけど今度は中途の受け入れプログラムに関かかわってほしいとか言いませんよね？」

「あれ、なんでバレたの」

　ぎゃあああああああ！

　油断も隙すきもないな！　この人、僕の時間をなんだと思ってるの!?

「無理です。絶対無理です。新人研修の稼か働どうだって本当厳きびしかったんですから！　そろそろ仕事に戻らせてください。というか普通に休ませてください！」

　楽しげな笑い声が返ってきた。

「いや噓うそ、噓。冗じよう談だん。いやだなぁ、さすがの僕もそこまで無む茶ちや言わないよ。中途の受け入れくらい僕らでやるさ。幸いアシの子も一人ひとり入ってくれたことだし」

　趣しゆ味みが悪い。渋じゆう面めんで睨にらみつけていると採用担当は口元を緩ゆるめた。

「僕がここに来たのはね、別件。ちょっと桜さくら坂ざか君に大事な話があって」

「大事な話？」

　研修の件じゃないのか。

　なんだ、あらたまって。

　きょとんとする自分に茶髪のチャラ男おはいつにない真ま面じ目めな顔を作ってみせた。

「桜坂君さ」




　──総務部のメンバーになってくれない？




「は？」

　唐突なオファーは十秒ほどたって意い識しきに染み渡ってきた。

　ぱちぱちとまばたきし採用担当の顔を見返す。何かの冗談だろうと思ったが続く言葉はない。相手はしかつめらしい表情で回答を待っている。

　はい……？

　空くう調ちようの音が妙に大きく聞こえてきた。










　あとがき




「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」とは山やま本もと五い十そ六ろくの言ですが、それを全て実践してもうまくいかないのが新人教育だったりします。

　かくいう僕も何度か育成担当を経けい験けんしましたが、まぁ思うように進みませんでした。口で指示してもマニュアルを作っても、はたまた横について共同作業をしても、なかなか期待通りの成果が出てきません。レビューする度に指摘事項が増え、チェックが細かくなり、いつの間にか本論とまったく関係ない議ぎ論ろんになっていたりします。

　結局、性格もそれぞれ、理解度もバラバラな人達に教えようとすれば、すべからくアプローチを変えていかざるをえません。各々の特性をつかんでキャパシティを見極め、知ち識しきに応じた課題を与える。ただし事前情報は履歴書と人事部の所感のみ。顔合わせは配属初日で着任後、即教育スタート。結構な無理難題ではあります。

　とはいえ企業にとり後進育成は重要です。色々試し行こう錯さく誤ごしながら、他部署のトレーナー達とも情報交換しながら、僕ら中堅社員は育成をこなしました。こなした気でいました。




　先日、かつての同僚と集まる機き会かいがあり「そういえば当時の新人どうしてる？」的な話題になりました。酒焼けした顔の元同僚曰いわく。

「Ａ君はガンガン活かつ躍やくしてるよ。今イギリスに行ってる」

　そうかぁ当時から優ゆう秀しゆうだったもんなぁ彼。

「Ｂさんは転てん職しよくしたけど、そっちで成果上げてるみたいだよ。ほら、○×って最近伸びてるサービスあるでしょ。あれ企画してるみたい」

　へぇ、確かに地頭のよい子だったし順当な状況かも。

「Ｃ君は微妙だねぇ。どの部署に行っても馴な染じめず苦労してるみたい」

　うーん、確たしかに入社当初から仕事えり好みしてたもんなぁ。変わってないのか。

　──などと話している内、はたと気づきました。あれ？　これってつまり入社時に優秀な子は優秀な人材になり、微妙な子は微妙なままってだけの話では？

　僕らのＯＪＴって一体。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様さま・小お野の寺でら様、美び麗れいな挿そう画がで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一五年五月　夏なつ海み公こう司じ
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